
    
      
        
      
    

  





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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姉妹でお風ふ呂ろ









　この春、私は栃とち木ぎに引ひっ越こした。

　当然いろんな環かん境きようが変わったわけだけど、まあなんとかやってる。

　けどやっぱり腹立たしいというか、耐たえ難がたいこともあった。

　それは何かと言うと……。




　お姉ちゃんとのお風呂の時間だ。




「セイラ。そろそろお風呂入りましょう」

「……はぁーい」

　お姉ちゃんの声に私はのろのろと返事をする。

「それじゃあお父さん、お風呂いってきますね」

「はい。いってらっしゃい」

　居間でテレビを観みていたパパは軽く私とお姉ちゃんを見送る。

　陽ひノの目め荘そうのお風呂は時間割制で、18時から23時までが女性時間だ。

　住人間では特に何時から何時までは誰だれという取り決めはなく、みんな好きな時に入る。

　たまにサキとかとバッティングすることもあるけど、ここのお風呂は広いので一いつ緒しよに入る分には問題なかった。

　その辺りのルールは何でもいいとして……。

「はぁ～、ここのお風呂は足が伸のばせて気持ちいいわね」

「……そうだね」

　肩かたまで湯船に浸つかって気持ちよさそうなお姉ちゃんに、私は鬱うつ々うつとした気分で生返事を返した。

　別に、お姉ちゃんに同意しないわけじゃない。

　広いお風呂は私も好きだし。

　足を伸ばすのも気持ちいいと思う。

　じゃあ何で私がこんなにお風呂が憂ゆう鬱うつなのかというと。

　原因は、私の横目に映るふたつの物体。

　正確には二箇か所しよの膨ふくらみ。

　即すなわち、お姉ちゃんのオッパイだ。

「……」

　私は黙だまって自分のを見下ろす。

　ない。

　何度まばたきしてみても、ないモノはない。

　さすがに「まな板」とまでは言わないけど、お姉ちゃんみたいな「オッパイ」って感じの膨らみはまるで見当たらなかった。

　これ絶対おかしいよね？

　去年まではこんな差なかったよ？

　私たちって本当に双ふた子ごだよね？

　正直こればかりは血けつ縁えんを疑いたくなる。

　いやだって、この成長差はちょっとビビるんですけど。

　他人同士ならいざ知らず、私たち双子でしょ？

　一体どこで差がついたのか？

　慢まん心しん？

　環境の違ちがい？




　同じ環境で育ってる上にバストアップ体操とかむしろ努力は私の方がしてるっつーの！




　なのに何でお姉ちゃんだけあんな立派なオッパイがついてるわけ？

　神様不平等すぎるし。

　遺伝子もっと働いて！

　まあ、お母さんが巨きよ乳にゆうだったのか貧乳だったのか知らないンだけども……。

　ともかく、お姉ちゃんとの成長の差を嫌いやでも見せつけられるので、最近はお風呂の時間がとってもツラい。

　嫌なら一緒に入るのを拒きよ否ひすればいいんだけど。

　一回断わろうとして泣かれたから無理。

　逆に理由を問い詰つめられて誤ご魔ま化かすのに苦労したし。

　お姉ちゃんのオッパイ見たくないから一緒に入りたくない……とか言えるか！

「……どうしたのセイラ？　そんなにこっち見て」

「何でもないし」

「そう？　何か悩なやみ事ごとがあるんじゃない？」

[image: ]

　あるよ。オッパイの悩みが。

　もちろん、それも言えない。

「悩みなんてないし」

「ウソ。お姉ちゃんには分かるわよ」

「それこそウソ」

「ウソじゃないわよ」

「ウソ」

「ウソじゃない」

「ウーーーソ！」

「ウソじゃないってば」

　本当に分かるなら察してよ！　恥はずかしいから！

「あーもうしつこい！」

　私は腹いせにお姉ちゃんの胸に手を伸ばした。

　で、鷲わし摑づかみ。

　……予想してたよりスッゴい柔やわらかかった。

　マジか。

　マジか。

　オッパイってこんななるの？

「ちょっ、ちょっとセイラ!?」

「……」

　お姉ちゃんが恥ずかしそうにしているが。

　うん、黙って。

　私はちょっと今受けているショックを処理するのに忙いそがしいし。

　なんか見た目だけじゃなくて、実際触さわると実感させられる。

　これがオッパイなんだって。

　だって自分のじゃ揉もめないから、こんな感かん触しよく知らないし。

　もう段々ショックを通り越して感動してきた。

「セイラってば、いい加減揉むのをやめて！」

　とうとう我が慢まんできなくなったのか、お姉ちゃんは無理やり私を引き剝はがした。

　それから両りよう腕うでで胸を護まもるようにして、ジトッとした目で私を睨にらんでくる。

「もうっ！　こんなイタズラする妹のことなんか知りません！」

　お姉ちゃんはプイッとそっぽを向き、湯船から上がって体を洗いに行ってしまった。

　まあ悩み事の件をはぐらかせたので、私としてはありがたい。

　けどちょっと調子に乗りすぎたかも……今度アイスでも奢おごってあげよう。

　と、その時。

「うーイ、誰か入ってるー？」

　ふと風呂場のガラス戸が開いて、肩にタオルをかけたオッパイ痴ち女じよさんが入ってきた。

「おっ、夏なつ目めさんとこの娘こたちがいるじゃーん」

　私は心の中で「ゲッ」と声を漏もらす。

　そもそもこのオッパイ痴女さんが苦手というのもあるけど。

　それ以上に、あだ名の由来ともなっているその胸。

　彼女のオッパイの質量はお姉ちゃんすら圧あつ倒とうしている。

　私と比べたら何と何？

　月とすっぽん？

　いや、スイカと枝豆？

　もうなんか言ってて悲しくなってきた。

「やっほーセイラちゃん」

　こちらの気も知らず、桶おけで体にお湯をかけたオッパイ痴女さんは私の隣となりにやってくる。

「んーどしたの？　闇やみ堕おちしそうな顔して」

「どんな顔ですか……」

「あはは、そんな顔」

　オッパイ痴女さんは私のぶすっとした表情など気にせず、よいしょっと一気に肩まで湯に浸かった。

「ふいぃー」

　極ごく楽らく極楽と息を吐はくオッパイ痴女さん。

「……!?」

　一方、私はまた新たな衝しよう撃げきを受けていた。

　オッパイ痴女さんのオッパイがお風呂に浮ういてる！

　この人と同じ時間に入るのがはじめてだからはじめて見た！

　え、ウソ、ホントにオッパイって浮くの!?

　本日二度目のオッパイショックに、私は頭がクラクラしてくる。

「……そんなにあたしの胸が気になる？」

「!?」

　チラ見がバレた!?

「ナ、ナンノコトデスカ？」

「そんなに見てたら気づくって」

　お姉ちゃんより鋭するどいこの人。

　いや、お姉ちゃんが鈍にぶいのかも。

「思春期のお悩みなら聞いたげるよ」

　オッパイ痴女──ツヅラさんは笑ってそう言う。

「……」

　私はチラッとお姉ちゃんの方を見た。

　ちょうど髪かみを洗っているところで、たぶんこちらの会話は聞こえていない。

　……正直、この人に聞くのも恥ずかしいけど。

　でもこの人は存在が恥ずかしいし？

　そしたら恥ずかしいと恥ずかしいでプラマイゼロみたいな？

　お姉ちゃんに相談するよりはまだマシだと思うし？

　あとこの前のブラジャーの件とかもだけど、意外とこういう方面のことなら頼たよりになりそうっていうか。

　あの件はいちおう感謝してるし。

　今こっそり相談してみてもいいかもしれない。

　それにどうやってその胸を育てたのかは物もの凄すごく気になるし。

「その、私の胸ってお姉ちゃんに比べて……小さい……じゃないですか」

「そうねー」

「それで、あの……どうしたら胸って大きくなるんですか？」

「そうねー」

　どうにも恥ずかしくて一部小声になってしまったが、ツヅラさんは特に聞き返してくることもなく軽く頷うなずいた。

「まあ、セイラちゃんは成長期だから、よく食べて、よく運動して、よく寝ねるのが一番いいわね」

「それくらい知ってます」

「なら続ければ大だい丈じよう夫ぶよ。姉妹でも成長速度は人それぞれだから、その内追いつくって」

「……」

　うーん。

　思ってたより常識的なアドバイスばっかりだし。

「何かほかにないんですか？」

「ほかに？　あとは揉んでもらうとか」

「……それも聞いたことありますけど、本当なんですか？」

　私はツヅラさんの大きな胸をジッと見ながら尋たずねる。

「ホントだよー。なんなら揉んであげよっか？」

「っ!?」

　ツヅラさんの言葉に私は思わず身を引く。

　さっき私もお姉ちゃんにやったことだけど、いざ自分がとなるとやっぱり抵てい抗こうが……。

　と、思いっきり引いた私の反応を見て、ツヅラさんがケラケラ笑う。

「冗じよう談だん、ジョーダンだって」

「……」

　また私の中でこの人がオッパイ痴女さんにランクダウンしそう。

「揉むと大きくなるっていうのはあれ、好きな人に揉んでもらわないと意味ないのよ。じゃないと女性ホルモンが分ぶん泌ぴされないから」

「好きな人に？」

「だから、私が揉んでも意味ないのよねー。意味あるならじゃんじゃん揉ませてもらうけど」

「……」

　私はもう一度ツヅラさんから距きよ離りをとった。

　それも気にせず、彼女は私の顔をニヤニヤと眺ながめてくる。

「てなわけでー、セイラちゃんって好きな人いないの？　もしいるなら中学生の恋こいバナ聞きたいからお姉さんに教えて教えて」

「いや、そんな急に言われても……」

　そう言いかけて、ふと私の脳裏にパパの顔が思い浮かぶ。

　もしパパに私の胸を揉んでもらったら……。

「～～～」

　その場面を想像した瞬しゆん間かん、頭がカッと熱くなって、私は顔をお湯に沈しずめて口からブクブクと泡あわを吐いた。

　なんっっって想像してンの私は！

「おーいセイラちゃーん？　なんか茹ゆで蛸だこみたいになってるけど大丈夫ー？」

　ツヅラさんが何か言ってるが返事する余よ裕ゆうなんて私にはない。

　……あれ？

　え？　ていうかお姉ちゃんのオッパイってまさか。

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいや！

　あり得ない！

　そんなのパパに限って絶対あり得ないから！




　でもお姉ちゃんのこの一年間の急成長はまさか……なんて妄もう想そうが頭から離はなれず、お風ふ呂ろから上がってベッドに入ったあとも私は悶もん々もんとし続けた。

　翌日は寝不足になった。








バーベキュー









　とある休日。

　僕は陽ひノの目め荘そうの人たちと懇こん親しん会かいを開くことにした。

　初日に歓かん迎げい会かいを開いてもらったお返しみたいなものだ。

　アパートと違ちがって寮りようでは管理人と住人が毎日顔を合わせる。

　特に僕は寮唯ゆい一いつの男であるし、早い内に彼女らと信しん頼らい関係を築きたい。




　というわけで、皆みなさんと川辺のレンタルバーベキュー場にやってきた。




　ここは食材さえ持参すれば、誰だれでもお手軽にバーベキューができるレンタル設備だ。

　隣の設備とも距離が離れているので多少騒さわいでも問題ない。

　川も綺き麗れいで、昔来た時は両親と水遊びをした気がする。

「ふぅ」

　僕は調理台の傍そばにクーラーボックスを下ろす。

　飲み物やら食べ物やらたくさん持ってきたのでちょっと肩かたが痛い。

　まぁ帰りは軽いから楽だろう。

　さて、じゃあ準備を始めるか。

「バーベキューの準備は僕がやっておきますから、皆さんはしばらくのんびりしててください」

「はぁ～い」

　元気よく手を上げたのは二にノの木ぎさん。

　彼女は早さつ速そくクーラーボックスから缶かんビールを取り出して、プシュッとやっている。

「……」

　狩かり野やさんは日ひ陰かげへ移動し、携けい帯たいゲームの電源を入れた。

　大人組は思い思いに過ごし始めている。

　思い思いというかいつも通り？

　まあリラックスしてくれてるならいいか。

　と。

「お父さん、何か手伝いましょうか？」

　キララが僕のところにやってきて手伝いを申し出てくる。

　この子もこの子でいつも通りだ。

「気にしないでキララも遊んできていいよ」

「お父さんのお手伝いがしたいんです」

「んん」

　そんなキラキラした目で見つめられると……。

「うん。じゃあ野菜とお肉切ってもらえるかい？」

「はい。分かりました」

「その間にお父さんはバーベキュー台の準備とかしとくから」

　キララに食材の下準備を任せ、僕は力仕事に取りかかる。

　バーベキュー台はロケーションも考えて、川のせせらぎが聞こえるくらいの位置に設置する。

　台が倒たおれないように大きめの川石で脚あしを固定。

　折りたたみ式の椅い子すにテーブルも簡単に設置し、紙皿と紙コップと割わり箸ばしも用意。

　それからホームセンターで買った炭を運ぶ。

　人数が多いので、これが結構重い。

　台の傍に炭の入ったダンボールを下ろし、封ふうを開ける。

「えーと、炭の量で強火・中火・弱火を調整する……と」

　事前に調べた知識と照らし合わせつつ炭を並べる。

　並べ終えたらいよいよ着火。

「って、結構つけづらいな……」

　何度か失敗してから、何とかついた。

　あとは炭全体が燃えるまでうちわで扇あおいだり、炭の角度を変えたりするだけだ。

　これがなかなかの重労働だし、なかなか燃え始めない。

　ヘタにひとりでやろうとしてたら時間がかかりすぎたかもしれない。

　キララに手伝ってもらったのは正解だったようだ。

　そんな感じで炭の準備を始めて十分ほど経たった頃ころ。

「パパー。準備はどーお？」

　うちわを扇いでいる僕のところへ、セイラとサキさんがやってきた。

「まだちょっとかかるかな」

「ふーん」

　セイラは頷うなずきつつ、サキさんと一いつ緒しよに折りたたみ式の椅子に座る。

　それからテーブルに肘ひじをつき、僕の作業を眺め始めた。

「暇ひまだったら遊んできていいんだよ？」

「ヒマだからここに来たの。さっきまでその辺ブラブラしてたけど、何にもないんだもん」

「川とかで遊んだら？」

「やだ。濡ぬれるし」

「そっか」

　川遊び、僕は好きだったんだけどなぁ。

　まぁ、女の子はそうもいかないか。

「ねぇー、パパまだー？」

「まだだねー」

「ヒマなんだけど」

「うーん」

「ねーねー」

　セイラは不満げに足をパタパタさせている。

　どうしよう。困ったな。

　と思っていると、不意にサキさんがクスクスと笑う。

「なーにサキ？」

　セイラもそれに気づいて、隣となりに座る同級生の方を振ふり向く。

「だって、お父さんに構って欲しがっているセイラさんが、なんだかかわいらしくって」

「なっ!?」

　セイラの顔がみるみる内に赤くなる。

「だ、誰がパパに構って欲しがりゅりゅってぇ!?」

「ちょっと嚙かんでますよ」

「しっ知らない！」

　セイラは顔を真っ赤にしたまま立ち上がり、どこかへ行ってしまう。

「あ、ごめんなさい。待ってくださいセイラさん」

　サキさんもセイラのあとを追いかけて席を離れていく。

　さて、またひとりになったわけだが……。

「コノハっちー！」

「のわっ！」

　突とつ然ぜん、後ろから誰かに抱だきつかれ思わず声を上げる。

　誰かというか、この背中に当たる柔やわらかい感かん触しよくは……。

「二ノ木さん！　危ないですから離れてください！」

「それよりーバーベキューまだー？」

　二ノ木さんは僕の悲鳴を無視し、ぐりぐりと頰ほお擦ずりしてくる。

　同時に背中に当たる胸もぐりぐり。

　ついでに酒臭くさい。

　ちょっと目を離した隙すきにかなり吞のんでいたらしい。

「もうすぐ準備も終わりますから、もうちょっと待っててください」

「えぇー、待ーてーなーい」

　二ノ木さんは駄だ々だをこねる。

　ぐりぐり　ぐりぐり

　参った。

　凄すごく困った。

　どうしよう……。

「えっと、そうだ！」

　僕はハッと思い出して、言う。

「実は大人用におつまみセットも買ってあったんですよ」

「えっ、ホント？」

　おつまみと聞いて、二ノ木さんが目を輝かがやかせる。

「ええ。あっちの荷物のところに置いてますから」

「わーい！」

　二ノ木さんは喜んでおつまみの方に向かう。

　と、途と中ちゆうでこちらを振り返り、にへらっとだらしなく笑って。

「コノハっちもあとで一緒に吞もうね～」

「はーい」

　僕は二ノ木さんに手を振って、うちわを扇ぐ作業に戻もどる。

　炭はもう燃え始めていて、次第にバチバチと音が鳴るようになった。

　これくらい炎ほのおが静まってきたら、そろそろバーベキューの始め時だったかな？

「お父さん。お肉と野菜の下した拵ごしらえ終わりました」

　ちょうどよいタイミングで、キララがやってくる。

「ありがとう。串くしにはまだ刺さしてないよね？」

「はい。まだ切っただけです」

「じゃああとは一緒にやろっか」

「はい！」

　キララは嬉うれしそうに頷く。

　僕は一いつ旦たん炭から離はなれて、娘むすめと調理場の方へ向かった。

　と、不意にキララが僕の顔を下から覗のぞき込んでくる。

「ところでお父さん、さっき二ノ木さんと何かイチャイチャしてませんでした？」

「シテナイヨ」







　バーベキューが始まってしばらくして。

「アハハハー、お肉美味おいしいー！　お酒も美味しいー！」

　だいぶ酔よいが回ってきたのか、二ノ木さんはすっかり上じよう機き嫌げんになっていた。

　陽ノ目荘でもいつもそうだと言えばそうだけど、今日は特にテンションが高い気がする。

　そういえば昨日脱だつ稿こうしたばかりと言っていたっけ。

　このバーベキューに来るために頑がん張ばってくれたらしいので、僕も今日は彼女へのサービスのつもりで、お酒とか多めに買っておいた。

　とはいえ、もうちょっとお酒の度数とかは抑おさえるべきだったかもしれない。

「……」

　一方、狩野さんは黙もく々もくとシイタケやカボチャを食べていた。

　なんだか静かすぎて逆に心配になる。

「狩野さん、お肉取りましょうか？」

「……」

　僕が声をかけると、狩野さんはゆっくりとこちらを振り向いた。

「……管理人さん」

「はい？」

「管理人さんは…………」

「？」

　何だろうと思っていると、不意に狩野さんはクワッと目を見開いて。

「管理人さんはゴクドウちゃんシリーズの何期目がスキですか!?」

「あ……え？」

　急に話を振られ、僕は咄とつ嗟さに返事できなくなる。

　しかしそれに構わず、狩野さんはグイグイと身を乗り出してきて。

「私はやっぱり初期三部作の忍にん道どうシリーズが好きなんですけど興行的には五期の魔ま道どうシリーズが一番なんですよねでも私は新しん機き軸じくに舵かじを切った四期の剣けん道どうシリーズもよかったと思うんですよ鉄板だった忍道を捨てたことで新たな可能性が開けたというかあれがなかったら十年続くコンテンツに成長することはなかったと思うんですが管理人さん的にはギョーカイ的にどう解かい釈しやくを～～～」

　狩野さんの凄い熱量に圧あつ倒とうされる。

　よく見たら、彼女の手元には酎ちゆうハイの缶かんが握にぎられていた。

　そういえば前にお酒に弱いと聞いたことがあったような気が。

「あーコノハっち～ってばシリンとばっかりズルいんだ～」

　と、そこへお酒片手に二ノ木さんも近づいてくる。

「コノハっち、あたしとも吞もうよ～？」

「管理人さんってば聞いてまふかぁ？」

　二ノ木さんと狩野さんに前後から挟はさまれる。

　というか、近い近い。

　二ノ木さんはともかく、狩野さんもお酒の所せ為いか距きよ離り感かんが密着状態だ。

　自分より年下の女性に酔った勢いで挟まれる。

　これは教育によろしくない。

　具体的には、娘の教育によろしくない。

「もーーーー！　おふたりともダメですダメですダメでーす！」

　それは半ば予想通り、真っ赤に怒おこったキララが僕らのところに飛び込んできて、無理やり二ノ木さんと狩野さんを引き剝はがした。

「私のお父さんにそんなくっつかないでください！　半径一メートル以内に入る時は娘である私の許可が必要なんです！」

　僕の腕うでを取り、キララはふたりを威い嚇かくする。

「ここは危険ですお父さん、ちょっと向こうに行きましょう！」

「えっ、ちょ、キララ」

　キララに腕を引っ張られ、僕は一旦その場から離される。

　いつもながら強引だが、今はちょっと助かった。

　少し走ってキララが僕を連れてきたのは、すぐ傍そばの川だった。

「よい、しょ」

　キララはおもむろに靴くつと靴下を脱ぬぎ始める。

「さあ、お父さんも脱いでください」

「えっと」

「川の中まであの人たちも追ってこないでしょう」

　追ってこないも何も、二ノ木さんも狩野さんも追ってきてはいないのだが……。

　まあ、いっか。

　僕もキララと一いつ緒しよに裸足はだしになる。

　それから娘と手を繫つないで、ゆっくり川の中に入っていった。

「ヒャッ、春とはいえ冷たいですね」

　キララはそう言って笑う。

　ここの川は深くてもふくらはぎまでしか浸つからないので、子供が遊ぶのにちょうどいい場所だ。

　もっとも川底の苔こけはよく滑すべるので、キララの手は離さないようにしないと。

「キララ、いちおう足あし許もとには気をつけて……」

「キャッ！」

　僕が注意している最中に、後ろから悲鳴が上がる。

　驚おどろいて振り返ると、そこには。

「もぉー、何これ最悪！」

　と、セイラが川で尻しり餅もちをついてびしょびしょになって悪態をついていた。

「セイラも来たのかい？」

　僕はちょっと驚きつつ、セイラが立ち上がるのに手を貸す。

　セイラはちょっと恥はずかしそうに僕の手を摑つかみながら、

「だって……なんか今日パパがほかの人のことばっかり構うンだもん」

「え？」

「な、何でもない！　ちょっと涼すずみたかった気分なの！」

「でもさっき濡ぬれるのは嫌いやって……」

「そ、それは気が変わったの！」

　セイラはそれ以上の反論を封ふうじるように叫さけぶ。

「いいじゃないですかお父さん。セイラも一緒に遊びましょう」

　キララはそう言うと手を離して、川の水を僕らに向かってバシャンッとかける。

「わっ！　ちょっとお姉ちゃん！　また濡れるじゃん！」

「それだけ濡れたらもう一緒でしょう？」

「このっ、お返し！」

「きゃっ！」

　セイラに水をかけられ、キララはなんだか楽しそうに悲鳴を上げる。
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「えいっ！」

「うりゃっ！」

　最初は乗り気じゃなかったセイラも段々楽しくなってきたのか、服が濡れるのも構わず水をかけっこし始めた。

「おっ、楽しそうなことしてるじゃーん」

「管理人さん、話はまだ終わってましぇんよ」

「あらあら」

　親子で水遊びしていると、途中から陽ノ目荘の皆みなさんも交ざりだした。

　これはこれで住人との交流は深められたから結果オーライかな？

　帰ったら洗せん濯たく機きがフル稼か働どうしそうだけど。

　あと地味に明日あした筋肉痛になりそう。

　まあ、明日のことは明日でいっか。

「あ、今日ブラつけ忘れた」

「!?」

　二ノ木さんのその発言で再び娘たちが凍こおりつく。

　その後に起きたすったもんだについては置いといて、こうして第一回陽ノ目荘バーベキュー大会は幕を閉じたのだった。








狩かり野や紫し凜りんの華か麗れいなる日常









　今日は日曜日。

　私の中で休日といえば、部屋で一日中ゲームしながらダラダラ過ごす日だ。

　人と会う必要のない休日はとても気楽だ。

　いつもなら。

　今日はいつもと違ちがった。

　なんとこの私が休日に外出している。

　向かう先は映画館。

　観みる映画は『ゴクドウちゃん』シリーズの最新作。

　それだけならまあ、年に数回くらいはあるイベントだ。

　けれど、今日がいつもと違うポイントはもうひとつある。

　それは。




「狩野さん、コーラとポップコーン買ってきましたよ」

「はっ、ひゃはい！」




　そう、それは。

　今日は陽ひノの目め荘そうの管理人──夏なつ目め此この葉はさんとデートなのです！




　数日前。




　その日の夜、私が部屋でダラダラとゲームしていたら誰だれかが扉とびらをノックした。

「狩野さーん。いらっしゃいますかー？」

「……管理人さん？」

　聞き覚えのある声に、私は思わず緊きん張ちようする。

　私、何かしたっけ？

　家賃はちゃんと払はらったよね？

　洗せん剤ざいを使いすぎたりもしてないし。

　お風ふ呂ろ場ばも汚よごしていないはず。

　もしかしてまた宅配便に気づかなかった？

　それで管理人さんが荷物を預かってくれたのかも。

　管理人さんが不意に訪ねてくる理由に思い当たった私は、幾いく分ぶんか安あん堵どしながらゲームの電源を切って立ち上がった。

「はい、何でしょうか？」

　私は扉を開けながら管理人さんに応対する。

　応対しつつ、視線は下。

　管理人さんが何か持ってないかチェックする。

　……持っていない。

　あれ？

　予想をはずし、私はようやく管理人さんの顔を見る。

　宅配便でなければ何の用だろう？

　またちょっと怖こわくなる。

「えっと……私、何かしました？」

「え？　あ、いえ、そういうわけではなく」

　管理人さんがすぐ否定してくれたので、私はホッとする。

　同時に、さらに疑問に思う。

　そうすると本当に管理人さんの用事は何だろう？

　もう夕飯も終わったし。

　管理人さんも一日の仕事は大体終わっているはず。

　それなのに、なぜこんな根暗なオタク女子大生の部屋に？

　もっと有意義なことに時間を使っては？

　私はそんなことを考えながら、管理人さんの言葉の続きを待った。

　と、管理人さんはエプロンのポケットから二枚の紙切れを取り出す。

　どうやら映画のチケットのようだった。

　しかもそれは。

「ゴ、『ゴクドウちゃん』の新作映画のチケット……!?」

　なぜそんな物を管理人さんが？

「偶ぐう然ぜん手に入れたのですが、そういえば狩野さんが『ゴクドウちゃん』お好きなのを思い出しまして」

「……！」

「ペアチケットですので、もしよければどなたかご友人を誘さそって行ってください」

　友達いないです。

　とは言えない。

　でもチケットは欲しい。

「あ……ぅ……っ！」

　ひとりで行くのにペアチケットくださいって言えない。

　それもこれも私がクソぼっちだから！

　誰か一いつ瞬しゆんでいいから友達になってくれないかな。

　友達料払うから！

「えっと……」

「……？」

　なかなか返事をしない私に、管理人さんが首を傾かしげ始める。

　は、早く答えないと……！

「あー、えっと……！」

　チケット欲しい。

　友達いない。

　チケット。

　友達。

「あっ、そうだ！」

　テンパった私だったが、ふと名案が浮うかび、管理人さんの手を取った。

「管理人さん、一いつ緒しよに行きましょう！」

「……え？」

　突とつ然ぜんの私からの誘いに、管理人さんは目を白黒させた。

「ほ、ほらふたりならペアチケットも無む駄だになりませんし!?」

「あ……はい」

「それじゃあ次の日曜日に」

「分かりました」




　回想終しゆう了りよう。




　ああああああああああああああ。

　ああああああああああああああ。

　勢いとはいえ私はなんてことを！

　ふたりならペアチケットも無駄になりませんよね？

　じゃっ、ねーーーー！

　こんなん完全にデートじゃん！

　しかも管理人さん子持ちだし！

　ヤバい。

　絶対常識のない女だと思われてる。

　冷ひや汗あせが凄すごい。

「……っ」

　館内のヒンヤリとした空気もあって少し寒い。

　私が自分の二にの腕うでを擦こすっていると。

「狩野さん、これどうぞ」

「え？」

　管理人さんが差し出してきたのは、映画館で貸し出されている毛布だった。

「女性が体を冷やしたらいけませんから」

「……！」

　どうやらわざわざ借りてきてくれたらしい。

「あ、ありがとうございます」

　私は毛布を受け取り、膝ひざの上にかける。

　どうしよう。

　男の人にやさしくされるのに慣れてない。

　単純に緊張する。

「もうすぐ始まるみたいですね」

「は、はい！」

　スクリーンには映画が始まる前の予告編とかが流れている。

　その内容すらもなかなか頭に入ってこない。

　隣となりの管理人さんが気になって。

　ていうか、これってデートっていう認識でいいの？

　いや、私が非常識なのには変わらないんだけど。

　実際どうなの？

　管理人さんは凄く紳しん士し的てきだ。

　でも、やっぱり男の人なわけで。

　どうして今日一緒に来てくれたんだろう？

　管理人さんも『ゴクドウちゃん』は好きって言ってたけど。

　本当にそれだけ？

　いやいや、誘ったの私だし。

　自意識過か剰じようだとは思うんだけど。

　デートと思ってるのが私だけじゃなくて。

　もし……管理人さんもそうだったら？

　映画のあとどうするの？

　終わるのは午後四時くらい。

　夕飯にはちょっと早い。

　そもそも管理人さんは仕事があるから、夕飯までには陽ノ目荘に帰らなくちゃだし。

　けど逆に言えば、夕飯までは時間の余よ裕ゆうがあるってことで……。

　その時間で、何かしようと思えば何かできるということで……。

　あ、ダメだ。

　頭が変な方向に回り始めた。

　それはもう坂を転がり落ちるように。

　男坂ならぬ煩ぼん悩のう坂ざか。

　もう落ちるだけだから凄い速い。

　凄い速さで脳内エロ同人のページが捲めくられていく。

　その速さときたら、もう四冊目に突入してる。

　すでに三通りのパターンでシミュレートが終わってる。

　四冊目は二ページでもう脱ぬいだ。

　さすが同人誌。

　展開が速い。

　というか頭の中の管理人さんがジゴロすぎてヤバい。

　私って男の人にどうにかされたい願望があったの？

　いや、単に自分からする方法が分からないだけか。

　ん？

　待って。

　違ちがう。

　これは妄もう想そうが捗はかどりすぎただけで。

　別にそういう願望はないから！

　ホント、ホントだから！

　誰だれに言い訳してるんだ私……。

「狩野さん？」

「ひゃいっ!?」

　突然声をかけられて私は変な悲鳴を上げてしまった。

　声をかけた方の管理人さんも驚おどろいた顔をしている。

「あの、映画終わりましたよ」

「……え!?」

　いつの間に!?

　もう一時間経たったの!?

　言われて気づいたが、すでに館内は明るい。

　スクリーンもすでに真っ暗で、帰ろうとする客が出口に集まっていた。

　どこからどう見ても完全に映画は終わっている。

　つまり一時間も妄想してたの私!?

　全然内容を覚えてない。

「……狩野さん？」

「あっ!?　えっと!?　い、行きましょうか！」

　私は訝いぶかしげな管理人さんに慌あわてて返事をして席から立ち上がった。

　ゲートのところで借りた毛布を返し、管理人さんと並んで映画館を出る。

「えっと……このあとどうしますか？」

「喫きつ茶さ店てんでも入りますか？」

「あ、はい」

　管理人さんの言葉に頷うなずき、ふたりで喫茶店に入る。

　適当に甘い物を注文したところで、私は冷静に水を飲みながら思った。

　これ二冊目のエロ同人（脳内）で見た奴やつだ。

　とりあえずこの後ホテルに誘われる。

　いや妄想だけど。

　あるいは妄想で済まない可能性が微びレ存ぞん？

「ところで狩野さん」

「ぶふぉっ!?」

　管理人さんに名前を呼ばれて飲んでる途と中ちゆうの水を噴ふいてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「だだ大丈夫です！」

　私は口くち許もとを押さえながら紙ナプキンでテーブルを拭ふく。

　何やってんの私は？

　変な妄想で自じ爆ばくして迷めい惑わくかけて。

　やめやめ、バカな考えはこれでおしまい。

　管理人さんに限ってそんなことあるわけないんだから。

「そ、それで管理人さん、どうかしましたか？」

　私は先さき程ほど話しかけられたことを持ち出しながら会話を続ける。

「えぇっと、まぁありきたりですが映画の感想の話でもと思いまして」

「ああ、映画ですか、映画……」

　ヤベェ。

　全然観てなかったから覚えてない。

「感想、感想ですよね」

「……」

「……」

　マズい。

　会話が続かない。

　どうしたらいいの？

「お待たせしました」

　天の助け！

　ありがとうケーキを持ってきてくれた店員さん！

「ごゆっくりどうぞ」

「あ、管理人さん食べましょう」

「はい」

　とりあえずケーキで誤ご魔ま化かす。

　その間にこのあとどうするか考えなくちゃ……。

「～～～」

　なんか目の端はしに映ってた映像の断だん片ぺんを思い出して、それっぽいことを言わなければ……。

　チケットを譲ゆずってくれた上に、今日つき合わせてしまった管理人さんに呆あきれられないようにしないと。

　しかし、そんな都合よく観てもいない映画を思い出せるものでもなく。

　本当にどうしよう……。

　もうすぐケーキも食べ終わってしまう。

　管理人さんはとっくに食べ終わってるし。

　ヤバい。ヤバい。ヤバい。

　またテンパってきた。

　いよいよケーキも食べ終わる。

「狩野さん」

「！」

　早さつ速そく管理人さんが声をかけてきた。

　待って待って早いそんな早い。

　まだ何にも頭の中で纏まとまってないから！

「狩野さん、よければすぐ出ましょうか」

「え、あ、はい？」

　管理人さんが携けい帯たい電話を見ながらそう言うので、私は反射的に頷いた。

　すぐにお会計を済ませ、ふたりで喫茶店を出る。

　このまま帰るのだろうか？

　だとしたら助かるけど……。

「あ、時間が……」

「？」

「狩野さん、スミマセン」

　管理人さんにいきなり手を引かれる。

「え？」

「ちょっと急ぎましょう」

「え？　え？」

　何？

　急に管理人さんどうしたの？

　とりあえず私に分かるのは、バス停とは逆方向に進んでいることだけ。

　あれ？

　これエロ同人（脳内）の四冊目で見た気がする。

　もしかしてこのまま強引に!?

　え？

　ウソ？

　突とつ然ぜんすぎて頭がついていかないんですけど!?

　あわわわわ。

　頭の中はもうパニック状態。

　走ってるのに若じやつ干かん目がぐるぐる回ってる。

　自分がどこ走ってるんだか歩いてるんだか、何の建物に入ったのかも分からなくなってる。

　ていうか、建物入っちゃった。

　もうエレベーターに乗ってるし。

「……」

「……」

　エレベーターの中には私と管理人さんしかいない。

　妙みように静かで、少し走った私たちの息いき遣づかいばかり聞こえる。

　あと心臓の音も。

　凄すごいドクンドクン鳴ってる。

　走った所せ為い？

　それとも緊きん張ちようの所為？

　いや、そうじゃなくて。

　もしこのエレベーターが妄想通りホテルのエレベーターだったら？

　私このあとどうするつもりなの？

　逃にげる？

　拒こばむ？

　流される？

　分かんない。

　頭がぐるぐる働かない。

　その時、ポーン、とエレベーターが目的の階に着いた。

　自動扉とびらが開く。

「さあ、狩野さん」

「……！」

　私は管理人さんに手を引かれてエレベーターを一歩出て。

「あ、あの私やっぱり……！」

　と、言いかけて。

「……あれ？」

　ここが元の映画館だと気づいた。

「どうしました？」

「あ、いえ、え？」

「っと、急がないと」

　管理人さんはまた私の手を引き、映画館の受付まで小走りに向かう。

「スミマセン。次の『ゴクドウちゃん』の映画って、まだ席あいてますか？」

「少々お待ちください」

　管理人さんに訊きかれて、受付のスタッフさんが空席を確認し始める。

　その間に管理人さんは財さい布ふを取り出す。

　財布の中からは、例のペアチケットがもう一組出てきた。

「管理人さん、それは？」

「ああ、実は何枚か貰もらってまして」

　私の質問に、管理人さんが笑って小さく頷く。

「次の席があいてれば、夕飯までにはどうにか間に合います」

　映画は一時間で、次の上映は四時半から。

　確かにそれなら間に合う。

　喫きつ茶さ店てんから管理人さんが急いでいたのはこのためらしい。

「二連続で観みるのは疲つかれるかもしれませんが……その」

「？」

　管理人さんは何か言いづらそうに頰ほおを搔かいている。

「さっき映画を観ていた時の狩野さんは……えっと、何か考え事されていて、あまり映画に集中できていらっしゃらなかったので……」

「……え？」

　確かにさっきの映画中、私は妄もう想そうに忙いそがしくて全然集中できてなかった。

　でも、それは頭の中の話だ。

　多少表情に出ていたとしても、薄うす暗ぐらい映画館では分からないはず。

　……

　……

　えっと、つまり……。

　管理人さんがエスパーでもない限り……多少どころではないレベルで、私はあのエロ同人みたいな妄想をダダ漏もらしていたということ!?

　変な奇き声せいを上げてたとか。

　いきなり悶もん絶ぜつし始めたとか。

　あるいは妄想をそのまま口から垂れ流していたとか。

　そんな感じでやらかしてしまった……!?

「えっ!?　あの!?　その!?」

　私は狼ろう狽ばいして意味もなく手をわたわたと振ふってしまう。

「お客様」

　その時、スタッフさんが私たちに声をかけてくる。

「空席ですが、ちょうど二席並んであいている箇か所しよがひとつございます」

「ありがとうございます」

　管理人さんはスタッフさんにお礼を言い、また私に向き直る。

「まあその、さっきはちゃんと映画観られなかったと思いますし、もしよければもう一度一いつ緒しよに観ませんか？」

「……！」

「もし疲れているようでしたら、チケットはまた差し上げますので後日来られても」

「あ、その……」

　私は返答に困る。

「管理人さんこそ疲れてませんか？　それに私の所為で二度もつき合わせるのも……」

　元はと言えば悪いのは全部私だ。

　これ以上迷めい惑わくをかけるのはさすがに躊躇ためらわれる。

　しかし、管理人さんは遠えん慮りよする私に向かってやさしく微笑ほほえんだ。

「いい映画は何回観てもいいものですよ」

「……！」

「それにせっかくなら、帰ったあとにでも狩野さんと『ゴクドウちゃん』のこと話したいですし」

「…………！」

　その管理人さんの微笑みに。

　一いつ瞬しゆん、さっきとは違ちがう意味でドキリとした。

「あ……じゃ、じゃあ、その……お願いします」

「はい」

　管理人さんは頷うなずいて、スタッフさんに空席の番号を尋たずねる。

　その横顔を、私はボーッと眺ながめていた。

　…………ヤバい。

　せっかくもう一度『ゴクドウちゃん』を観られるのに。

　今度はさっきと違う理由で集中できそうになかった。








取材









　桜おう舞ぶ中学校。

　僕の娘むすめたちが通う中学校だ。

　今日、僕は二にノの木ぎさんと一緒にここに来ていた。

「いやー悪いわね管理人さん。今日ついてきてもらっちゃって」

「いえいえ」

　僕らが平日にわざわざ桜舞中学校に来たのは取材のためだ。

　正確には二ノ木さんの取材。

　僕はある意味付つき添そいだ。

　なぜそんなことになったかと言うと……




『管理人さーん。ちょっちお願いがあるんだけどー？』

『はい、何ですか？』

『実は次のネタの舞台が学校なんだけど、私も卒業してから結構経たつしさー、今時の学校がどんな感じなのか知りたいのよ』

『情報のアップデートは大事ですね』

『それでなんだけど、キララちゃんたちの通ってる中学校に取材に行きたいんだよねー』

『それはつまり僕を通して取材を申し込んで欲しいと？』

『そうそう。私の出身校は取材に行くには遠いのよ』

『なるほど』

『ね、お願い』

『分かりました。ちょっと取材させてもらえるか訊いてみますよ』




　……というようなやり取りが数日前にあった。

　断わられる可能性も高かったが、「明らかに舞台が桜舞中学と分かる特とく徴ちようを入れないこと」を条件に、無事取材の許可はいただけた。

「しっかし、私ひとりだったら絶対断わられてたでしょーね。やっぱり管理人さんに頼たのんで正解だったわ！」

「いえ、このくらい構いませんよ」

「じゃ、早さつ速そく行きましょうか」

　まずはふたりで挨あい拶さつをしに職員室へ向かう。

　応対してくれた教頭に感謝を述べたあと、学校見学の許可証代わりの腕わん章しようをもらう。

　この腕章をつけていれば、立ち入り禁止の場所以外なら自由に見学していいそうだ。

　僕らは教頭にお礼を言ってから職員室を出て、いよいよ学校内の取材に入る。

「まずはどこに行きますか？」

「とりあえず教室をひと通り見たいかなー」

「ならこっちですかね」

　僕は前に授業参観があったキララたちの教室に二ノ木さんを案内する。

　ちなみにすでに放課後で、教室に生徒はいない。

　校庭からは部活動の声や、音楽室からは吹すい奏そう楽部らしき楽器の音が聞こえてくるが、普ふ段だん生徒が通っている教室は空っぽで少々静かだ。

「教室の感じは変わらないわねー」

「そうですね」

　本当はよく探せば差異もあるかもしれない。

　ただ、なにしろ僕が学生だったのは10年以上前だ。

　さすがに記き憶おくも朧おぼろ気げで、どこが違うか思い出せない。

「ん～」

　ノスタルジックな気分に浸ひたっている僕をよそに、二ノ木さんはといえば教室を見回りながらしきりにメモを取っていた。

　きっと漫まん画がのためのメモなのだろう。

「そういえばキララちゃんたちの机ってどこ？」

「確か窓まど際ぎわの……」

　僕は授業参観の時に娘たちの座っていた席を指差す。

「中身見てもいい？」

「それはちょっと」

　僕は頭を搔いてやんわりと断わる。

　さすがにそれはダメだ。

「んーまぁそうよねー」

　二ノ木さんはあっさり頷く。

「まぁ持ち物については帰ってから取材すればいっか」

「……」

　これは夕飯時に質問タイムが待ってそうだ。

「あ、でもアレはさすがに本人に訊きくのマズいかしら？」

「何です？」

「コンドー」

「ここ学校です。未成年の学まなび舎やです。あとウチの娘はそんな物持ってません」

　思わず三段ツッコミを入れてしまった。

「何で持ってないって知ってるの？」

「男親の願望です」

「女の子の成長って早いよ？」

「悶もだえ苦しんだ末に舌嚙かんで死にそうになるのでこの話やめません？」

「あっはっは、今管理人さんに死なれると困るからやめるわ」

　全国の父親が血けつ涙るい流して悶もん死しするような質問を平気でブッ込んでくる人だ。

　職しよく業ぎよう柄がら気になるのは分からなくもないけど……。

「とりあえず、次行きましょう」

「はーい」

　二ノ木さんは笑って僕のあとをついてくる。

　その後も美術室や音楽室、図書室などを見て回った。

「結構どこも細かく見ますね」

「学校なんてどこも性域のオンパレードだからね」

「教師に聞かれたら怒おこられますよ」

「じゃあ逆に訊くけど、学校の中でエロマンガに使われない場所シチユエーシヨンってある？」

「…………………………焼しよう却きやく炉ろ、とか」

「それ学校の施し設せつに数えるのズルくない？」

「はい」

　そんな雑談を挟はさみつつも、取材は順調に進んだ。

「それじゃ、次は体育館ね」

「たぶん部活中だと思いますけど」

「大だい丈じよう夫ぶ。用があるのは体育用具室だから」

「そうなんですか？」

「次の漫画はそこでエッチする予定だから」

「……それじゃあ行きましょう」




　というわけで、僕らは体育館にやってきたわけなんだけど……。




「あれ、パパ!?」

「あ、セイラ」

　偶ぐう然ぜんそこでセイラと出くわした。

　そういえば最近、友達に誘さそわれてバスケ部の練習に交じってると言っていたような気がする。

　セイラは昔から運動が得意で、体を動かすのも好きな子だった。

　今はちょうどミニゲームの最中だったようだが、僕らに気づいたセイラが止まってしまったので一時中断という感じになっている。

「えー何？　セイラのお父さん？」

「若ーい」

「似てなーい」

「どしたのー？」

　興味を引かれた女子バスケ部の少女たちがわらわらと集まってくる。

　セイラが僕をパパと呼んだためか、彼女らもあまり警けい戒かい心しんがない。

「っていうかパパ、学校で何してるの？」

　セイラはそう尋たずねつつ、視線は僕ではなく二ノ木さんに注がれていた。

　何で僕と彼女が一いつ緒しよなのか気になるようだ。

「ねぇねぇセイラ、こっちがお父さんってことは、そっちがお母さん？」

「全然違ちがう！」

　友達からの質問を大声で否定するセイラ。

　一方、子持ちのお母さん扱あつかいされた二ノ木さんは特に気にしていないようだ。

　それどころか集まってきた少女たちを見ながら、満足げに頷うなずいている。

「うんうん、いいわねー。実に青春のスメルを感じるわ。現役女子中学生の体操服最高ー」

「……？　……！」

　セイラは一いつ瞬しゆん二ノ木さんの発言に首を傾かしげかけたが、途と中ちゆうでその意味に気づいたらしく慌あわてて隠かくすように自分の体を抱だいた。

「人の汗あせの匂においなんか嗅かぐな変態女ー！」

「そうですよ二ノ木さん、もう少し自重してください」

「パパもそれ以上近寄らないで！」

「え、えぇー……」

　なぜか僕まで怒られた。

　セイラはよほど汗の匂いを嗅がれるのが嫌いやなのか、ズザザザーッと後あと退ずさりする。

　確かにセイラもみんなも汗で体操服が少し透すけてるくらいだ。

　直前までミニゲームをしていたのだから、そんなの当たり前だし、そこまで恥はずかしがらなくてもいい気がするけど……。

　ただそれは男の僕だけの意見のようで、セイラ以外のみんなもさりげなく僕らから距きよ離りをとっていた。

　うーん、あんまりここにいても邪じや魔まになるかな？

「二ノ木さん、行きましょう」

「あーん、もうちょっと堪たん能のうしたいのにー」

「通報されますよ」

　嫌がる彼女を無理やり引っ張って、僕は体育館の隅すみの扉とびらの体育用具室まで移動する。

「さあ、早く用を済ませましょう。部活の邪魔になってもあれですし」

「はーい」

　僕と二ノ木さんは重たい鉄製の扉を開け、体育用具室に入っていく。

　用具室の中は薄うす暗ぐらくて、空気が少しヒヤッとしていた。

　置いてある物はマットに跳とび箱ばこ、モップに縄なわ跳とびにカラーコーン、あとバレーのネットを張るための支柱などなど。

「バスケとかバレーのボールだけ見当たらないわね」

「ボールは部室にしまってあるんじゃないですか？」

「あーなるほど」

　二ノ木さんは納得したようにまたメモを取る。

　さて、これでひと通り終わっただろうか？

「もういいですか？」

「まーだ」

　しかし、確認を取る僕に二ノ木さんは首を横に振ふった。

「まだ何かありますか？」

「漫画を描かく時の人物視点も確認したいのよ」

「なるほど」

「と、いうわけで管理人さん、ちょっち手伝って」

「？」

　僕は二ノ木さんに手招きされ、彼女の近くに行く。

「ここ仰あお向むけに寝ねてくれる？」

「？」

　言われるがまま、僕はマットに仰向けに寝た。

　すると。

「よいしょ」

「に、二ノ木さん!?」

　急に彼女が僕のお腹なかの上にのしかかる。

「何やってるんですか!?」

「んー、このポジションの時の男視点を描いときたくて」

「あー……」

　つまり僕が女役ということか。

　少し恥ずかしいが、二ノ木さんは黙もく々もくとメモを取っている。

　いや、あの感じは軽くスケッチしているのかもしれない。

　その真しん剣けんな様子を邪魔するのは躊躇ためらわれた。

　まあ、変なことをされているわけでもなし、僕が少し我が慢まんすればいいか……と。

「んー」

「……！」

　二ノ木さんの体が徐じよ々じよに前まえ屈かがみになり始める。

　たぶん描く時の視点位置を変えているだけなのだろう。

　けどその……谷間が。

　彼女が前屈みになるほどアングルがヤバくなる。

　いや、彼女はふざけているわけではないし、ここは僕が我慢するべきだ。

「……ん、よし」

「終わりましたか？」

「うん」

　ふぅ、何とか耐たえきったぞ。

「じゃあ次、管理人さん場所交こう替たいして」

「……え？」

「ほら、女視点も描いておきたいし」

「えぇ!?」

「ね、お願い」

「……分かりました」

　こうなったら毒を食らわば皿までだ。

　僕は二ノ木さんと場所を交替する。

　今度は彼女がマットに寝転がり、僕は……その……。

「えっと、さすがに女の人のお腹に座るのはちょっと……」

「じゃあ太ももの上とか」

「はい」

　僕は二ノ木さんの太ももに座る。

　するとほどよい弾だん力りよくに押し返されて、僕は慌てて腰こしを少し浮うかせた。

「んーそこそこ。そのポジションのアングルがちょうどいいわ」

　二ノ木さんはそう言ってまたスケッチを始める。

「んん？」

「どうしました？」

「いや、自分の胸が邪魔で見えづらいなと」

　二ノ木さんは視界を確保しようと顔を左右に揺ゆらす。

　その度に彼女が邪魔と言った胸が揺れて……僕はまた理性を総動員する羽目になる。

「管理人さんちょっとあたしの脚あしとか持って広げてくれない？」

「えぇ!?」

「ほら、一回太ももから降りて」

「あの、さすがにそれは」

「早くー」

　二ノ木さんの声に急せかされ、僕は渋しぶ々しぶと彼女の太ももから降りる。

　すると二ノ木さんは自分で軽く両脚を上げて、

「はい、脚持って」

　と、僕にそう要求した。

　今日の彼女はパンツスタイルなので下着こそ見えないが、とんでもなく犯はん罪ざい臭しゆうのする構図だ。

　逆に今日がスカートなら断わる口実もできたのだけど。

　……仕方ない。

　これが彼女の仕事なのだし、僕も協力すると言ったのだから。

「じゃあ、失礼しますね」

「んー」

　僕は二ノ木さんの足首を持って、彼女の両脚を広げる。

「管理人さんもっとこっち寄って」

「はい……」

　言われた通り僕は二ノ木さんとの距離を詰つめる。

　二ノ木さんの足首を持ったままなので、必然的に彼女の脚が大きく広がって、ますますヤバい構図に。

「管理人さんは足首派なんだねー」

「はい？」

「いや、正常位の時に女の子の太ももを持つか足首を持つかって話」

「あ、はい」

「まあ腰持つ派とか胸揉もむ派とかもいるけど、足首派はあれね、足首持ったまま女の子に覆おおい被かぶさって、逃にげられない女の子にそのまま種付けプレスを」

「ストップです二ノ木さん！」

　今はエロマンガ的な解説は聞きたくない。

　ちょっとでもそういうのを想像すると平常心がグラつきそうだ。

　とにかく早く終わってくれ。

　僕は二ノ木さんが早めに満足してくれるのを願った。

　と、その時──カタンッ、と後ろで物音がした。

「！」

　驚おどろいて振り返る。

「パパたち何してるの……？」

「セ、セイラ!?」

　そこにいたのは娘むすめのセイラだった。

　それとそのお友達。

　どうやら僕らのことが気になって、こっそり覗のぞきに来たらしい。

　今バレたけど……お互たがいに。

「パ、パ……」

　セイラの目元にうるうると涙なみだが溜たまったかと思うと、彼女は体育用具室からいきなり踵きびすを返した。

「パパの不潔野や郎ろうー！」

「いや、ちょっ、待ったセイラ！　違ちがう！　誤解、誤解だから！」

「キャアアアア！」

　逃げ出すセイラ。

　叫さけぶ僕。

　黄色い悲鳴を上げる女子中学生たち。

　体育用具室どころか、体育館はあっという間に大おお騒さわぎとなった。

「管理人さーん、まだほかの体位も試したいんだけどー？」

「二ノ木さんも誤解を解くのを手伝ってください！」

　暢のん気きな二ノ木さんを尻しり目めに、僕は逃げ回る彼女らの誤解を解くのに体育館の中を奔ほん走そうした。




　その後、教頭先生にメチャクチャ𠮟しかられた。
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助すけっ人と









　それは今週の月曜日の出来事だった。




「セイラさん！」

　お昼休み、その子は突とつ然ぜん私の許もとにやってきた。

　その子の名前はユイ。

「な、何？」

　ユイはいわゆるスポ根少女。

　所属はバスケ部。

　お洒落しやれよりもボールを追いかけるのが大好き。

　趣しゆ味みも違えば友達のグループも違う。

　はっきり言って私とは何の接点もない。

　それがなぜ、いきなり声をかけてきたのだろう？

「その、何か用？」

　しかも若じやつ干かん鼻息荒あらいので、私は話を聞く前から少したじろいでいた。

　と、彼女は話しかけてきた時と同じ勢いで、パンッ、と両手を顔の前で合わせて。




「お願い！　日曜日の練習試合に助っ人で参加して！」




「……は、はぁ？」

　そのあまりに急すぎるお願いに、私はただポカンと返事するしかなかった。

「ごめん。意味がよく分かんない」

「じゃあ説明する！」

　ユイは再び勢い込んで話し始めた。

　彼女の話を要約すると、今週末に他校のバスケ部とやる練習試合に、私に助っ人として参加して欲しいらしい。

「出る予定だった子がひとりケガしちゃって！　ウチのバスケ部一年は人数ギリだし、先せん輩ぱいはその日別の学校と練習試合だから、どうしてもあとひとりやれる人が必要なの！」

　どうもその練習試合は一年生同士の対たい抗こう試合らしい。

　それではいくら欠員が出たからといって、同じ部の上級生に代わりに出て欲しいなんて頼たのめないわけだ。

　まあその辺りの事情は分かったけど。

「でも何で私なの？」

「だってセイラさん、この前の体育のバスケでスゴい動きよかったじゃん！」

「……！」

　なんかストレートに褒ほめられた。

　おだててるのかとも思ったけど、ユイの目からはそんな気は感じられない。

　本気で言ってるみたい。

　現役バスケ部の子にそう言われると、さすがにテレる。

「け、けど私みたいな部外者が入ったら迷めい惑わくじゃない？」

「そんなことないって！　みんな試合がしたいんだよ！　ね？　お願い！」

「うーん、でもなー……」

　私はちょっと悩なやむ。

　褒められて悪い気はしない。

　体を動かすのもわりと好きだ。

　けど私はあんまり部活に興味がない。

　放課後に残るのもメンドいし。

　せめて何かもうひと押しないと、いまいち頷うなずく気には……。

「出てくれたら練習終わりにサーティワンのアイス奢おごるから！」

「乗った！」

　交こう渉しよう成立。

　アイス奢りじゃ仕方ないよね。

　というわけで、私はバスケ部の助っ人を引き受けたのだった。







　早さつ速そくその日から、私はバスケ部の練習に参加することになった。

　やる前にユイからバスケの基本的なルールを教えてもらう。

　とはいえ、体育でもバスケはやったことあるので、確認程度だ。

　それから準備運動とストレッチをやって、基き礎そ練をしたあと、ハーフコートを使って軽く２ｏｎ２をやらせてもらう。

　で。

「セイラ！」

「オッケー！」

　ユイからのパスを受け、ドリブルで目の前のディフェンスを躱かわす。

「わっ！　マジ!?」

　驚く相手の脇わきを抜ぬけ、フリーの状態からシュート。

　ボールはゴールのリングを抜け、ネットを揺ゆらす。

「イエーイ１点！」

「ナイスセイラ！　ちなみにバスケは２点だよ」

「へぇーお得だね」

「いや、相手も２点ずつ入るから。スリーポイントシュートとかもあるけど」

「そうなんだ。そういえば体育の時も、やけに景気よく点数入るなーと思ってたわ」

　ユイとハイタッチしながらお互いに笑い合う。

「ちょっとーユイ。ウチらより上手うまい子を助っ人に呼んでどーすんのよ！」

　そう笑いながら言ってきたのは、さっき私がドリブルで躱した子だ。

　怒おこってるようなセリフだが、その表情から冗じよう談だんとひと目で分かる。

「えー、そこは褒めるとこじゃんミカ？」

[image: ]

　ユイにミカと呼ばれた子は、さらに笑う。

「バーカ。あんまりあたしらが不ふ甲が斐いないと、センセーにドヤされちゃうでしょ！」

「じゃあミカが抜かれなきゃいいだけじゃーん！」

「あっ、言ったなーこの！」

「わっ、ギブギブギブ！」

　ユイはミカにヘッドロックをかけられ、慌あわててタップする。

　その様子はまさにじゃれ合いって感じで、他の部員も笑いながらふたりを止めに入る。

「しっかし、ホント上手いね。夏目さんだっけ？　部活入んないの？」

　ユイを離はなしたミカが、次は私に話しかけてくる。

「あー、あんまり部活は興味なくて」

「えーもったいない。ウチ入んなよー」

　ミカもユイと同じで結構グイグイ来るタイプらしい。

「えぇーどうしよっかなー」

「ミカ。セイラが困ってるってば」

　と、そこでユイが助け船を出してくれる。

　ユイに言われ、ミカも両手を上げた。

　それでこの勧かん誘ゆうは終わり。

　あっさり諦あきらめてくれて、私としても助かる。

「けどホント運動神経いいよね。何かやってたの？」

「ううん。万年帰宅部だけど、ダイエットにジョギングと腹筋してるから、体力はそこそこあるかな」

「ウッソ、そのスタイルであとどこの脂し肪ぼう減らすの？」

「いや、私って油断するとすぐお肉ついちゃうから」

「へぇー、あたしダイエットとかしたことないや」

「まぁ、部活入ってる人はそれこそ毎日運動してるし」

「確かにねー」

　このミカって子も結構話しやすいタイプかも。

　ていうか、バスケ部の子たち全員。

　気がついたら、みんな話の輪に加わってるし。

　部活やってる子っていったら、もっと泥どろ臭くさいというか、部活中は部活の話以外するなって感じかと思ってたけど、ここはそうでもないらしい。

「あ、ていうか私お姉ちゃんいるし、紛まぎらわしいから夏目じゃなくて下の名前で呼んでいいよ」

「りょーかい。セイラ」

　みんな話しやすいおかげで、もうだいぶ打ち解けることができた。

　こんな感じに駄だ弁べれる部活なら、そんな嫌いやじゃないかもしれない。

「コラー！　一年何サボってんの！」

「わっヤバ！」

「スミマセーン！」

　って、だからって雑談ばっかりしてていいわけないか。

　先輩たちに怒られた私たちは、慌てて元の練習に戻もどった。







　そんな感じで、バスケ部の練習が終わるのは大体いつも夕方６時くらい。

　そして、練習が終わったあとは約束通り、駅ビルのパセラでサーティワンアイスを奢ってもらった。

　ちなみに奢るお金はバスケ部一年全員で割わり勘かんとのこと。

「いやー、皆みなさんゴチになります」

　私は同じテーブルに座るみんなにお礼を言い、早速アイスをひと口いただく。

「うん。美味おいし」

「けどいいの～セイラ？」

「何が？」

「さっき部活中、お肉つきやすいって言ってなかった？」

「むグ!?　きょ、今日はいっぱい動いたからいいの！」

　ユイの指し摘てきに、私はちょっとドキリとしてしまった。

　夕飯はご飯少なめにしとこ。

　それにしても本当、一日でバスケ部の子たちとは結構仲よくなれた。

　ユイ。

　ミカ。

　アッコ。

　マミマミ。

　リサ。

　名前もあだ名も覚えた。

　ちなみにリサというのが、例のケガをした子だ。

「リサ、足大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気平気。軽い捻ねん挫ざだから」

「でも松まつ葉ば杖づえしてるし」

「これ使うと足首に負担かからないから。早く治したくて病院で借りてきたの」

　そう言って、リサは包帯の巻かれた足首をぷらぷらさせる。

　特に痛がる様子もないし、本当に軽い捻挫みたいだ。

「けど何も対たい抗こう試合の前にケガしなくてもいいのにねー」

「ホントホント」

「タイミングがねー」

「セイラを助すけっ人とに呼んできた私に感謝してよね！」

「わーケガ人相手になんて態度だ！　セイラちゃん助けて！」

「おーよしよし」

　ふざけて寄りかかってくるリサの頭を私が撫なでるフリをすると、みんなの間に笑いが起こる。

　うーん、参ったなー。

　ホント思いのほかバスケ部の子たちと馬が合う。

　それに優ゆう越えつ感かんとかそういうわけじゃないんだけど、みんなに頼たよられるのはちょっと気分がいい。

　大体いつもみんなから頼られるのはお姉ちゃんだから。

「にしてもさー、みんなって仲いいよねー」

　私は和気藹あい々あいとするバスケ部の面々を見ながら呟つぶやく。

「そりゃあね！　だって私たちバスケ大好きだもん！」

　ユイが満面の笑みでテレもなく答える。

　これにはさすがのミカたちも恥はずかしかったらしく、みんなちょっと頰ほおが赤くなっていた。

「あれ？　どしたのみんな？」

「このっ……お前はホントかわいい奴やつだなぁ！」

　キョトンとしているユイに耐たえきれなくなったのか、ミカは椅い子すから立ち上がって彼女に思いっきり抱だきついた。

「わぷっ！　ミカ、ちょっ、く、苦しいから！」

「……」

　みんなバスケが大好きかー。

　こういう友達関係もちょっといいなって思う。

「なんかいいね、そういうのって」

「おっ、それじゃやっぱりセイラもバスケ部入るー？」

　私の発言にミカが素す早ばやく反応する。

「だからー、私は部活とか合わないって」

「そっかー。残念」

　そう言ってミカは軽く肩かたを竦すくめる。

　もちろん今のも冗談だ。

　入部云うん々ぬんはともかく、週末の練習試合は結構やる気になっていた。

　それくらい私はバスケ部のみんなのことが気に入り始めていた。







　練習中になぜかパパが学校に来るなんてハプニングもあったけれど、あれから毎日放課後はバスケ部の練習に参加して、気がつけば金曜日の朝になっていた。

「んー」

　二段ベッドの下で目覚めた私はうんと伸のびをする。

　最近寝ね付つきがいいからか、やたら寝起きがスッキリしている。

　これも部活効果だろうか？

　何はともあれ気持ちのいい朝だ。

「お姉ちゃん、おはよう」

「おはようセイラ」

　お姉ちゃんと朝の挨あい拶さつを交わしつつ、朝の準備をする。

「パパは？」

「キッチンで朝ご飯作ってるわよ」

「ふーん……」

　私は頷うなずきつつ、ちょっと早めに着き替がえて部屋を出る。

　足の向かう先は陽ノ目荘のキッチンだ。

「あ、セイラおはよう」

「ん。おはようパパ」

　パパはちょうど目玉焼きを作っているところだった。

　私はそんなパパの背中を見ながら、ちょっと自分の髪かみをイジる。

「用事？」

　そうすると、パパから話しかけてきてくれた。

　こういう察しのいいところは、パパのいいところだと思う。

「んっと、私ほら、最近バスケ部の練習に交じってるって言ってたでしょ？」

「ああ、そういえば言ってたね」

　パパは背中を向けたまま頷く。

「それで、日曜日に練習試合があるんだけど」

「練習試合？」

「そ。それで、私それに助っ人で出るから……」

　試合観みに来て。

　と、そこまでがなかなか言えなかった。

　言うのが変に気恥ずかしい。

　服買ってとかアクセ買ってとか、そういうワガママを言う方がむしろ気楽な気がする。

　何でそうなるのか分からないけど、なんかそうなのだ。

　なんて風に私がまごまごしていると。

「そっか。セイラが試合に出るなら応おう援えんに行かないとね」

「……！」

　パパってホントこういう時は察しがいい。

「べ、別にいいけど。変に気合い入れたりしないでよね、あくまで助っ人だし、練習試合なんだから」

　私はついテレ隠かくしに早口でそう捲まくし立てる。

「ん。分かったよ」

　パパは少し笑いながら頷く。

「～～～」

　なんだかやっぱり恥ずかしい。

「じゃ、じゃあそれだけだから！」

　私は踵きびすを返して部屋に戻る。

「あら、セイラ？」

　部屋に戻ると、パジャマから着替えたお姉ちゃんが私を見て小首を傾かしげた。

「そんなにニヤけて、どうかしたの？」

「なっ、何でもないから！」







　そんなことが朝にあって。

　私の週末の練習試合に対するやる気はさらに上がっていた。

　早く放課後になって、バスケ部の練習が始まらないかと思っていたくらいだ。




　けれど、その日の休み時間。




「え……リサ、治ったの？」

「うん」

　尋たずね返した私に、ユイはコクリと頷いた。

「今日、学校来る前に病院行ってきて、先生に診みてもらったらもう大丈夫だって」

「へぇー……そうなんだ。治ってよかったね」

　もちろん、それはよかったことだ。

　リサとももう仲よしだし、ケガが治ったのは素直に嬉うれしい。

　ただちょっと……次に言われそうなことを想像して、あっ……と思ってしまった。

「それで、その週末の練習試合なんだけど、リサがやっぱり出たいって言っててさ」

「……」

　まー、そうなるよね。

「練習にまでつき合ってもらったのに申し訳ないんだけど……」

「あー、うん、平気平気。気にしないで」

　私は頑がん張ばって笑顔でそう手短に答えた。

「まー所しよ詮せん素人しろうとだしね。みんなの足引っ張っちゃ悪いし、リサが出た方がいいって」

　これは本当。

　私と違ちがって、バスケ部のみんなはバスケが好きでやっているし。

　どちらが試合に出たいかなんて、そんなの比べるまでもない。

「セイラ、ごめんね？」

「いーっていーって。放課後アイスで元は取ったしね」

　申し訳なさそうなユイに私は手を振ふる。

「あっ、ちょっとトイレ行ってくるね」

　私はそう言って教室を出た。

　その足はトイレに向かおうとするが、私の前に何人か女子のグループが入っていったのを見て、行き先を階段へと向け直した。

　なんとはなしに一番上までのぼり、誰だれもいない踊おどり場ばで腰こしを下ろす。

「……はー」

　ため息。

　まいった……。

　まさか今朝パパを誘さそったタイミングでこう来るかー。

「……まあ、仕方ないんだけどさ」

　部活とか合わないとか言っちゃったし。

　勧かん誘ゆうも何度も断わっちゃったし。

　それに練習試合だって、ユイたちにとっては大事な試合なわけだし。

　リサもバスケがしたいから、軽い捻ねん挫ざでも松まつ葉ば杖づえして早く治そうとしてたんだし。

「……」

　それにたぶん、パパを誘ってなかったら、私はもっと簡単に納得してた。

　私がモヤモヤしてるのは、パパになんて説明しようかっていう、ただその気まずさだけが原因で。

　たぶん、そんなことのために、本気でバスケが好きな子たちの邪じや魔まはしてはいけない。

「……はぁ」

　まあけど、やっぱりため息ついちゃうなぁ。

　とりあえず、休み時間中に全部吐はき出しちゃわないと。

　変な空気を引きずったままじゃ、パパに説明する時に面めん倒どうだし。

　バスケ部の子たちとも気まずくしたくないしね。

　せっかく友達になれたんだし。

　ひとまずここで次の授業まで時間を潰つぶして……。

「セイラ？」

「！」

　不意に声をかけられて、私はドキッとする。

　階段の下に現れたのはユイだった。

「えっと、どうしたの？」

「んー、セイラのことが気になってさ」

　ユイはそう言いながら階段をのぼり、私の隣となりに座る。

「やっぱ怒おこってる？　こっちから頼たのんだのにさ」

「あーいや……そういうわけじゃ、怒ってるとかじゃなくて」

　私はどう誤ご魔ま化かそうか言葉を探す。

　そんな私をユイはジッと見てきて。

「セイラ、何かあった？」

「！」

　ドキッとして、私はちょっと声を詰つまらせた。

「セイラってもしかしたら気にしないタイプかと思ってたけど、なんかさっき様子おかしかったから……」

「あー……」

　思ったより顔に出てたかな、私？

　それともユイが案外鋭するどいだけ？

「セイラ、そんなにバスケの試合やりたかったの？」

「いや……私のは、そんな立派なものじゃなくて」

「じゃあ、何？」

　やっぱりユイってグイグイ来るタイプだ。

　いや、バスケ部みんなそうかな。

「えっとね……」

　私は観念して、正直に話すことにした。

　ぶっちゃけ小こっ恥ぱずかしかったけど。

　だってパパに観に来てもらうつもりだったー……って。

　まるで私がファザコンみたいじゃん！

　いや、私はお姉ちゃんとは違うし。

　まあ……パパのにおいは好きなんだけど、お姉ちゃんみたいにベタベタしてないし。

「……」

　私の言い訳交じりのくだらない話を、ユイは黙だまって聞いていた。

　それで聞き終わって、彼女は少し考えたあと。

「……うん。よし！」

　ユイは自分の膝ひざを叩たたいて、何かを決めたようだった。

「じゃあこうしよう！　私の代わりにセイラが出るってことで！」

「……え？　えっ？」

　話がよく分からず、私は二度聞き返してしまった。

「……どゆこと？」

「元はと言えば私の所せ為いだし。だから私が責任取る！」

「いやいやいや、それじゃ本末転倒でしょ」

　私は首を横に振る。

「ユイは部員なんだから出なきゃダメでしょ」

「そんな法律はない！」

「顧こ問もんの先生になんて言い訳するのよ？」

「そうだなー……じゃあ、今から私も捻挫を」

「わーっ！　階段から落ちようとするな！」

　私はユイの制服の袖そでを摑つかんだり、あーだこーだと押し問答したりした。

「ていうか、私のはホント私情っていうか、たいしたことじゃないし、そんな気ぃ遣つかわなくていいから！」

「ダメ！」

「何でよ！」

「だって友達がそんな顔してたらほっとけないよ！」

「こっ……！」

　私はまた声を詰まらせた。

　あーもう何でこの子はこーかなー。

　ちょっと恥ずかしいセリフを素すで言いすぎじゃない？

　聞いてるこっちがテレちゃうし。

　なんて言うか。

　こんな風に言われると、くだらない言い訳できなくなる。

「……けど、ホント別にユイとか、もちろんリサが悪いわけじゃないし、私も私の所為で友達に迷めい惑わくかけたくないの」

「うーん…………よし、分かった！」

　ユイは今度は自分の両手を合わせてパンッと叩く。

「じゃあ〝練習〟試合はセイラに譲ゆずるから、今度またバスケの〝練習〟につき合って！」

「はぁ……？　えっと、それってまたバスケ部に来てってこと？」

「そゆこと！」

　尋ね返す私にユイは勢いよく頷うなずく。

「ほら、ウチらって人数少ないでしょ？　だからセイラくらい上手うまい人なら、たまに遊びに来てくれるだけで凄すごく助かるよ！　それに私、セイラとまたバスケしたいもん！」

「……」

　練習試合を譲るから練習につき合ってって交こう換かん条件だったのに、結局遊びに来てって言っちゃってるし。

　それじゃ今までと変わらないじゃん。

　本当にもう……仕方ないな。

「分かったわよ。乗ったわ、その提案」

「ホント!?」

　ここで本気で喜べるんだから、この子って本物だなと思う。

「でも、私からも交換条件」

「……？」

　首を傾かしげるユイ。

　彼女にばっかりいい格好はさせられない。

　だって私たち友達だし。

「今度は私がアイス奢おごるわ」







　そんなこんなで週末の練習試合。

　パパもお姉ちゃんも約束通り応おう援えんに来てくれた。

　ビブスを着た私は、バスケ部のみんなと円えん陣じんを組む。

　ユイはなんかヘタクソな包帯を足首に巻いて、ベンチに座って手を振ってる。

　あれが仮け病びようなことを知ってるのは私だけだ。

　他の子たちにまで気を遣わせたくないからと、私とユイで秘密ということにした。

　少し騙だましているみたいで気が引けるけど、その分の借りはまた今度バスケする時に返そう。

　そういう約束だしね。

「桜舞中ー！　ファイトーっ！」

「「「「おおーっ！」」」」








ゴールデンウィークはどこへ行く？









　僕ら夏なつ目め一家が栃とち木ぎに引ひっ越こして約一ヶ月。

　世間はゴールデンウィークに突とつ入にゆうしていた。

　と言っても陽ノ目荘の管理人業に大きな変化があるわけでもなく、変わったことと言えば日中も娘むすめたちが家にいることくらい。

　それが祝日というものだが、連休でないとできないこともあるらしい。

　たとえば。




「宇う都つの宮みやの餃子ぎようざ食べてみたい」




　セイラがそんなことを言い出したのは、ゴールデンウィークの中日を過ぎ、連休の後半戦に入った日の昼前のことだった。

「餃子？　お昼に？」

「そうそう。この前ユイたちと話してて、まだ食べたことないって言ったら驚おどろかれてさ」

「ああ、なるほどね」

　宇都宮といえば餃子で有名だ。

　市もアピールに力を入れている。

　どのくらい力が入っているかというと、駅前に餃子のビーナス像があるくらい。

　僕も上京する前はよく食べていた。

　自分が慣れ親しんだ地元の名物に、娘が興味を持ってくれるのは嬉うれしいことだ。

　けど……そこで僕は「おや？」と思う。

「そういえば前に餃子食べに行こうって誘さそった時は、においが気になるから嫌いやって言ってなかったっけ？」

「だってあの時は、次の日学校あったでしょ」

　セイラは何言ってんのって顔で肩かたを竦すくめる。

「ニンニクのにおいまき散らしながら学校行けないし」

「いちおうブレスケアとかなら僕がいつも持ってるよ？」

「万が一にも臭くさかったら嫌なの！」

「あ、うん」

「その点、さすがに四連休もあればにおいも消えるし、安心して餃子も食べられるってわけよ」

「な、なるほど」

　やっぱり女の子はにおいって気になるんだなぁ。

「……」

　僕はちょっと不安になって自分のにおいを嗅かぐ。

　……自分じゃ分からないけど、加か齢れい臭しゆうって何歳くらいからするんだろうか？

　もし娘たちに「お父さん臭い！」って言われたら泣く自信がある。

　そしたらナガレと泣きながら吞のむか。

　ついでにあいつの加齢臭もチェックしてやる。

「うん。じゃあ、今日のお昼は駅前に餃子食べに行こうか」

「わーい」

　しかし、連休だから餃子を食べに行きたいか。

　もっと観光名所とかレジャー施し設せつに行きたいと言われると思って、レンタカーを借りる準備をしていたのだが……。

　まあいいか。セイラも喜んでるし。

　僕はとりあえずキララにもこのことを伝えるために、ソファから立ち上がった。







　宇都宮市内にはそれこそそこら中に餃子店がある。

　だがもしお目当てのお店が最初から決まっていないのであれば、とりあえず駅に向かうのがいい。

　駅の東口と西口には餃子のお店が集中しているからだ。

　ほかにも美味おいしいお店はたくさんあるが、まずはこの辺りからチェックするのがいいと思う。

「こうして改めて回ってみると、本当に餃子のお店が多いんですね」

「そうだね」

「これ全部違ちがうお店なんでしょ？」

「うん。そうだよ」

　娘ふたりと一いつ緒しよに歩きながら、僕らはどのお店に入るか見て回る。

　なにしろ駅から徒歩五分圏けん内ないにお店がひしめいているので選び放題だ。

　逆に選せん択たく肢しが多すぎて選ぶのが難しいとも言えるけど。

「もー！　多すぎて選べないよ！」

　セイラが両手を振ふり上げて叫さけぶ。

「ねぇー、パパのオススメの店とかないのー？」

「え？　僕の？」

「そうですね。最初ですし、お父さんの好きなお店から行くのもよさそうです」

「うーん、なんだかんだ僕も10年ぶりだからなぁ」

　僕は頰ほおを搔かいて困ったアピールをする。

　地元の人間ではあるけれど、子供の頃ころは両親に連れて行ってもらっていたから、行くお店も大体固定だったし。

　全部の中からこれが一番というのは言えないのだ。

　しかし、迷ってばかりもいられない。

　……そういえばあのお店も駅前にあったんだっけ。

「それじゃあ、昔僕がよく行ってたお店にしようか」

　そう言って僕は娘たちを駅の東口へ連れて行く。

　駅の出口の階段を降りてすぐ目の前。

「宇都宮みんみん？」

　お店の看板を見上げてキララが呟つぶやく。

「わっ結構並んでるね」

　お店のベンチに座って待つ人の列を見てセイラが驚く。

「人気のお店なの？」

「まあ有名だし、昔からずっとある餃子専門店だからね」

　僕が両親に連れられていったのは別の店てん舗ぽだけど、そこでもよく列に並んだ。

　その列に、今度は娘と一緒に並ぶ。

　待ったのは20分ほどだろうか。

「お待たせしました。３名様ですねー」

「はい」

　店員さんに呼ばれ、僕らは店の中に案内される。

　四人がけのテーブルに座ると、早さつ速そくメニュー表を手に取った。

「って、なんかスゴいシンプルなんだけど？」

「基本的に焼き餃子ヤキと水餃子スイと揚げ餃子アゲしかないからね」

　その辺もまさに餃子専門店という感じだ。

　おかげで注文もすぐ決まる。

「焼き餃子と水餃子のセットを三つお願いします」

「かしこまりましたー」

　できあがるのを待つことしばし。

「このポスターに写ってる餃子ってさー、ホントに全部実在するの？」

「そうなんじゃない？　僕も全部は食べたことないけど」

「思ったよりカラフルですね」

「お待たせしましたー」

　僕らが雑談していると、店員さんが三人分の餃子を持ってきてくれた。

「ヤキスイのセット三人前ですね。ごゆっくりー」

　焼き餃子。

　水餃子。

　ライス。

　付け合わせのお漬つけ物もの。

　うん。昔とおんなじだ。

「いただきます」

「いただきます」

「いただきまーす」

　三人で手を合わせて早速餃子をいただく。

「ん！　ユイが言ってた通り美味しー。ね、お姉ちゃん」

「そうね。肉にく汁じゆうがスゴいわ」

「あ、水餃子も美味しい」

　ふたりとも喜んでくれているようでよかった。

　娘たちの様子を見ながら、僕も焼き餃子を口へ運ぶ。

　やっぱり美味しいと思うと同時に、懐なつかしいと思う。

　なんだかんだ栃木に帰ってきて、今日が初餃子だ。

　別に向こうでも食べてなかったわけじゃないけど……。

　やはり僕の中では特別な味のひとつだ。

　そんな風に少しノスタルジックな気分に浸ひたっていたら、もうひと皿食べ終わってしまっていた。

「キララとセイラはもうお腹なかいっぱいかな？」

「えっと、私はもういっぱいそうです」

　キララは残りわずかな自分の餃子とご飯を見つつ答えた。

「僕もうひと皿頼たのもうかと思うんだけど……」

「あ、じゃあ私も食べる」

「セイラはどのくらい食べられそう？」

「んー、もうひと皿いけそう」

「じゃあふた皿頼もうか」

「セイラ、本当に食べられるの？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　心配するキララにセイラは軽く答える。

　食べ切れなそうなら僕が食べればいいし。

「すみませーん」

　僕は店員さんを呼んで追加注文する。

　ちなみにセイラはキララの心配をよそに、追加のひと皿をぺろりと平らげていた。

「ふぅー、食べた食べた」

　食べ終わったセイラは実に満足そうだった。

「美味しかった？」

「うん」

「じゃあまたその内食べに来よっか」

「次の日学校ない時にね」

「はいはい」

　やっぱりそこは譲ゆずれないらしい。

「あ、でも陽ノ目荘の人たちにお土産みやげの餃子ぎようざ買っていこうか」

「ん？」

「晩ご飯か明日あしたの朝ご飯にしようかと思うんだけど、いいかな？」

「ん～～～」

　セイラは腕うで組ぐみしてちょっと迷っていたが。

「ま、明日の朝ならまだ三連休あるし、大丈夫でしょ」

　と、オッケーをしてくれた。

　今朝まで四連休じゃないとダメだったのが三連休までオーケーになった。

　小さな前進だが、それでも気に入ってくれたならよかった。

　僕は食事とお土産分のお会計を済ませ、さて娘むすめたちと家に帰ろうかと思った時。

「あれ、セイラじゃん？」

「ユ、ユイ!?」

　お店を出たところで出くわした少女を見て、セイラがギョッと驚おどろきの声を上げた。

　ああ、確か前に体育館で見たことのある……。

「あ、どうもこんにちは。ユイの父です」

「こんにちは。はじめまして。娘たちがいつもお世話になってます」

　僕がユイさんのお父さんにご挨あい拶さつしている間、セイラはワナワナと唇くちびるを震ふるわせていた。

「なな何でユイがここに!?」

「何でって、そりゃギョーザ食べに来たんだよ？」

　ユイさんは当たり前の返答をする。

　僕らと同じく家族で餃子を食べに来たらしい。

　と、ユイさんはセイラを見てニンマリと笑う。

「あー、でもセイラってばギョーザはにおいがどうのって、私は食べないしーとか言ってなかったっけ？」

「た、食べないとは言ってないし！　食べたことないってだけで」

「うんうん。その様子だとだいぶ食べたっぽいね！」

「うっ……！」

　ユイさんにからかわれ、心当たりのあるセイラはちょっと頰を赤くする。

　それを見てユイさんはまたニマッと笑って。

「帰ったらちゃーんと歯は磨みがきしないとダメだよ。じゃないと口のにおいが大変だからね」

「～～～！」







　帰宅後。

「セイラ～。お土産の餃子だけど」

「私は絶対食べないンだからね！」

「いやいや、大丈夫だよセイラ。そんな気にしなくても」

「食・べ・な・い！」

「……ブレスケアいる？」

「…………いる」








姉妹冷戦ゲーム大戦









　唐とう突とつですが、私とセイラはわりとしょっちゅう喧けん嘩かします。

　と言ってもまあ大体口喧嘩ですが。

　まず私が注意して、セイラが反論して、というのがお決まりのパターンでしょうか。

　時々、私が怒おこられたりもしますけど。

　特に私がお父さんとくっついている時とか。

　たぶん嫉しつ妬としてるんだと思います。

　セイラもお父さんが好きですから。

　まあ、テレ隠かくしでお父さんに暴言を吐はいたら私も怒りますけど。

　閑かん話わ休題。

　というわけで、今朝もちょっとセイラと喧嘩してしまいました。

　今日は日曜日なので学校もお休みです。

　つまり妹と喧嘩をしても、一日中同じ部屋で顔を合わせるということで……。

「……」

　セイラはすまほ片手に何かやってます。

　何をやってるのかは詳くわしくないので分かりません。

　私はどうにもその手の物が不得手です。

　ぱそこんの使い方もよく分かりませんし。

　あのかぁそるというのが上手うまく動かせないんですよね。

　まうす（？）で動かすらしいというのは分かるのですが……。

　はいてくは難しいです。

　家事で使う洗せん濯たく機きや掃そう除じ機きは使えるんですが。

　っと、また話が脱だつ線せんしました。

　そうそう、妹と喧嘩中という話です。

　セイラが朝食の準備ができてもベッドでグズグズしていたので、ちょっとそのことで𠮟しかって、喧嘩になりました。

　お父さんの仲ちゆう裁さいで収まりましたが、妹はまだへそを曲げています。

「……」

　まあ、私もちょっと言いすぎましたけど。

　乱れた生活を送っていると大きくなれないわよ、とか。

　それを言ったらスゴく怒らせました。

　あんなに怒るとは予想外でした。

　そんなにこの前の身体測定の結果を気にしていたのでしょうか？

　身長なんてすぐ伸のびると思うのですが……。

　ちょっとデリカシーが足りなかったでしょうか？

　今回は私が怒らせてしまったので、早い内に仲直りしたいです。

　今のままじゃ会話もできません。

　冷戦です。

　姉妹冷戦です。

　東と西に分かれて水面下で核かく爆ばく発はつが起きるか否いなかの分ぶん水すい嶺れいです。

　このままではいずれお父さんまで爆発に巻き込まれかねません。

　それはいけません。

　絶対いけません。

　というか、お姉ちゃんがこんなにモジモジしてるんですから、ちょっとセイラこっち見て。

　と、セイラがすまほをしまって立ち上がりました。

「どこ行くの？」

「……」

　私が引き留めるように質問すると、セイラはム～っとした顔をします。

　答えたくなさそうにしていましたが、やがてポツリと。

「隣となりのシリンさんの部屋」

「何しに行くの？」

「ゲームさせてもらいに」

「ゲームって、テレビゲーム？」

「そうだよ」

　近ちか頃ごろたまにシリンさんのお部屋にお邪じや魔ましていると思っていたら、ゲームをしに行っていたんですね。

　いつの間に仲よくなったんでしょう……？

　むぅ。

　喧嘩中な所せ為いでしょうか、少しモヤモヤっとします。

「私もついて行っていい？」

「え？　お姉ちゃんも？」

「ダメかしら？」

「ダメかどうかは知らないけど……まぁ、ついて来れば？」

　セイラがそう言うので、私もソファから立ち上がってついていきます。

　管理人室を出て、お隣の１０１号室へ。

「シリンさーん。いますかー？」

　セイラがドアをノックして待つことしばし。

「セイラちゃ、あ、今日はお姉さんもいるんだ……」

「うん。なんかついてくるって言ってきて。一いつ緒しよに入ってもいーい？」

「えっと、うん、大だい丈じよう夫ぶ」

「いいって、お姉ちゃん」

「お邪魔します」

「どうぞ……」

　シリンさんはやや緊きん張ちようした面おも持もちで私の顔を見ていました。

　やっぱり御ご迷めい惑わくだったでしょうか？

　でも来てしまいましたし……。

　なるべく邪魔にならないように心こころ掛がけましょう。

　私は部屋の隅すみにちょこんと座ります。

「えっと……」

「あ、お構いなく。後ろで見てますので」

「あ、そ、そう？」

「お姉ちゃんのことは気にしなくていいですよ」

　セイラにもそう言われ、シリンさんはクエスチョンを頭の上に浮うかべたまま頷うなずきました。

　それからふたりは座ざ布ぶ団とんや飲み物を用意したり、こんとろーらーの準備を始めたりしてから、ゲーム機のスイッチを入れました。

　するととってもカラフルな画面が薄うすいテレビに映ります。

「『スマッシュシスターズ』？」

　私は画面に出てきたタイトルをそのまま読みます。

　よく分からないので小首を傾かしげていると、セイラが信じられないものを見る目で見てきました。

「お姉ちゃん知らないの？　よくＣＭでもやってるじゃん」

「なんとなく聞き覚えは……どういうゲームなの？」

「ＣＰＵも含ふくめて最大８人で対戦できる大だい乱らん闘とうゲームだよ」

「大、乱闘……？」

　私はなんとかイメージを思い浮かべます。

「……怖こわいゲーム？」

「ホラーじゃないよ」

「じゃあ痛そうなゲーム？」

「いや別に痛くはない……もう、見てれば分かるから」

　セイラは私の質問を打ち切って、シリンさんと話し始めます。

　どうやらゲームを始めるために、キャラクターというのを選ぶみたいですね。

　やり慣れているのか、ふたりとも話しながら選せん択たくしていきます。

　その様子はとっても仲よしそうに見えます。

　むぅ。

　やっぱりモヤモヤです。モヤモヤ！

　何です何です？

　ふたりしてあんなに楽しそうにして。

　お姉ちゃんとは今朝からロクに目も合わせてくれないのに！

　大体、寝ね坊ぼうした妹を姉が𠮟るのは当然の義務です。

　仮に私が言いすぎたにしても、セイラはセイラで反省して、和解案のひとつも提示してくるべきなのでは？

　このままでは核戦争勃ぼつ発ぱつです。

　ここが陽ひノの目め荘そうの火薬庫となるかもしれませんよ。

　それでもいいんですかセイラ？

　というか、もうちょっとお姉ちゃんに構って。

「……」

「……！」

　と、そこでシリンさんと目が合ってしまいました。

　ジッとふたりを見すぎていたようです。

「……キララちゃんもやってみる？」

　ちょうど一ゲーム終わったところのようで、シリンさんは私にこんとろーらーを貸そうとしてくれます。

「えっと、でも……たぶん私ヘタですから」

「最初はみんなそうだから。それに、なんだかやりたそうだし」

「じゃあ、御お言こと葉ばに甘えて」

　私はシリンさんからこんとろーらーを受け取ります。

「シリンさん」

「何？」

「……これどう持つんですか？」

「え？　そこから？」

　私はシリンさんにこんとろーらーの持ち方、ついでに簡単なゲームの操作法を教わります。

「……」

　その間セイラは暇ひまそうにこんとろーらーをグリグリしてました。

　しかもちょっと嫌いやそうに。

　傷つきます！

　こうなったら私も容よう赦しやしません……！

「シリンさん！　是ぜ非ひもっとこのゲームを詳くわしく教えてください！」

「え？　詳しくっていうか、操作法さえ分かればあとは自由なんだけど……」

「何でも構いませんので！」

「えっと、じゃあ……ストーリーの概がい要ようとか？」

　どうもこの『スマッシュシスターズ』なるゲームは、キャラクター同士を操あやつって戦わせるもののようです。

　まるで古代ローマの剣けん闘士のようですね。

　見た目はこんなにカワイイのに……。

　でもこんなカワイイ顔して、キックやパンチや、あと何かよく分からないもので、スッパーンパッカーンと相手を吹ふっ飛ばすようです。

　やっぱり怖いゲームです。

　いちおうストーリーのような物もあるらしく、どうも『スマッシュシスターズ』は姉あね陣じん営えいと妹いもうと陣営に分かれて戦っているそうです。

「……なるほど」

　まさに今の私たちの状態です。

　好都合なことに、セイラが選んでいるのは妹キャラとのこと。

　であれば、私は姉キャラを選ばないわけにはいきません。

　このゲームに勝って、姉としての威い厳げんを示してみせます。

　そうすればきっとセイラも今朝からの態度を改め、また私をお姉ちゃんと慕したってくれることでしょう！

「さあセイラ！　勝負です！」

「……まあいいけど」

　そして、姉妹のプライドを賭かけた勝負が今、はじまりました──







　──完敗です！

「なぜですか！」

「そりゃお姉ちゃんクソ弱だし」

「ぐぬぬぬ」

　やはりはいてくは私にはダメでしたか。

　全然キャラが思った通りに動いてくれませんでした。

　それにあの、コマンド（？）というのがよく分かりません。

　すてぃっくをはじくと言われても、なんかキャラがヨタヨタと前に歩いてしまいます。で、セイラ（のキャラ）に蹴けられます。

　パッカーンと私（のキャラ）はお星様になってしまいました。
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「いやー、お姉ちゃんにも得手不得手ってのはあるんだねー」

　セイラはいつの間にか上じよう機き嫌げんです。

　とっても悔くやしい！

「このままでは姉としての威厳が～」

「アッハッハ！　どうせ双ふた子ごなんだし、今日から姉と妹入れ替かえる？」

「そうはいきません！　もうひと勝負です！」

「オッケー。かかってきなさい」

　むぅ～セイラの態度からは余よ裕ゆうが感じられます。

　次こそは負けません！

「……ふふ」

　ふと私たちを後ろから見ていたシリンさんが小さな笑い声を漏もらしました。

「シリンさん？」

　どうかしましたか、と目で尋たずねます。

　それに、またシリンさんは小さく笑って。

「いや、ふたりとも仲いいな～と思って」

「……！」

　仲がいい。

　シリンさんからはそう見えたのでしょうか？

　そういえばなんだかセイラもいつも通りに戻もどっています。

　私のモヤモヤも気づいたらスッキリしているような？

　あれ？

　もしかしてすでに私の目的は達成されてましたか？

　冷戦終しゆう了りようですか？

「ほらお姉ちゃん、次の勝負始まるよ」

「わっ！　ちょ、ちょっと待ってください！」

　私は慌あわててこんとろーらーを握にぎり直します。

　って、さっきから私たちでゲームを占せん領りようしすぎてました。

　持ち主のシリンさんに御ご迷めい惑わくです。

　早く返さないと……。

　でも。

　もう次の対戦が始まってしまいます。

　画面ではすでにカウントダウンが。

　……シリンさん、ごめんなさい。

　次は必ず替わります。

　ですからあと、もう一戦だけ。








調理実習









　今日の家庭科は調理実習だ。

　課題はカップケーキ。

　それ自体は別にいい。問題ない。

　問題があるとすれば……お姉ちゃんが異様にやる気になっていることくらいだろうか。

「お父さんが管理人になられてから、私が台所に立つ機会が減ってしまいましたから。今日は私の全身全ぜん霊れいを込めたカップケーキを作って、お父さんにサプライズプレゼントします！」

「お姉ちゃん、ちょっと気合い入りすぎじゃない？」

「通常運転です！」

　本当にそうだから困る。

　いや、やっぱりいつもよりテンション高いか。

　久しぶりにパパに手作りお菓か子しを食べてもらうために張り切っているらしい。

「さあ！　皆みなさん早さつ速そく取りかかりましょう！」

　気合い入りすぎて始まる前から暴走気味だけど。

「あーうん」

「えっと……うん」

　お姉ちゃんと同じ班の人たちは、その勢いについていけてないみたい。

　何人か私にヘルプの視線をチラチラ送っていた。

　でもごめん、そのお姉ちゃんは私でも止めるのは無理。

　せめて心の中でご愁しゆう傷しよう様さまと手を合わせておく。

　さて、私の班はお姉ちゃんたちの隣となりのテーブルだ。

　ちなみにサキとユイが同じ班。

「セイラさん、今日はよろしくお願いします」

「うん。よろしくね、サキ」

「セイラー、早く作ろう作ろう！」

「うわっ！　ちょっとユイ材料テキトーに入れんな！」

「はーい」

　ユイってば大おお雑ざつ把ぱなんだから。

　まあ、私も別に自分でお菓子が作れるわけじゃないんだけど。

「ちなみにサキってカップケーキ作ったことある？」

「カップケーキはありませんが、クッキーなら何度か」

「じゃあサキがリーダーね」

「あら、それはなんだか責任重大ですね」

　サキは困ったように微笑ほほえんで頰ほおに手を当てる。

「まあお菓子作りは分量さえ間ま違ちがえなければ大だい丈じよう夫ぶですから」

「聞いたユイ？　もう勝手にしないでね」

「はーい」

　ユイは笑って肩かたを竦すくめる。

「それでそれで？　カップケーキは何味にする？」

「何味があるんだっけ？」

「先生が用意してくれたのは、大雑把にチョコとプレーンとマーマレードですね」

「じゃあその三つの中から選ぶ？」

「あとトッピングにチョコチップと、それにナッツと生クリームもありますよ」

「え？　なんか思ったよりいろいろあるのね」

「家庭科の先生が調理実習好きなんでしょうか？」

「どうせなら全部盛りにしよーよ！」

「却きやつ下か」

「それは難しいと思いますよ？」

「なら全種類作ろー！」

「家庭科の授業でどんだけ手間かけるつもりなのよ！」

「だって全部食べられた方がお得じゃん？」

「しかも全部自分で食べる気なの!?」

　食くいしん坊ぼうすぎるユイに思わずツッコミを入れる。

　私がユイくらい食べてたら絶対太るだろうなぁ……。

　ていうか、最近私も間食多いかも。

　今日の放課後はバスケ部に遊びに行かせてもらお。

　まあ、それは置いといて。

　ユイがあれもいいこれもいいと迷いまくったけど、何とかチョコチップ入りのチョコ味──これまた一番カロリー高そうなの──に決まって、やっと作り始める段階となった。

　そういえば、お姉ちゃんたちは今どんな感じだろう？

　私はお姉ちゃんの様子を見ようと後ろを振ふり返る。




「まだです！　まだまだ味の追求が足りません！　お父さんのためにもっと工く夫ふうを凝こらさなければ！」

「キララさん！　キララさん！　落ち着いて！」

「いいから早く追加のチョコチップを持ってきてください！」

「キララさーん！」




　……見なかったことにしよう。

　私は視線を前に戻し、自分の作業に集中することにした。

　けどホント、お姉ちゃんもよくやるなぁと思う。

　いつも通り言動が小こっ恥ぱずかしいのはともかく。

　よく事あるごとにパパにいろいろしようって思いつくなぁって。

　もちろん皮肉とかそんなんじゃなくて。

　私なんて調理実習かー、かわいいエプロン欲しいなー、くらいしか考えつかなかったし。

　まあ、お姉ちゃんは料理上手っていうのもあるかもだけど。

　私は正直人並みだし。お菓子作りなんて素人しろうとだ。

　こういうのも女子力の差なのかな？

　いや、相手パパだけどさ。

「キララさんスゴい迫はく力りよくですね」

「同じ班の人たち引いてるけどね」

　話しかけてきたサキに私は苦笑いしつつ返事する。

「セイラさんもお父さんのために、美味おいしいもの作らないとですね」

「えぇー私はどうだろーなー。私じゃお姉ちゃんに敵かなわないし……」

　私がそう答えると、サキはニコッと笑って小さく首を横に振った。

「料理は愛情ですよ、セイラさん」

「……！」

　愛情と聞いて、私は思わず計量カップを落としそうになる。

「ああ愛情ってべ、別に私はパパ相手にそんなお姉ちゃんみたいな変なアレとかかか考えてなんてあばばば」

「……？」

　慌てふためく私にサキは小首を傾かしげる。

「私、そんなに変なこと言ったでしょうか？　ある意味テンプレートなセリフだったと思うのですけど」

「……ハッ!?」

　言われてみればそうだ。

　それなのにこんな取り乱して何してんの私!?

　サキに変な誤解を与あたえちゃうじゃん！

「いや、その違くて！　えっとあのっ！　な、何の話だったかなぁ～？」

「お父さんにカップケーキを作る話ですよね？」

「うん！　そう、それ！　よーし、お姉ちゃんに負けないカップケーキ作るぞ！」

「受けて立ちます！」

「うっわあ!?」

　突とつ然ぜん後ろから大声を出されたと思ったら、いつの間にか私たちの話を盗ぬすみ聞きしていたお姉ちゃんが立っていた。

「妹といえど容よう赦しやはしません！　この前の『スマッシュシスターズ』の借り、今日ここで返してあげます！」

「いや、あれはお姉ちゃんから勝負吹ふっかけてきたんじゃん！」

　私はツッコミを入れるが、お姉ちゃんは話を聞いてない。




「こうなったらさらなる高みを目指すため、一から全部作り直しです！　皆さん、いきますよ！」

「ヒエェ～！」




　な、なんか巻き込んじゃってゴメンなさい。

　私は心の中でお姉ちゃんの班の人たちに謝りつつ、どうしようと頰を搔かく。

　ていうかゲームならともかく、料理で私がお姉ちゃんに勝てるわけが……。




『料理は愛情ですよ、セイラさん』




　と、そこで先さき程ほどのサキの言葉を思い出す。

　料理は愛情。

　古典的文句だけど、悪くない言葉な気がする。

　変に言い訳するより、よっぽどいいかも。

　ま、まあ愛かどうかは別として、パパのことは嫌きらいじゃないわけだし？

　日ひ頃ごろの感謝を伝えるくらいいいのかもだし？

　べ、別にお姉ちゃんに感化されたわけじゃないんだから！

「サキ、２、３個だけ自分で作ってみたいから、作るの見ててくれる？」

「ええ、いいですよ」

　私の頼たのみに、サキは快く頷うなずいてくれる。

　ホント、こういう時のサキは頼たよりになるなぁ。

「味見は私に任せろセイラー！」

「ユイの分はないわよ！」

　パパの分って言ってるでしょ！

　まったくもう……。

　でもちょっといい具合に力が抜ぬけた。

　みんなで作った分は、大きいのをユイにあげよう。

「さーて、じゃあいっちょ頑がん張ばりますか！」







　最初にサキが言っていたように、お菓か子し作りは分量さえ間違えなければ、案外何とかなった（でもちょっとだけ焦こげたけど……）。

　サキが傍そばで見ててくれたのもあり、無事にパパへのカップケーキは完成した。




　一方、圧あつ倒とう的てき優勢だと思っていたお姉ちゃんだけど……。

「夏なつ目めキララさん！　お題はカップケーキですよ？　何でこんなウエディングケーキみたいな物作ってるんですか!?」

「スミマセン先生！　お父さんへの愛が暴走しました！」

　まあなんか、そんな感じで家庭科の先生に材料の使いすぎとかで怒おこられていた。

　ちなみに作ったウエディングケーキは持って帰る方法がなかったので、クラスのみんなと先生で分けて食べた。メチャクチャ美味しかった。








夏なつ目めキララの学校生活









　ある日の学校で。

「キララさん、何してるの？」

「花か瓶びんの水が減っていたので替かえていたんです」

「へぇー。あ、そうだ。実は次の授業で先生に当てられそうでさ、ちょっと宿題見てもらってもいい？」

「いいですよ」

「ありがとーいつも助かるよー」

「いえいえ」

　私は手を振り、彼女の宿題を手伝います。

　少し公式が間ま違ちがっていたので、そこを訂てい正せいしてあげたらとてもスッキリした顔でお礼を言われました。

「つまり、ここのｘはこう求めるんです」

「そっかー、なるほどねー。なんか変な覚え方してたみたい」

「一度間違った方が印象に残って、かえって覚えられますよ」

「かもねー。それにしてもキララさんってホント頭いいよねー。いつ先生に当てられてもスラスラ答え出るもん」

「いえいえ」




　またある時。

「あのーキララさん？」

「はい？」

「キララさんってさ、お菓子作り得意だよね」

「それなりには」

「謙けん遜そんしなくていいよー。この前の家庭科で作ったウエディングケーキも凄すごかったし」

「え？　ウエディングケーキを作りたいんですか？」

「違う違う！　いや、当たらずとも遠からず……かも？」

「？」

「あー……うん、キララさんならまあいいかな。実は、ちょっと気になる相手がいて」

「まあ」

「それでさ、今度一いつ緒しよに遊びに行くから手作りお菓子とか持ってこうかなーって」

「素す敵てきです」

「えへへ。それでさ、キララさんにちょこっと、美味しいクッキーの作り方のコツとか教わりたいなーって」

「もちろん、いいですよ」

「ありがとう！　キララさんってホント何でもできるよね」

「いえいえ」




　たまにはこんなことも。

「おーい、委員長」

「？」

「委員長？」

「もしかして、私のことですか？」

「そうそう。さっきから呼んでるだろう？」

「先生。このクラスの委員長は私ではありませんよ？」

「……あ。スマンそうだったな」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「いやー、お前があまりにも委員長らしすぎてなー。選ぶ時の推すい薦せんも多かったし、ついうっかりな」

「いえいえ」




　というようなことが、わりとよくあります。

　結局、先生の頼み事も受けてしまいましたし、今日はちょっと人からの相談事が重なる日みたいです。

「何だねそれは？　遠回しな自じ慢まんかな？」

「いえいえ」

「ならいいけど、優ゆう秀しゆうな人の苦労話はともすると自慢話に聞こえるから程々にね」

　私の話を聞いていた四し条じようさんは肩かたを竦すくめつつそう言いました。

　今私たちがいるのは図書室。彼女は図書委員です。

　前に私がここでお父さんの元担当作家さんのライトノベルを見つけ、それを借りた時の当番が偶たま々たま彼女で、そこで話しかけられたのがキッカケで仲よくなりました。

「そう言われましても、さすがに疲つかれてしまう時もあります」

　私は軽い愚ぐ痴ちのつもりでため息をつきます。

「何で皆みなさん、こんなに私に相談事を持ってくるのでしょうか？」

「まあ、単純に頭がよくて器用だからっていうのもあるけど」

「けど？」

「キララってファザコンでしょ？」

　四条さんは特に含ふくみもなくその点を指し摘てきしました。

　カウンターに背を預けていた私は、後ろで受付椅い子すに座る彼女を振ふり返ります。

「それが何か関係あるのですか？」

「キララみたいに美人で何でもできると、普ふ通つうは人からやっかみを受けるものなの」

「……？」

「それがまー上手うまいこと相そう殺さいされてるっていうか、ギャップというか」

「ギャップ、ですか？」

「まあつまり、いいように作用してるってこと」

「はぁ、そうですか」

「じゃなきゃキララに恋れん愛あい相談なんて誰だれもしないよ。ライバルにならないから安パイって思われてるの」

「……なるほど」

　よく分かりませんが、とりあえず頷いておきました。

　そんな私を見て、四条さんは意地の悪そうな笑みを浮うかべます。

「けどまーキララも勿もつ体たいないよね」

「何がですか？」

「もうちょっと同級生に興味持ったら？　先せん輩ぱいでもいいけど。恋愛っていいものらしいよ、知らんけど」

「そう言われましても……困りましたね」

　私は恋愛的な意味でもお父さんが好きなのですが。

　それは周りに言うなとセイラから釘くぎを刺さされてますし。

　私が困って口を閉じていると、四条さんは苦笑いします。

「ていうか、キララとよく話す所せ為いで私も取り次ぎ頼まれて面めん倒どうなんだよね」

「御ご迷めい惑わくでしたか？」

「いやいや、そういうんじゃないけどさ」

　四条さんは今度は普通に笑います。

「話を元に戻もどすけど、要するにキララは何でもできるし親しみやすいから、何かと周りから頼たよられやすい体質なんだよ」

「そんな……私にだって苦手なものくらいありますよ？」

「へぇー、どんな？」

「それは……」

　と、言いかけたところで壁かべにかけられた時計が目に入る。

「忘れてました。そういえば、先生に頼たのまれて図書室の資料を取りに来たんでした」

「えっ、そうだったんだ」

「四条さんが話しかけてくるからですよ、もうっ」

「それは八つ当たりじゃないかなー」

　まったくその通りなのでぐうの音も出ない。

「で、何の資料を取ってこいって言われたの？」

「えっと、図書準備室にあるそうなんですが、歴史の授業で使う……」

　私が本のタイトルを言うと、四条さんは「ちょっと待ってて」と言い、数分で資料室からその本を持ってきてくれました。

「はい、これでしょ」

「ありがとうございます」

「いいって。暇ひま潰つぶしにつき合ってくれたお礼」

　四条さんはそう言って本を私に手て渡わたします。

「キララはいい子だと思うけど、あんまり便利に使われすぎないように気をつけなね」

「？　はい」

　私は四条さんにお礼を言って、その本を職員室に届けます。

「おお、助かったよ。ちょっとほかの野や暮ぼ用ようで手が離はなせなくてね」

「いえ、大丈夫です。それでは失礼します」

　私は歴史の先生に頭を下げて、職員室を出ます。

　さて、用事も終わりましたし教室に戻りましょうか。

　と思った時。

「あっ、キララさん！」

「？」

　名前を呼ばれて振り返ると、そこにはクラスメイトの瀧たきさんがいました。

「ちょうどよかったキララさん！　お願いしたいことがあるの」

「どうかしましたか？」

　とりあえず尋たずね返します。

「実は球技大会のポスター作るんだけど、もうすぐ〆しめ切きりなのにデザインが決まらなくて困ってるの。キララさん、この前の美術の時間も先生に褒ほめられてたでしょ？　ちょっと手伝ってもらえないかしら？」

「はい。いいですよ」

「ありがとー！」

　私が頷うなずくと、彼女は喜んで跳とび上がりました。

　頼まれた時、先さき程ほどの四条さんの言葉を思い出しましたが……まあ、私がいいと思うのだからいいでしょう。

「じゃあ、ちょっと今からで悪いんだけど一緒に来てもらえる？」

「ええ」

「よかった！　じゃあ、こっちね」

　よっぽど急いでいるのか、彼女は私の手を引いて階段を駆かけ上がります。

「……？」

　てっきり美術室へ向かうのかと思いましたが、ちょっと方向が違ちがいます。

「あの、どちらに？」

「どちらって、ここだよ。パソコン室」

「え？」

「さ、入って入って」

「あ、あの」

　引かれるがまま、私はぱそこん室に入ります。

　中には彼女のポスター仲間と思おぼしき方々が２、３人いらっしゃいました。

「あれ、キララさん？　どしたの？」

「聞いて聞いて！　キララさんもポスター作り手伝ってくれるって！」

「わっ！　ホント？　助かる～」

　いきなり歓かん迎げいムードです。

「えーと……」

　お役に立てると思ってついてきましたが……困りました。

「あの、なぜぱそこん室に？」

「え？　もちろんポスター作るためだよ？」

「やっぱり……そうですよね」

　今は年賀状もぱそこんで作れる時代ですからね。

　たぶん、ポスター作りもぱそこんでやられるのでしょう。

　でも……困ったことに私はこういったはいてくには滅めつ法ぽう弱いのです。

「スミマセン。お手伝いできればと思ったのですが、私ではお役に立てそうには……」

「え？」

　私が遠えん慮りよがちに言うと一いつ瞬しゆん驚おどろかれましたが。

「って、またまた～」

「え？」

「キララさん何でもできるんだから、そんな謙けん遜そんしなくていいってば～」

「え、いや、あの」

「じゃ、そっちのパソコン使って。私たちも何案か出してみるから、あとで皆みんなでどれにするか決めよう？」

「あ、えっと…………はい」

　つい勢いに押しきられてしまいました。

「……」

　私は仕方なく指定されたぱそこんの前に座ります。

　画面には絵を描かくそふとが起動していますが……どうしたものでしょうか？

　振り返ってみますが、皆さんすでに自分の作業を始められていて、質問できる空気ではありません。

「えっと……」

　とりあえず、まうすを握にぎってみます。

　確か、これでかぁそるを……あれ？　上手く動きません。

　何ででしょうか？

　ちっとも動いていない気がします。

「スミマセン。かぁそるが動かないようなのですが……」

「えっ、マウスの不具合かなー？」

　三つほど隣となりの席で作業していたクラスメイトは首を傾かしげます。

「ちょっとケーブル抜ぬき差ししてみて」

「え？　いいんですか？」

「うん？　ダメだったら再起動してみてー」

「えっと……分かりました」

　私はおっかなびっくり頷きます。

　ぱそこんのことはよく分かりませんが、ケーブルってそんな簡単に抜いたり差したりしていいものなんですね。

　でも家電もたまに調子が悪い時はそうしてみますし、ぱそこんも同じなのかもしれません。

　納得した私はぱそこんが置いてある机の下に潜もぐり込み──ぱそこんの電源ケーブルを引っこ抜きました。

「うわっ！」

「画面消えた！」

「ちょっ、キララさん何してるの!?」

「え？」

　大混乱するパソコン室の中で、ひとり事態が飲み込めない私はポカンとしてしまいました。

　あとで教えてもらったのですが、どうやら抜いていいのはマウスのゆーえすびーケーブルで、パソコンの電源はいきなり抜いてはいけないそうです。

　私は皆みなさんに平謝りし、その後普ふ通つうに紙に描いたデザインをすきゃん（？）でぱそこんに取り込んでもらって、何とか無事にポスターは完成しました。

　失敗してしまいましたけど、最終的にお役には立てたのでよかったです。

　ただなぜか……あのあと私が機械音おん痴ちであることが一瞬で全校に広まりました。

　私にも苦手な物があると分かってもらえたのはよかったのですが……なんだかちょっと複雑な気分です。








地酒祭り









「酒のんで温泉入りに行くぞコノハ」

　とある金曜日の昼頃ごろ、陽ひノの目め荘そうにやってきたナガレがいきなりそう言ってきた。

「は？」

　思わず素すの声が出た。

「平日の昼間に何を言ってるんだお前は？」

「実は、俺ひさびさに半休が取れてな」

　ナガレは拳こぶしを握り締しめながら言った。

　拳がプルプルと震ふるえてる……たぶん、本当に久しぶりの休みなのだろう。

「っと！　いうわけで、ちょうど温泉地で地酒祭りやってるから行こうぜ！」

「いや、テンション上がってるのは分かったけど、僕はこれから夕飯の買い物行かないとだから」

「平気だって！　夕飯までには帰れるように日帰りにするから！」

「いや、だから買い物」

「ンなもん向こうで買えばいいって！　なんなら土産みやげも買ってきゃ娘むすめちゃんも喜ぶだろ」

「いや、何の連れん絡らくもなしに勝手にいなくなるわけには」

「メールしときゃいいだろそんなの」

「あれー？　ナガレさんじゃん。どったの？」

「おーツヅラさん！　これからコノハと地酒祭り行って温泉入るんだけど、ツヅラさんもどう？」

「そんな……原げん稿こう終わった直後のあたしに酒と温泉とか、行くに決まってんじゃーん！」

「よっしゃ！　じゃあ三人で行こうぜ！」

「おー！」

「いや、あの」

「コノハ、観念しろ」

「管理人さんも行こ行こー！」

「あのちょっと」




　というわけで──。




　ナガレと二にノの木ぎさんに無理やりタクシーに詰つめ込まれ、件くだんの地酒祭りの会場までやってきた。

「よし、着いたぞーコノハー」

「久しぶりにお前のあり得ん行動力を痛感した」

　そしてそれに巻き込まれる僕。

　学生時代と何も変わってない。

「やれやれ」

　件の地酒祭りの会場は、地元の温泉旅館組合の一階のようだ。

「ていうか、駅から近いじゃないか。これなら電車で来てもよかったんじゃないか？」

「このあと温泉も行くし、タクシーのがいいだろ」

「まあ、タクシー代はナガレ持ちだから別にいいけど」

「よっしゃ、それじゃあ早さつ速そく飲み比べてくらぁー！」

「くらぁー！」

　ナガレと二ノ木さんは腕うでを突つき上げ、会場へ突とつ撃げきしていく。

　スゴいはしゃぎっぷりだ。

　まあ、せっかく来たんだから楽しむか。

　僕も会場に入り、軽く歩いてみる。

　さすが地酒祭りと銘めい打うってあるだけあって、たくさんのお酒が並んでいる。

「ふむふむ」

　会場に貼はってあったポスターで詳しよう細さいを確認すると、栃とち木ぎ中の蔵くら元もとが持ち寄ったお酒が、どれでも一いつ杯ぱい百円で飲むことができるらしい。

　娘がいるので家ではあまり吞まないが、お酒はまぁまぁ吞む方だと思う。

　吞む時は外で、大体は同どう僚りようや作家さん、あるいはナガレとお店で吞んでいた。

　そういう意味で言うと、こうしてひとりでお酒を選んで吞むのは珍めずらしいかもしれない。

　というか、昼から吞むこと自体が滅多にないんだけど。

　今日ばかりはそんな野や暮ぼなことは言いっこなしだ。

「どーぞ、兄さん吞んでってよ」

「はい。どうも」

　僕はお金を払はらい、目についたお酒をいただいていく。

　よくよく考えてみれば、お酒を飲める歳としになった頃には上京していたので、地元のお酒にはあまり詳くわしくない。

　いい機会だし、ここで好みの銘めい柄がらを２、３見み繕つくろっていくとしよう。

　それにしてもどれも美味おいしい。

　これは２、３じゃ足りないかもしれないな。

　さすがに祭りと銘打っているだけはある。

「お兄さんみたいに若い人にもたくさん吞んで、お酒好きになってもらわないとねー」

「あ、いや、僕もそんな若いわけでも……」

　童顔のせいで若者と思われつつも、僕は栃木の銘酒を楽しみながら会場を回っていた……のだが。

「にゃはははー、おじさんこれ美味しー」

　会場のどこにいても聞こえてくる二ノ木さんの声が、段々と気になってきた。

　時間が経たつごとに笑い声のテンションが上がってる。

　たまにナガレの声も聞こえるが、そっちはあんまり心配してない。

　あれでわりと自制心はある奴やつだ。

　けど……二ノ木さんはなぁ……。

　陽ノ目荘での振ふる舞まいをいつも見てるので、正直気が気でない。

　特にこんな美味しいお酒がたくさんある場所じゃ。

「ヘーイ！　コノハっちー！」

「のわっ！」

　あれこれ考えていたら、当の本人が急にやってきた。

　後ろから首に手を回してきて、思いっきり背中に体重を預けてくる。

「ねぇー、楽しんでるー？」

「あ、はい。ていうか、飲みすぎですよ二ノ木さん」

「なぁーに言ってんのよー。こんなとこまで来て、吞まなきゃ損でしょ吞まなきゃー」

「いや、まぁそうかもしれないですが……」

　問題は、その、胸が。

　彼女のスゴい胸がスゴい当たってる。

　背中の間で潰つぶれる質量がヤバい。

「おおー、兄さん美人のカノジョさんだね」

「違ちがいます」

　変な誤解まで生まれ、ついでに会場内の注目も集めている。

「二ノ木さん、騒さわぎすぎですよ。少し声を抑おさえて」

「なーんか暑くなってきたねー」

　全然話聞いてないこの人。

「コノハっちー、脱ぬいでいい？」

「ダメです！」

「えぇ～～～」

「えぇーって言いながら脱ぎ始めないでください！」

　人前で本当に脱ごうとする二ノ木さんを必死に止める。

　だが彼女は不満顔だ。

「む～！　じゃあ温泉行こ！」

「お、温泉ですか？」

「早く脱ぎたいの！」

「脱ぐのが目的!?」

　どんだけ脱ぎたいんだ。

　とはいえここで脱がれるよりはマシだ。

　温泉でなら脱いでも合法だし。

「おーい、コノハー」

「ナガレちょうどいいところに」

「ん？」

「すぐ温泉行くぞ。どうせ目星はつけてあるんだろ」

「ああー、んじゃ行くかー。俺もひと通り楽しんだし」

　というわけで、二ノ木さんが脱いでも大だい丈じよう夫ぶな場所へ行くため、僕とナガレは再び駅前にタクシーを捕つかまえに行った。




　カポーン……っ！




「ああ～～～っ」

「ああ～～～っ」

　僕とナガレは温泉に浸つかりながら、腹の底に溜たまった息を吐はき出した。

「コノハ、おっさん臭くさいぞ」

「お前も同じだろ」

「俺のは普ふ段だんの疲つかれを吐き出してるだけだからセーフだ」

「普段から疲れてる時点でおっさんなんだと思うぞ」

「そんな悲しいこと言うなよ」

「最初に言ったのはナガレだろ」

「……この話やめるか」

「そうだな。ていうか、気持ちよくてどうでもよくなってきた」

「まったくだ」

　僕らはまた息を吐き出す。

　ああ、温泉っていいな。

「いやぁー、平日の真っ昼間から酒吞のんで温泉とか最高だな」

「そういや平日の真っ昼間だったな」

　お酒の所せ為いですっかり忘れてた。

　でもまぁ、いいか。

　実際気持ちいいし。

「露ろ天てん行ってみるか？」

「お、いいな」

　僕らはザパーッと立ち上がり、連れ立って露天風ぶ呂ろの方へ移動する。

「あああーーキモチィーーお酒吞みたーーい」

　露天風呂の男女を区切る柵さくの向こうから二ノ木さんの声が聞こえてくる。

「ツヅラさんも露天入ってるみたいだな」

「まだ吞み足りないのか……」

「何言ってんだ。温泉出たら三人で吞むぞ」

「お前もまだ吞むのか？」

「温泉入ったら吞みたくなるだろ。チビチビやりゃーいーじゃん」

「帰りタクシーだからって酔よい潰れるなよ？」

　僕はいちおう釘くぎを刺さしておきつつ、ナガレと一いつ緒しよに露天風呂に浸かる。

「…………あ～～」

　今度は少し我が慢まんしたけど、やっぱり声が出てしまった。

　この湯から出ている肩かたから上が風でヒンヤリして、体は湯でポカポカしてというのが……たまらん。

「露天風呂もやっぱいいもんだな」

「だなー。これ考えた奴は天才だろ」

　ナガレはパシャッと顔を洗って、前まえ髪がみをかき上げる。

「で、コノハは今カノジョとかいんの？」

「はぁ？」

　また唐とう突とつだな。

「いや、オヤジに訊きいとけって言われてな」

「オジサンが？」

「いい加減、俺もお前もいい歳だしなー」

「あー……そういうことか」

「まっ、お互たがい浮ういた話もないのは事実だけどな」

　ハハハ、とナガレは笑ってみせる。

「まあ、親友の息子むすこってことで、オヤジも心配してるんだ。気を悪くすんなって」

「悪くなんてするわけないだろ。むしろ、心配かけて申し訳ないと思ってる」

「で、どうなんだ？」

「今さっきお前も言っただろ。浮いた話なんてないよ」

「へぇー、婚こん活かつとかは？」

「そんな暇ひまなかった」

「ホントかぁ？　じゃあ暇あったら行ってたのか？」

「……いや、たぶん行ってなかったな」

「やっぱりな」

「そういうお前は？」

「生あい憎にくと俺は自分を楽しませるので忙いそがしい」

「何だそりゃ？」

「ハハハ、まぁ俺のことは置いとけ」

　そこでふとナガレは僕のことを横目に見る。

「コノハが結婚とか考えないのは、やっぱ娘むすめちゃんがいるからか？」

「……どうかな？」

　言われて少し考えてみたが、よく分からなかった。

「確かに娘のことを第一に考えて生きてきたから、そういう意味でプライベートはあんまり顧かえりみなかったかもしれないけど」

「けど？」

「別にそれで後こう悔かいとかはないから」

「ふーん」

　ナガレは温泉の縁ふちに頰ほお杖づえをついて軽く頷うなずく。

「てこたぁー、別に結婚自体が嫌いやってわけじゃねーんだな？」

「ん？　まぁ、そういうことになるか？」

「そっかー」

「何だよその顔？」

「いや、最初に言ったろ？　オヤジに訊けって言われたって」

「言ったな」

「絶対アレだぞ、たぶんこれから見合い写真とかコノハのとこに山やま程ほど送られてくるぞ」

「あー……え？　そういうことになるのか？」

「たぶんだけどな。俺もたまに見合いの話持ってこられるし」

「そ、そうか」

「まっ、俺は大体逃にげてるけどな」

　ナガレはまた笑って顔をパシャッとやる。

　コイツはそれでもいいかもしれないが、僕は彼のオヤジさんにはとてもお世話になっている。

　お見合いの話を持ってこられても、無下に断わるわけにはいかない。

　いや……まぁ、見合いをしたから即そく結婚というわけでも、結婚したくないわけでもないんだけど……うーん。

「どうすっかな……？」

「まー、オヤジなら変な話は持ってこないと思うけどな」

「そうなんだよなぁ。たぶん、スゴい気を遣つかって相手を選んでくれそうだし、余計に断わるのも申し訳ないというか」

「そしたらアレだろ」

「アレ？」

「今からカノジョ作ればいいじゃん。そしたら見合いとかする必要ねーだろ？」

「……ん？　あ、ん？　いや、そうだけど」

「今の仕事なら結構時間にも余よ裕ゆうあんだろ？　またどっか一緒に遊び行ってよ、ついでにナンパでもするか？」

「お前な……そういうの僕が苦手なの知ってるだろ」

「それじゃ見合いするか？」

「んっ、んー……」

「なら、あの女子寮りようの娘こたちとかどうなのよ？」

「え？」

「まあほとんど学生だけど、狩野さんはいちおう大学生だし、ツヅラさんはあの美人だろー？　普通にアリだと思うけどな」

「お前……自分が紹しよう介かいした女子寮の住人を薦すすめるなよ」

「別に恋れん愛あいは自由だろ。ん？　これもある意味職場恋愛なのか？」

「いや、違ちがくないか？」

　その後もグダグダと話し続けたが、酒が回ってきた所為か段々と話は脱だつ線せんしていき、最終的にセミの幼虫の話になっていた。

「あー……僕はそろそろあがるけど、ナガレはどうする？」

「あー……俺はもうちょっといるわ」

「そうか……」

「あー……」

「んじゃ、先出るぞ」

「あー……」

「……のぼせんなよ」

　そういう僕も少しヨロヨロとしながら温泉からあがった。

「ふぅ……」

　扇せん風ぷう機きの前でしばらく体を冷やしてから着き替がえて、脱衣所を出る。

　何か飲み物でも買おうかと思い、自じ販はん機きのある待合所的なところへ向かう。

　すると、そこには先にあがっていたらしい二ノ木さんがいて、無料のマッサージチェアに座っていた。

「あ～～～」

　スゴいリラックスしてる……。

　それだけならまぁ風呂上がりによくある光景なのだが。

　ばるばるばるばるばるばる

　……彼女の胸がスゴいことになっている。

　いや、マッサージチェアが振しん動どうしてるんだから、それは当たり前なのだけど。

　背の高い建物ほど地じ震しんの時に揺ゆれるというが……彼女の胸もその法則に則のつとって、非常によく揺れている。

　というか、あれってノーブラなのではなかろうか？

「あの、二ノ木さん？」

「あ～～～コノハっちだぁ～～～」

　まだ酔いが抜ぬけていないのか、二ノ木さんはだらしない顔で僕の声に反応する。

「どしたの～～～？」

「えー……何か飲み物買ってきますけど、何がいいですか？」

「おしゃけ～～～」

「コーヒー牛乳買ってきます」

　僕はとりあえず二ノ木さんに酔いを覚ましてもらうため、コーヒー牛乳を二本買ってくる。

「二ノ木さん、買ってきましたよ」

「あ～～ありがと～コノハっち～～」

　二ノ木さんはそう言いながら、マッサージチェアから立ち上がる。

　しかし、急に立ち上がったのがよくなかったのか、彼女は立つと同時にフラフラとよろめいてしまった。

「おろろ～」

「危ない！」

　僕は慌あわてて二ノ木さんに手を伸のばす。

　しかし、スリッパだったのが災わざわいし、手を伸ばすと同時に足を滑すべらせて転んでしまった。

「痛たた……二ノ木さん大だい丈じよう夫ぶで……ッ!?」

「んあ～～」

　幸いケガはしなかったようで、二ノ木さんは暢のん気きな声を上げていたが──僕の方はそれどころではない。

　僕の上に倒たおれ込んだ彼女の服は転んだ拍ひよう子しに変にはだけていた。

　案の定ノーブラの胸元がギリギリまで捲まくれ上がり、深い谷間の大半が露あらわになって僕の視界に飛び込んできている。

　そんな状態の二ノ木さんにのしかかられているのだから、もうヤバい。

「あら～最近の若い人は大だい胆たんなのね～」

「なーに、ワシらだって若い時分はあれくらい」

　待合所にいたお爺じいさんお婆ばあさんが、僕らを見て暢気に昔語りをしている。

　それはいいのだが、変な騒さわぎになる前に誰だれか助けて欲しい。




「ああぁぁぁあ!?」




　ほら、こんなことになる前に……って。

「え？　キララ？」

　聞き覚えのある声だと思ったら、そこにいたのは本当にキララだった。

「ふたりともこんなところで何してるんですか!?」

　驚おどろく僕をよそに、キララはこっちへやってきて二ノ木さんを引っ剝ぱがす。

「キララ、どうしてここに？」

「セイラに届いたメールを見て居ても立ってもいられなかったので、シリンさんに頼たのんでここまで連れてきてもらったんです！」

「え？」

　改めて振ふり返ると、そこにはセイラやサキさん狩野さんも立っていた。

「……」

　先程の僕と二ノ木さんの有り様を見ていたのか、狩野さんは若じやつ干かんよそよそしい態度でそっぽを向いている。

　一方、セイラはジトッとした目で僕を睨にらんできて。

「パパサイテー」

「うぐっ！」

　そのひと言はかなり胸にグサッと来た。

「おー、何だー？　娘ちゃんたちも結局来たのか」

　と、そこへ温泉からあがったナガレが現れる。

「ちょうどいいや。寮のみんな来ちゃったんなら、今日はもうここに一いつ泊ぱくしてこうぜ」

「なっ!?」




　というわけで、急きゆう遽きよ僕らはこの温泉宿で一泊していくことになったのであった。








温泉宿にて









　ナガレに拉ら致ちられて地酒祭りにやってきた僕は、なんやかんやあって陽ひノの目め荘そうの人たちと一いつ緒しよに宿に一泊することとなった。

　急な宿泊だったが、まあ明日あしたは土曜日だし、皆みなさんも大丈夫とのことだったので、ナガレの提案に乗っかることにした。

「とりあえず三部屋取ったけど、部屋割どうする？　男女で分けて、女性陣じんは中学生組と大人組で分けるか？」

「僕んとこは家族で一部屋でもいいけど」

「それじゃ俺がひとり部屋になっちまうじゃねーか」

「寂さびしいのか？」

「寂しいに決まってるじゃねーか」

「それじゃ最初にナガレが言ったやつでいいよ」

「よし決定！」

　と、部屋割も決まったところで、コンビニに行っていたキララたちが戻もどってきた。

「お帰り。何買ってきたんだい？」

「はい。お菓か子しとトランプと、あと下着が」

「お姉ちゃん！　全部言わなくていいから！　あとパパもデリカシーないから女の子にそういうこと聞かないで！」

「ご、ごめん。かかったお金払はらおうと思って」

「そうよ、セイラ。お父さんに悪気はなかったんだから」

「えぇー……私が悪いの？」

「いや、今のはお父さんが悪かったから」

　僕はセイラに謝り、とりあえず使った分のお金と泊とまる部屋の鍵かぎを渡わたす。

「それじゃ部屋も取ったし、適当に荷物預けたらふたりも温泉入ってきたらどうだい？」

「はい。ところで」

「何？」

「ここって混浴はありますか？」

「……ないけど、何で？」

「ないんですか。残念です。お父さんと一緒に入りたかったのですが」

「あったとしても入りません」

「そんな……」

　キララはガーンといった顔で眉まゆ尻じりを下げる。

「……あっ！　それじゃあ普ふ通つうにお父さんと男湯に入れば」

「余計にダメです！」

「何でですか？　だって去年までは……」

「もう中学生なんだからやめなさい！」

「むぅ～～～！」

「そんな顔してもダメです」

　小学生の頃ころならいざ知らず、中学生ならその辺り分別を弁わきまえるべきだ。

　というか、キララは発育が中学生離ばなれしているから、そういう意味でも男湯になんか入れられない。

「もうお姉ちゃん！　変なこと言ってないで温泉行くよ」

「でも～」

「来ないとサキと先に入っちゃうから」

「あっ！　セイラ待って！」

　駄だ々だをこねていたキララだったが、セイラたちに置いて行かれそうになって、慌ててそのあとを追いかけていった。

「ふぅ……」

「……」

「……あ！」

　キララが諦あきらめてくれたことに安心した僕は、そこでようやく狩かり野やさんが傍そばで所在なさげに立っていたことに気がついた。

「えっと、狩野さん」

「……あっ！　えっ、はい!?　な、何でしょうか？」

「あ、いや、今日はウチの娘むすめがご無理を言ったみたいで、どうもスミマセン」

　キララたちはここまで来るために、狩野さんに保護者役を頼んだと言っていた。

　中学生だけで来なかったのはいいことだが、彼女からすれば急なことで迷めい惑わくな話だっただろう。なので、謝った。

「そ、そんな謝らないでください」

　狩野さんは慌てたように両手を振る。

「セイラちゃんたちだけじゃ危ないですし、それに管理人さんには普段からお世話になってますから、これくらいは」

「いえ、ホント、助かりました。娘は、特にキララは時々無茶をやらかすので」

「ああー……」

　狩野さんは曖あい昧まいに頷うなずく。

　少し、間。

「狩野さんは温泉入られないんですか？」

「あ、その……人に肌はだを見せるの苦手で」

「なるほど」

　となると、余計に悪いことをしてしまったと思う。

　せっかくの温泉宿なのに……。

　娘の件で迷惑をかけてしまったし、彼女が退たい屈くつそうにしているなら、僕が何とかして楽しませないといけない。

「あの、よかったらその辺を少し散歩してみませんか？　僕もこの辺りは歩いたことないですし」

「……！」

　僕の提案に、狩野さんは驚いたように目を丸くした。

「あ、部屋でゆっくりしたいようでしたらご無理には……」

「いえ！　大だい丈じよう夫ぶです！」

「そうですか？」

　思ったより反応がよかった。

　そのことに安あん堵どしつつ、僕は軽く頷く。

「じゃあちょっと行きましょうか」

「は、はい！」

　そうして僕らは温泉宿を一いつ旦たん出て、周辺の散策へと繰くり出した。

　まあ、と言っても宿はそこまで駅から遠く離れているわけでもない。

　よって、川沿いの道を駅方面へそれとなく歩いていく。

　駅前に出たら、土産みやげ物もの屋やでも見て回る腹積もりだ。

　途と中ちゆう、渓けい流りゆう下りができる場所もあったが、並ぶ必要があったので川を下る舟ふねを眺ながめるだけに留とどめた。

「カヌーみたいなスポーツとは違ちがいますけど、あれも気持ちよさそうですね」

「管理人さんはああいうアウトドアな趣しゆ味みってあるんですか？」

「僕ですか？　いえ、生あい憎にくとインドア派で」

「私もです。昔から運動は苦手だったので」

「僕は苦手ってほどじゃなかったんですが、読書やアニメの方が好きでしたね」

「そういえば、管理人さんってゲームはやらないんですか？」

「ゲームですか？」

「あっ、最近セイラちゃんとよくゲームするんですけど、ウチにはゲーム機がないって言ってたので」

「ああ、確かにそうですね。僕自身は昔やってた覚えがあるんですが、働き始めてからは自然と離れてしまったというか」

「それは、時間がなくてってことですか？」

「たぶんそうですね。娘も特に欲しがりませんでしたし、何かねだられてたら僕も一緒にやったと思うんですが」

　けれど、狩野さんの話ではセイラは彼女の部屋で、たまにゲームをしているらしい。

　もしかして家計的な事情を慮おもんぱかって、娘たちはそういうのを欲しがらなかったのだろうか？

　これは帰ったら要検討だな。

「あ、あの！」

　僕が今の最新ハードの値段はいくらだったかと思い出していると、狩野さんが少し頰ほおを赤くして話しかけてきた。

「あの……もし、管理人さんもよければ、私たちと一緒にゲームしませんか？」

「えっと、それは、狩野さんのお部屋で？」

「！　あ、えっと、管理人さんのお部屋でもいいですし！　ゲーム機は持っていきますから、パーティーゲームならキララちゃんも入れて４人でもできて、あの……！」

　狩野さんはもっと何か言いたそうにしていたが、上手うまく纏まとまらなかったのか口をモゴモゴさせていた。

「ありがとうございます」

　彼女なりに何か気を遣つかってくれたのは伝わったので、僕はまず微笑ほほえんでお礼を言う。

「ぜひ今度やらせてください。僕もやっていたのは大体パーティーゲームだったので、久しぶりにやりたいです」

「……！　は、はい！」

「でも、場所はどちらの部屋にしましょうか？　管理人室に持ってきてもらうには配線とかいろいろ……ケーブルとかはずす手間を考えたら、僕らがお邪じや魔ました方がかえって楽ですかね？」

「あ、えっと……！　それはちゃんと考えておきます！」

「ありがとうございます」

　もう一度お礼を言って、僕は軽く頭を下げた。

　それから僕らはまた何とはなしに駅に向かって歩き出した。

「で、今期のゴクドウちゃんの……」

「そういえばあれは……」

　……それにしても。

　セイラとゲームをしてくれるのもそうだが、狩野さんにもよくお世話になっているなぁ。

　管理人的にお世話するのはむしろ僕の仕事なのだが。

　ふむ……。

　そんなことを考えていると、気がつけば駅前に着いていた。

　当初の予定通り、ふたりで土産物屋を適当に見て回る。

　と。

「狩野さん」

「はい？」

　僕はとある物をこっそりと買ってきて、それを狩野さんに手て渡わたした。

「これは？」

「そこで売ってた髪かみ留めです」

「髪留め？」

「狩野さんは前髪を伸のばされているようなので。ゲームをする時にでも使っていただければ」

「え、でもそんな、いただくなんて悪いですよ」

「いつもセイラと遊んでくださってるお礼です」

　遠えん慮りよする狩野さんに僕はどうか受け取ってくださいと告げる。

　なんとか誠意が伝わったのか、彼女は髪留めの入った小こ袋ぶくろを受け取ってくれた。

「あ、ありがとうございます」

　そう言った狩野さんの耳はちょっと赤かった。

　あまりこういうことに慣れていないのかもしれない。

　もしかして、お礼のつもりだったが余計なプレッシャーを与あたえてやいやしないかと、少し焦あせる。

「もし使ってみて合わないようでしたら気にせず仰おつしやってください。その時はまた何か別の物を」

「い、いえ！　大事にします！」

「……そうですか。ありがとうございます」

　狩野さんに余計な気を遣わせないようにいろいろと言ったが、思ったより気に入ってくれていたようだ。

　それならそれでもちろんよかった。

　そこでふと僕はお店の壁かべ時計を見やる。

「もう五時ですね。そろそろ宿に戻もどりましょうか」

「はい。分かりました」

　狩野さんは頷いて、髪留めの入った小袋を大事そうにポケットにしまった。

「あの、管理人さんって……」

「何でしょうか？」

「……い、いえ！　何でもないです！」

「？」







　そのあと宿に戻って皆みんなで夕飯を食べた。

　ナガレと二ノ木さんはまたお酒を吞のみすぎ、彼らを部屋に放り込んだあと、僕はキララたちとトランプをしてまったりと時間を過ごした。

　やがて夜も遅おそくなり、キララたちにもう寝ねるように伝えて部屋に戻ったところで、ふともう一回温泉に入りたくなってしまった。

「ナガレ。僕もう一度温泉に行くけど、お前は？」

「あー……頭痛いから俺はいいや」

「そうか」

　僕はナガレを置いて部屋を出る。

　と、温泉のある一階まで降りたところで、見知った顔に出くわした。

「あれ、狩野さん？」

「あっ！　管理人さん……」

　狩野さんは僕を見て驚おどろいたように身を竦すくませる。

　彼女はちょうど温泉帰りのようで、部屋備え付けの浴衣ゆかたを着ていた。

　人がいないと思って油断していたのか、着付けがだいぶ緩ゆるい。

　隙すき間まから覗のぞく肌からホコホコと湯気が微かすかに立ちのぼっているような気さえして、さらにお風ふ呂ろ後特有の人の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。
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「……！」

　普ふ段だんの狩野さんがあまりそういうところを見せないからだろうか。

　その匂いと、浴衣から覗く鎖さ骨こつに不思議な色気を感じて、ついドキリとしてしまった。

「あ、えっと……温泉入られたんですね」

　昼は人前で肌はだを見せたくないと言っていたのを思い出し、とりあえず話しかける。

「その、せっかく長なが月つきさんにお金出してもらいましたし……この時間なら人もいないかなと思って……」

「なるほど」

「……」

「……」

　会話終しゆう了りよう。

「あ……じゃ、じゃあ僕も温泉入ってきますので」

「あ、はい……」

　僕は狩野さんとぎこちなく別れ、温泉へと向かう。

　脱だつ衣い所じよで着き替がえてから、人のいない湯船に浸つかってひと息つくと、またさっきの出来事が思い出され、顔が熱くなった。

「いかんいかん」

　十歳近くも年下の女の子相手に、何を考えているんだか。

　僕はパシャリと顔を洗い、煩ぼん悩のうを洗い流した。







「ふぅ～」

　温泉から上がって、ついでに湯上がりの牛乳も飲んだあと、僕が部屋に戻ろうとした時。

「……！」

　ふと部屋の前で話すナガレと狩野さんを見かけた。

　先さき程ほどのこともあり、僕はつい廊ろう下かの角に身を隠かくす。

　すると、ふたりの会話が途と切ぎれ途切れに聞こえてきた。

「……で、管理人さん……」

「あいつは……ない……しい」

　僕の話？

　見た感じ、狩野さんがナガレに質問しているように見える。

　それにナガレはさっきまで頭が痛くて寝ていたのだから、狩野さんの方から部屋を訪ねたと考えるのが自然だろう。

「……」

「…………た」

　ふたりはさらに２、３話していたが、やがて狩野さんが頭を下げて、自分の部屋へと戻っていった。

　一体、何を話していたのだろうか？

「……ふむ」

　まあ、隠すようなことでないなら、ナガレの方から話してくれるだろう。

　そう思った僕は隠れるのをやめて、まだ部屋の前にいたアイツの方へと近づいていった。

「よう、ナガレ。頭痛はもういいのか？」

「ん。まあな」

「起きたんならお前も温泉入ったらどうだ？　せっかくだし、もったいないぞ」

「そうだな～」

　適当に会話を挟はさむが、先程の件をナガレが切り出す様子はない。

　となれば内密の話だろうか？

　だとしたら、僕から訊きくのはやめておこう。

　僕が内心でそう決心していると。

「そういやコノハ、例のお見合いどうこうの話だけどな……あれ、俺の方でオヤジのこと止めといてやるよ」

「……ん？　何だ突とつ然ぜん？　いや、それならそれで助かるけど」

　しかし本当に突然だ。

「けど急にどうした？」

　心変わりというほどでもないが、コイツは困っている僕をおもしろがっているように見えたが。

「まあまあ、いいじゃねぇか別に」

「……」

　いや、表情を見る限り、おもしろがってるのは今も変わらないか？

　だが一体何がおもしろいのだろうか……分からん。

　ナガレの真意が分からず悩なやむ僕に対し、当の本人はやたらニヤニヤして、

「まっ、頑がん張ばれよ」

　と、やたら意味深に人の肩かたを叩たたいてきた。

「おい、それどういう」

「さーて、俺も風呂行ってくるから。コノハは先に寝てていいぞ」

　僕が問い詰つめる前に、ナガレはさっさと話を流してしまった。

「……？」

　見合いさせられるだの、嫌いやならカノジョ作れだの、あれこれ言ってたクセに半日で急に話が変わったのはなぜなんだ？

　考えてはみるが、全然分からん。

　……そういえば、さっき狩野さんはナガレに僕の何を尋たずねていたのだろうか？

　それも関係しているのかと考えてみたが、全然さっぱり分からなかった。








父の日









『私のお父さんは世界で一番のお父さんです。

　まずとってもやさしいです。やさしいところがとても素す敵てきです。素敵でやさしいお父さんが私はとてもとても大好きです。

　お父さんはお仕事をしている姿も素敵です。

　前は出版社にお勤めしていて、お父さんの携たずさわった本が本屋さんに並んでいるのを見る度に、私はとても誇ほこらしい気持ちになりました。

　栃とち木ぎに引ひっ越こしてきてからは寮りようの管理人を始めましたが、毎日お父さんのご飯が食べられてとても幸せです。

　お父さんのことは赤あかん坊ぼうの頃ころから大好きですが、こちらへ来てから一いつ緒しよにいられる時間が増えてとても嬉うれしくて、毎日幸せです。

　きっと将来お父さんと結けつ婚こんしたら、もっと毎日が幸せになると思います。

　結婚式では絶対にウエディングドレスが着たいです。お父さんはもちろんタキシード。結婚式には友達もみんな呼ぼうと思います。

　子供はふたりくらい欲しいです。男の子ならきっとお父さんによく似たカッコいい子に育つと思います。

　今も昔も将来も、私のお父さんはずっとずっと世界で一番のお父さんです。そんなお父さんに恥はずかしくないように、私も毎日たくさん頑張って、立派なお嫁よめさんになりたいと思います』




「うん、ありがとうキララ。とても嬉しいよ」

「えへへ、作文の朗読なんてなんだかテレちゃいますね」

「いや、とてもよく書けていたよ」

　僕がキララの頭を撫なでると、彼女は頰ほおを染めて喜びの表情を浮うかべる。

　今読んでもらったのは、いつぞやの授業参観で彼女が書いた作文の一部だ。

　結婚云うん々ぬんはともかく、娘むすめからこんなに愛されているのは父親的にとても嬉しい。

　他の保護者の前で読まれなくて本当によかったけど。

　ともあれ。

　何でその作文を今頃改めて読んでもらうことになったかというと、今日が「父の日」だからだ。

　父の日。それは年に一度の行事。

　父親に日頃の感謝を伝える特別な日だ。

　なので……今年は一体何が起こるのかと、僕は毎年身構えてしまう。

　去年は確かキララの申し込んだブライダルフェアに連れていかれたっけ。

　さすがに子供用のウエディングドレスはなかったけれど、僕はタキシードを着せられて、ふたりで写真を撮とってもらった。

　キララは大盛り上がりで、大人になったら絶対ここで結婚式を挙げるとはしゃいでいた。

　去年はまだキララも小学生だったし、まあ微笑ほほえましい感じであちらのスタッフさんも応対してくれたけれども。

　まあそんな結婚式ごっこはわりとカワイイ方だ。

　もっとスゴかった年もあったし。

　なので、特にキララが女性として魅み力りよく的てきに育った今年は、いよいよ言い訳が利きかなくなるかもしれない。

　そんな風に僕が身構えていると。

「ではお父さん、ちょっとこちらへ」

　キララがそう言って、僕を姉妹部屋の方へ案内した。

「うん……分かった」

　何が待ち受けているのだろう？

　若干緊きん張ちようしながら姉妹部屋に入る。

「お父さん、こっちです」

　キララはそう言って二段ベッドの方へ僕を誘さそった。

　ベッド……一体何をするつもりなんだろう？

　娘に手を引かれるまま僕は二段ベッドの下の段に潜もぐり込む。

　ちょっと天てん井じようが狭せまい……。

「どうしてベッドなんだい？」

「えっと、それが重要らしいので」

「？」

「それじゃお父さん、どうぞこちらへ頭を置いてください」

　そう言ってキララが示したのは、彼女の太ももだ。

「えっと？」

「膝ひざ枕まくらです」

「あ、うん」

　なぜ膝枕……と思ったが、とりあえずまだ健全の範はん疇ちゆうなので従う。

「……！」

　思ったより柔やわらかい。

　改めて考えると女の子の膝枕なんて初めてだな。娘だけど。

「では耳かきしますので、あちらを向いていただけますか？」

「うん？　うん」

　膝枕で耳かき。

　いや、変じゃないけど……変じゃないか？

　どうなんだろうと思いつつ、僕はキララの言う通りに横を向く。

「失礼します」

　すると、キララは本当に耳かきを始めた。

　あ、案外気持ちいい。

「どうですか？」

「うん。気持ちいいよ」

「よかったです」

　あれ、なんか思っていたよりまとも（？）だ。

　今年はどんなことされるのかと緊張していたけど……。

「次は反対側やりますから、こちらを向いてください」

「あ、うん」

　僕は寝ね返がえりを打つ感じで、今度は反対側の耳を上に向ける。

「これが終わったらマッサージもしますね」

「うん。ありがとう」

　横になっているためか、それともキララの膝枕が気持ちよい所せ為いか、段々と眠ねむくなってきた。

「それにしてもキララ、今年はなんだかその、いつもと違ちがうね」

　うつらうつらとしながら僕は尋ねた。

「はい。今年はどうやってお父さんを喜ばせようかと思って考えまして」

「うんうん」

「それでお父さんくらいの年とし頃ごろの男性が喜ぶことは何かと友達に尋ねたら、なんでもりふれというのが喜ばれるとか」

「うんうん……うん!?」
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「キャッ！　いきなり動くと危ないですよ、お父さん」

「あっ、ごめん」

　突とつ然ぜん出てきた単語にビックリしてしまった。

　リフレって……あの、女子高生リフレとか、そういうアレだよね。

　言われてみれば、女子中学生にベッドで膝枕されて耳かきされてマッサージされるって、テレビのニュースとかで見たリフレのサービス内容とそっくりだ。

　いや、親子ならセーフだと思うけど……なるほど、確かにアラサーの僕が女子中学生の娘の太ももに顔を埋うずめているって、端はたから見たら結構な絵面だ。

　とてもじゃないが人には見せられない。

　ていうか、人に言えない。

「キララ。間ま違ちがっても外でこういうことやったり、人に言ったりしたらダメだからね」

「？　私がこういうことするのはお父さんだけですよ」

「そう……あと、アドバイスしてくれた友達もたぶん冗じよう談だんで言ったんだろうけど、あんまり人の言うことを真に受けすぎないようにね」

「はい？　えっと、分かりました」







　まあ、リフレ云うん々ぬんはともかく、今年は比ひ較かく的てき無事に父の日を乗り切ることができた。

　ちなみに、その日の夜。

「ん？」

　寝ねる前になってふと気がつくと、居間のテーブルの上にラッピングされた包装袋ぶくろが置いてあった。

　特に宛あて名なも何も書いてなかったけれど……開けてみると、中からは新しいエプロンが出てきた。サイズも僕にピッタリだ。

「……！」

　そういえば、少し前にセイラと話している時に、「新しいエプロンが欲しい」的なことを言ったような記き憶おくが。

　もしかして、と思うが娘たちはもう寝てしまったので起こすのには忍しのびない。

　それにコッソリ置いといたということは、面と向かって渡わたすのが恥ずかしかったのかもしれないし。

「ありがとう」

　僕は小さく姉妹部屋に向かってお礼を言って、明日あしたからはこのエプロンを着て仕事をしようと思いながら床とこについたのだった。








ＵＦＯの日のサキ









　６月24日は世界的にＵＦＯの日だ。

　アメリカでＵＦＯが目もく撃げきされた日にちなんでそう呼ばれている。

　まあ、だからと言ってＵＦＯがやってくるわけでもない。

　今日もいつもと変わらない普ふ通つうの日曜日だ。

　が、サキさんにとっては違うようだった。

「ミステリーサークルを作りましょう」

「……なるほど？」

　とりあえず、話を聞くことにした。

　僕はお茶をいれ、共用台所のテーブルにサキさんと座る。

「えっと、それでミステリーサークルでしたっけ？」

「はい」

　お茶を飲みながら、サキさんは微笑ほほえんで頷うなずいた。

　ミステリーサークルというのは、有り体に言えば地上に描かかれた不可思議な紋もん様ようのことだ。

　宇宙人からのメッセージとも言われるし、逆に宇宙人へのメッセージになるとも言われている。

　サキさんが作りたいと言っているのは後者のようだ。

「やっぱり今日がＵＦＯの日だからですか？」

「そうですね。せっかくなので、ＵＦＯを呼んでみたくて」

　休日の昼間にミステリーサークルの話とはなかなかシュールだが、幸い僕とサキさんはお互たがいに秘密を共有する仲だ。滞とどこおりなく話は進む。

「しかし、場所はどうしますか？」

　一いつ般ぱんにミステリーサークルは地面に描く。

　たまに畑の作物が刈かり取とられる形で突然現れることもあるが、イタズラという場合が多い。

　サキさんは能動的にミステリーサークルを作りたいみたいだが、もちろん大人としてイタズラはさせられない。

「近所に使っていない畑がありまして。持ち主の方に話したら、あとで元に戻もどすならやっていいと許可をいただきました」

　どうやらサキさんにその辺の抜ぬかりはないようだ。

　あとは僕が頷くかどうかだが。

「……」

　実はちょっとやってみたい。

　娘むすめのこともあって、ＳＦ雑誌のムーを購こう読どくしていた時期があり、知識をつける内に興味も湧わいた。

　しかし、出版社に勤めていたこともあって漫まん画がやアニメなどの趣しゆ味みが合う友人は多いが、こちら方面の同好の士は今まで身近にいなかった。

　だからというか、サキさんに「ミステリーサークルを作りましょう」と言われ、年とし甲が斐いもなくワクッとしてしまった。

「道具は？」

「ホームセンターで石灰を買ってあります。ローラーも学校から借りてきました」

「ミステリーサークルの図案はできてますか？」

「こちらに」

　サキさんはスッとプリント済みのＡ４用紙をテーブルの上に置く。

　準備は完かん璧ぺき。

　用意は万ばん端たん。

　これはもう、参りましたと言うほかない。

「是ぜ非ひやりましょう」

「ありがとうございます」

　僕とサキさんは熱い握あく手しゆを交わす。

　というわけで、ということになった。







　外に出てみると、今日は梅雨つゆとも思えない快晴だった。

　畑を使わせてもらう家の方にサキさんとご挨あい拶さつに行き、それからふたりでミステリーサークルを作る準備を始める。

　とりあえず昼の内に作り上げ、夜に改めてここへ戻ってくる予定だ。

「さてと、じゃあまず土を均ならしましょうか」

「はい」

　軍手をした僕らは、トンボを使ってデコボコの畑の土をふたりで均す。

　ひと通り終わらせて畑が平らになったところで、石灰をローラーに入れる。

「ではサキさんは図案を見ながら指示をください。僕が石灰でミステリーサークルを描いていきますので」

「分かりました。お願いします」

　地面に石灰で線を引くなんて高校時代以来だ。

　まあそれ自体は難しくない。

　難しいのはミステリーサークルを描くことだ。




「スミマセーン、そこ右じゃなくて左ですー」




「そこの円はもう少し小さくー」




「ごめんなさいー、線が歪ゆがんでますー」




「管理人さーん」




　うん、地面に大きな絵を描くのって難しい。

　自分で全体図が見えないから、気がつくと線が歪んだり、間ま違ちがえてしまったりする。

　それにあんまり間違いすぎると、足あし跡あとでせっかく均した土がまたデコボコになってしまう。

　それでも時間をかけて何度も描かき直していって……なんとか夕方前にミステリーサークルは完成した。

「できましたね」

「お疲つかれ様さまです。お茶買ってきました」

「ありがとうございます」

　さすがにノドが渇かわいていたので、早さつ速そくサキさんから受け取ったお茶を頂く。

「では一度帰って、陽ひが沈しずんだらライトを持ってまた来ましょうか」

「あ、私ＬＥＤのランタン持ってます」

「それはいいですね。それにしましょう」

　僕とサキさんは使った道具を持って、陽ひノの目め荘そうへ帰る。

　何と言うか、不思議な充じゆう実じつ感かんがあった。

　ちょっと学園祭とか体育祭とか、学生時代のことを思い出してしまった。

「あっ、パパたち帰ってきた」

「ただいまセイラ」

　陽ノ目荘に戻ると、偶たま々たまセイラと出くわした。

「サキとどこ行ってたの？」

「え～と、まあちょっとその辺に」

「軍手して？」

「えっ、ああ、うん」

「……？」

　僕のヘタな誤ご魔ま化かしに、セイラが怪け訝げんな視線を送ってくる。

　と。

「今日ご近所で町内清せい掃そうがあったんですよ。管理人さんと草むしりしてきたんです」

「えー、そうだったの？」

「はい。私はお手伝いです」

「なーんだ」

　サキさんの話を聞いて、セイラは興味を失ったようだ。

「フォローありがとうございます、サキさん」

「いいえ」

　僕とサキさんはコッソリと笑い合う。







　夜。

　夕飯もお風ふ呂ろも終えた僕とサキさんは再び陽ノ目荘を抜け出して、ミステリーサークルを描いた畑へと戻ってきた。

「この時間になると周りも静かですね」

「そうですね。夜は車も通りませんし」

　僕らの会話もあっという間に夜の静せい寂じやくに溶とけていく。

　地面にランタンを置いた僕らは、明かりを挟はさんでそのまま腰こしを下ろす。

　それから空を見上げると、雲ひとつない星空が広がっていた。

「……」

　こんなにゆっくり夜に空を見たのは久しぶりだ。

　星が綺き麗れいだな。

「これだけ星が綺麗だと、本当にＵＦＯもやってきそうですね」

「はい……来てくれるといいんですが」

「……」

「……」

「サキさん」

「はい？」

「ちなみになんですが、サキさんはＵＦＯを呼んでどうするつもりなのですか？」

　サキさんは自分を宇宙人だと言っていた。

　真しん偽ぎのほどは彼女にしか分からない。

　それは置いておくとして、彼女はなぜＵＦＯを呼びたかったのか？

　以前、陽ノ目荘の屋上でも宇宙人を呼ぶ呪じゆ文もんを唱えていた。

　もしかして、彼女は宇宙に「帰りたい」のだろうか？

「……それは」

「それは？」

「秘密です」

　そう答えたサキさんの表情は見えなかった。

　僕も僕でなぜそんな質問をしたのだろう？

「……」

　12年前、娘たちを拾った時に見たＵＦＯ。

　もし、キララとセイラがあのＵＦＯから来た……つまり宇宙人だったら。

　それをあのふたりが知ったら、もしかして生まれ故郷に帰りたいと思うのだろうか？

　そんな不安が、あるいは心のどこかにあったのかもしれない。

「管理人さん、今日はありがとうございました」

「いえ、たいしたことではありませんよ。僕も楽しかったですし」

「……ふふっ」

　暗くら闇やみの中、サキさんが微笑ほほえむ気配が伝わってくる。

「さっき秘密と言いましたけど、ＵＦＯを見つけて私以外の宇宙人に会えたらしたいこと、ひとつだけ教えます」

「何ですか？」

　気になって僕は尋たずね返す。

「管理人さんはよい地球人だと宇宙人に紹しよう介かいします」

「それは光栄です」








プール開き









　桜おう舞ぶ中学では七月の頭にプール開きが行われる。

　ちなみに私たちのクラスは今日からだ。

　っていうか、今からだ。

「セイラさん楽しそうですね」

「うん？」

「そんなにプール楽しみですか？」

「うん。結構好き」

　サキとそんな会話をしつつ、私は持ってきたスクール水着の入ったバッグをくるくる回す。

　今はお姉ちゃんとサキとプールの更こう衣い室しつへ移動中だ。

「それに最近暑いし、早くプール入りたいよ～」

「セイラ。廊ろう下かは走らない」

「むぅマジメ～」

「転んだら危ないでしょう」

「はーい」

　私は言われた通り走るのをやめるけど、やっぱりソワソワしちゃう。

「けど確かに、今日も暑いわね」

　そんな私と対照的に、お姉ちゃんは落ち着いたものだ。

　まあ、お姉ちゃんの場合、自分の周りをソワソワさせてるんだけど。

　ていうか皆みんな、お姉ちゃんのことチラチラ見すぎだし！

（水着……）

（水着……）

（キララさんの水着……）

　なんて、皆の心の声が聞こえてくるみたいだ。

「キララ？　どうしたの私の顔ジッと見て」

「……はぁ」

「？」

　ホントこの姉は、無自覚なんだから。

　まあ、いつものことだし放っておこう。

　それよりプールだプールだ。

　プールの更衣室に着いた私たちは、早速スクール水着に着き替がえた。




　事件はそこで起きた。




　着替えを終えた私たちは更衣室を出ようとして──なぜか、お姉ちゃんがロッカーの前から動かないことに気づく。

「お姉ちゃん、先行っちゃうよー？」

「……」

「お姉ちゃん？」

「……」

　返事がない。

　あのお姉ちゃんにしては珍めずらしい……。

　私は気になって室内に戻もどる。

「どしたの？」

　微び動どうだにしないお姉ちゃんの顔を横からひょこっと覗のぞく。

「……あ」

　と、そこで私はお姉ちゃんが動けない理由を悟さとった。

　スクール水着のサイズが合ってないのだ……胸の。

「あら……」

　こちらへ戻ってきたサキも驚おどろきの顔で口くち許もとを押さえる。

　いつも落ち着いてお淑しとやかなサキですら、何も言えないみたいだ。

　それくらいもうピッチピチのパッツパッツ。

「サキ、どう思う？」

「えっと……サイズが合ってないみたいですね」

「だよねー」

「キララさん、これ去年の水着ですか？」

「はい……まだ入ると思ってました」

「……」

　ちなみに私の水着も去年のだ。普ふ通つうに入る。

　とりあえず、今はそれは置いておくとして。
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「お姉ちゃん油断しすぎ。ブラ買う時にサイズ測ったんでしょ？」

「まさかこんな風になるなんて思わなくて……」

「まあ、お姉ちゃんって普段着もゆったりめのが好きだしね」

「ところでどうしますか、これ？」

　サキが話を戻す。

　確かに授業ももうすぐ始まるし、脱だつ線せんしてる場合じゃないかも。

「けどこれじゃ水泳とか無理でしょ」

「なら見学ですか？」

「それしかないんじゃ……」

　私は肩かたを竦すくめる。

　けど、お姉ちゃんは首を横に振ふった。

「ダメです。そんなことで授業を休むわけにはいきません」

「いやいやいや」

「水着だって着れていないわけじゃありません。授業は出ます」

「いや、だから、そんなんで水泳とか……だ、男子だっているんだよ？」

　男子と言われて、さすがのお姉ちゃんも一いつ瞬しゆんたじろぐが、

「い、いえ、やっぱり出ます」

　と、顔を赤くしたまま拳こぶしを握にぎる。

「こっ……」

　このクソまじめ姉～～～。

「もうっ、そんなに言うならいいわよ！」







　というわけで、お姉ちゃんはホントにそのまま水泳の授業に出た。

　お姉ちゃんがプールサイドに現れると男子から──あと若じやつ干かん女子からも──どよめきが起こった。

　いやまあ、お姉ちゃんも「中一にしてはある」ってだけで、そんなグラビアアイドルみたいな爆ばく乳にゆうってわけじゃないんだけど。

　それでもやっぱり、あれだけ体のラインが出るとスタイルのよさが際きわ立だつ。

　ちょっと脇わきから見えてるし。

　あの鈍どん感かん姉でもこれはさすがに恥はずかしいらしい。

　なんか準備体操もカチコチだったし。

　あーあー、あんなに顔赤くなっちゃって。

　そんなになるなら普通に先生に言って見学させてもらえばいいのに。

　別に悪いことじゃないのに……こういう時、変にまじめだと損するよねぇ。

「はぁ。もう、仕方ないなぁ」

　私はため息をつく。

「お姉ちゃん」

　準備体操が終わったところで、私はお姉ちゃんに声をかける。

「セイラ？」

「今日は一日私がついてるから、離はなれちゃダメよ」

「でも、セイラ泳ぎたかったんじゃ……」

「いーから」

　私はお姉ちゃんを遮さえぎって、その手を取る。

「ありがとう、セイラ」

「はいはい。あっ、サキー」

　私はサキを呼んで、お姉ちゃんのフォローを手伝って欲しいと頼たのんだ。

「ええ、私でよければお手伝いします」

「ありがと、サキ」

「ありがとうございます、サキさん」

「いえいえ」

　まっ、というわけで今日はのんびりプールを楽しみますか。

「それで、どうします？」

「セイラとサキさんで決めてください」

「テキトーに水にぷかぷか浮ういてみる？」

「ああ、いいですね」

「じゃあ、そうしましょう」

　そういうわけで、私たちはプールに入って木の葉みたいに漂ただようことにした。

　ぷかぷか

　ぷかぷか

　ぷかぷか

　あー、気持ちいい。

「これはこれでいいかも」

「日差しもプールの中だと気持ちいいです」

「ただ浮いてるだけなのも楽しいものですね」

「まあ、お姉ちゃんの場合はおっぱいで浮いてるみたいだけどね」

「もう！　セイラ！」

「クスクス」

　まあ、そんな冗じよう談だんも交わしつつ。

　上手うまく男子からの視線とかをガードしながら、授業の時間も半分を過ぎた頃ころ。




「はい、それじゃあ25メートルのタイム計るから、出席番号順に端はしのレーンに来てちょうだい」




「……!?」

　と、本日二度目の大ピンチがやってきた。

「水泳のテストですか、キララさんとセイラさんはどのくらい……あっ」

　サキが何気なく尋たずねてくるが、お姉ちゃんの暗ーく沈しずんだ顔を見て察したようだ。

「実は私、泳ぐのも苦手で……」

「キララさんって意外と弱点多いですよね」

「ウッ！」

「あ、スミマセン。悪気はなかったのですが」

　サキは慌あわててフォローする。

「少しくらい不得手なことがある方がカワイイと思いますよ」

「まあ、そういう話は置いといて」

　私は置いといてとジェスチャーする。

「お姉ちゃんって25メートルいけたっけ？」

「……ギリギリ」

「その水着でも大だい丈じよう夫ぶ？」

「……たぶん、ちょっと食い込むけど動けるから」

　ホントに大丈夫かなぁ？

　とは思っても、お姉ちゃんはテストを受けるつもりのようだ。







　で。

「次、夏目キララさん」

「はい！」

　先生に呼ばれて、お姉ちゃんはプール脇のハシゴから水の中に入る。

　飛び込みできる人は飛び込み台を使うけど、お姉ちゃんは当然できない。

「お姉ちゃん、無理しないでよ」

　順番が次の私は飛び込み台の後ろに並びながら、お姉ちゃんの後頭部に声をかける。

　お姉ちゃんは一いつ瞬しゆん振ふり返って頷うなずき、再び前を向く。

「好きなタイミングで始めていいぞー」

「はい！」

　先生に返事をしたあと、お姉ちゃんは深呼吸をしてから壁かべを蹴けってスタートした。

　ううーん、ぎこちない。

　まさかあれも胸が邪じや魔までとか言わないよね？

　いや、大きくなる前からあんな感じだったっけ。

　しかし、過去の記き憶おく分を差し引いても、今日は特にぎこちない気がする。

　やっぱり水着が小さいから……って、お姉ちゃん何してんの？

「～～～」

　ばしゃっばちゃっばちゃっ

　それまでいちおう泳げていたお姉ちゃんのフォームが急に乱れ始めた。

　あれって……もしかして、水着がズレて、泳ぎながらそれを直そうとしてる？

　って、そんなの普ふ通つうに立って直せばいいじゃん！

　テスト中だからって何で泳ぐのやめないかな!?

　それで溺おぼれそうになってたら世話ないっての！

「……もう！」

　だから今日は休んどけって言ったのに！

　私は順番を待たず、すぐにプールに飛び込んで泳ぎだした。

　お姉ちゃんはたいした距きよ離り泳いでなかったので、ゴール地点で待っていた先生より早く辿たどり着つく。

「お姉ちゃん！」

「セ、セイ、ラ」

「いいから落ち着いて、あと……」

　ここつま先伸のばせば足着くから。

　と、言いかけたところで──軽くパニクっていたお姉ちゃんの手が、私の水着の肩に伸びた。

　ズルッ

「～～～!?」

　今度は私がパニックになる番。

　水みず飛沫しぶきで隠かくれて見えなかったと思うけど、今思いっきりポロリッて～～～っ！

「もうっ……お姉ちゃんのバカーーー！」








エロマンガ先生の修しゆ羅ら場ば









「うぬぬぬぐぬぬぬぬおぉぉぉ～～～」

　二にノの木ぎさんが陽ひノの目め荘そうのエントランスでのたうち回っていた。

「二ノ木さん、どうしました？」

　放っておくこともできないので声をかける。

「ぬぐぐぐ……って、管理人さん」

　ようやく僕に気づいたようで、彼女はパチリと目を開けてこちらを見上げた。

「どうしたんですか？」

　僕は改めてもう一度尋ねる。

　まあ正直、二ノ木さんがこうなる理由は大体察しがつくのだけど。

「原げん稿こうが詰つまったの～」

　やっぱり。

「来月はコミケもあるから、早めにそっちにも取りかかりたいのにー」

「そういえば同人誌も出してるんでしたっけ」

「そうなの～」

「……ちなみに２日目と３日目どっちなんですか？」

「その年の気分による～」

　喋しやべりながら二ノ木さんは体を左右にゴロンゴロンする。

　内側で煮に詰つまったパトスを少しでも発散しているのだろうが……その、胸がスゴい揺ゆれ方してるので、できればやめて欲しい。

「も～～……あっ、そうだ」

　その時、二ノ木さんがピンと来た顔をした。

　あれ？　嫌いやな予感が。

「スミマセン。僕ちょっと用事を思い出し……」

「管理人さん！　また少し私の仕事手伝ってくれない!?」

　やっぱりその２。

　二ノ木さんはガバッと起き上がって僕の両手を摑つかみ、「お願い？」とキラキラした目で頼たのんでくる。

「わ、分かりました」

「わーい！　ありがとう管理人さん！」

「うわわっ！　抱だきつかないでください！」

　僕が二ノ木さんに抱きつかれて慌てていると、ふと傍そばでガチャリとドアが開く音がした。

「……あ」

「あ～シリン！　ちょうどいいや、シリンも手伝って！」

「え？　え？　何ですか？」

　というわけで、狩かり野やさんもこの件に巻き込まれることになった。







　２０１号室。二ノ木さんの部屋。

「ほらほら、ふたりとももっと顔寄せて」

「……」

「……」

　僕と狩野さんは二ノ木さんに言われ、ベッドの上で彼女の指定したポーズを取らされていた。

　この前の取材もそうだが、彼女は案外資料を重視するタイプだ。

　さらに頭の中で構図を描えがくより、具体的に目の前に題材がある方が筆が進むタイプでもあるらしい。

　さすがに服を脱ぬぐのは断わったけど。

　あとやるのはポーズまでで、実際に触さわったりとかはもちろんしない。

　なので、ギリギリ健全の範はん囲いでの協力ではあるのだけど……。

「あっ、スミマセン狩野さん」

「い、いえ……」

　僕は今、ベッドの上で狩野さんを押し倒たおしていた。

　もちろんあくまで漫まん画がのためのポーズだ。

　しかし、やはり不健全な絵面である。

「あの、大丈夫ですか？」

「は、はい。管理人さんも、腕うでツラくないですか？」

「いえ、僕は平気で……」

　お互たがい喋るのもぎこちない。

　いや、もう、だって……顔が近いのだ。

　触ふれないようにしているが、全身も密着寸前だし……。

「はぁ……はぁ……」

　頰ほおにかかる狩野さんの吐と息いきもくすぐったい。

　彼女の顔はもうさっきからずっと真っ赤だ。

　男性に免めん疫えきがないのだろうが、そうでなくたってこれは恥はずかしい。

　僕も結構恥ずかしいし。

「うーん、管理人さんもうちょっとこうガバーッて、女の子のこと押し倒してる肉食系な感じ出せない？」

「無茶言わないでください……」

「確かに管理人さんって草食系っぽいしねー」

「そう思っといてください」

「まあ草食系が一番危ないってのも定番だけど」

　二ノ木さんはコロコロ笑いつつ筆を進める。

「シリン脚あし開いてー」

「はい……」

「管理人さん、シリンの腰こし抱だいてー」

「はい……」

「シリン、ちょっとでいいから裾すそまくってくれない？」

「えぇ……こ、これくらいなら」

「いいよいいよー。次管理人さん、もーちょっと腰下げてくれない？」

「う……こ、こうですか？」

「うんうん。じゃあ、ふたりともベロチューいってみよー」

「「しません！」」

「ちぇー」

　たまに要求が上うわ振ぶれするから油断ならない……。

　一線を越こえるお願いは断わっているとはいえ、そこはやはりエロマンガの資料……服を着たままでも結構際きわどいポーズもある。

　しかもお互いに体重を預けられない所せ為いで、ポーズの維い持じにも体力を使う。

　おかげでそろそろ腕がプルプルと攣つりそうだ。

「はぁ、はぁ……」

　狩野さんもさっきより息が上がっているし。

　無理なポーズで疲つかれたのか、額に汗あせが浮うかんでいる。

　頰も上気して朱しゆに染まっていた。

　そして、やってることはエロマンガに使うポーズなわけで……。

　あくまでポーズなんだけど……いや、その……。

　……あまり雰ふん囲い気きに流されて変な気分にならないようにしないと。

「よーし、これなら何とかなりそう！　ありがとーふたりともー！　今度奢おごるから、脱だつ稿こうしたら一いつ緒しよに吞のみましょ」

「はぁ、はぁ……はい」

　なんだか気疲れも相まって、最後は余計に疲れてしまった。

　腕もさっきより攣りそうだし。

「お疲れ様でした狩野さん」

「いえ、管理人さんも」

　狩野さんも僕と似たような状態でベッドでグッタリとしていた。

「さて、それじゃあ僕はそろそろ夕飯の準備に……っと！」

　ベッドから立ち上がろうとして、僕は疲れの所為かうっかり脚を滑すべらせてしまった。

「えっ、きゃ！」

「うわっ！」

　そのままでは狩野さんの上に倒れてしまいそうだったので、僕は咄とつ嗟さに自分の体重を支えようと手を伸のばす。

「「……！」」

　が、次の瞬しゆん間かん僕と狩野さんは同時に固まった。

　なぜなら僕の手が──彼女の胸を摑んでしまっていたからだ。

「おおー！　いいねそのハプニング乳揉もみ！」

　硬こう直ちよくする僕らとは正反対に、盛り上がる二ノ木さん。

「ちょうどいいから、ふたりともしばらくそのままでいてくんない？　スケッチするから」

「「しないでください！」」

　僕と狩野さんの息の合ったツッコミが、陽ノ目荘中にこだました。








かしましテスト勉強会









　もうすぐ夏休み前の期末テストだ。

「テストなんてなくなればいいのに」

　私がそう呟つぶやくと、お姉ちゃんがふぅとため息をつく。

「セイラのそれ、毎月聞いてる気がするわ」

「毎月は言ってないもん」

「この前も宿題なんてなくなればいいのにって言ってたでしょう？」

「宿題とテストは違ちがうもん」

「ならどっちかだけならやる？」

「どっちもヤダ～」

「駄だ々だこねてないで早く勉強しなさい」

「ヤダ～」

　私がテーブルの下で足をバタバタさせると、話を聞いていたサキがクスクスと笑う。

「おふたりとも、相変わらず仲がいいですね」

　今日はウチのリビングで、三人一緒の勉強会。

　サキは私が誘さそったのだけど、よくよく考えたら彼女もお姉ちゃんと同じ優等生組。

　三人の中で私だけテストにヒィヒィ言っていることが分かり、絶賛ふて腐くされ中というわけである。

「大体さー、数学とか古典とか何で勉強するわけ？　いらなくない？」

「そういうことはやったあとで言いなさい」

「だからやりたくないんだってー」

「怠なまける言い訳に耳は貸しません」

「ブー」

　私が唇くちびるを尖とがらせても、お姉ちゃんはツーンとしている。

　そうしている間も問題集を解く手は止まらないのだから、勉強マシーンかと心の中でツッコミを入れる。

「サキはどう思うー勉強ー？」

「ええと、勉強はいらないという話ですか？」

「そうそう」
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「サキさん、妹の無む駄だ話に付き合わなくて結構ですよ」

「ちょっと雑談するくらいいいじゃーん」

「もう三十分は手が止まってるわよ」

「休きゆう憩けい中なんです～」

「まだ始めてから一時間も経たってないけど？」

「えーんサキーお姉ちゃんが冷れい酷こくな勉強マシーンだよー」

　私が泣きつくと、サキはあらあらと頭を撫なでてくれる。やさしい。

「でも、私も勉強はした方がいいと思いますよ？」

「えぇー、サキまでそんなこと言うのー」

「知らないことを知るのは大事ですし。それに」

「それに？」

「期末テストで赤点取ると夏休みに補講がありますよ」

「……」

　私は無言でシャーペンを持ち直して問題集に向き直った。

　けど、二十分くらいで再びダウン。

「うぅ～！　日本の義務教育は間ま違ちがってる～」

「世の中の勉強がしたくてもできない子供たちに謝りなさい」

「マジメか！」

　お姉ちゃんってホントそういうの分かってくれないんだから！

「そりゃ勉強が大事ってことくらい私も分かってるよ！」

「じゃあ何が不満なの？」

「不満っていうかさ～、ほら、大事かどうかとは別にさ、単純にこうツラいというか、私には向いてないっていうか」

「ワガママ言ってないで早くしなさい」

「だからバッサリしすぎ！」

　いい加減泣くぞこんにゃろう。

「……てかさ、赤点取ったからって補講って何なの？　それ必要？」

「その愚ぐ痴ち、まだ続くの？」

　わー、お姉ちゃん興味なさそー。

「そりゃ勉強できる人はいいですよねー、関係ないもん」

「世の中の」

「世の中の話はもう分かったって！　お姉ちゃんさっきから何でそんな世界を意識してるの!?」

「そう言っておけば面めん倒どうがないかなって」

「打算かよ！　っていうか面倒って！　面倒って！」

「……だってセイラの話に付き合っても、私の勉強は終わらないもの」

　うわー正論ー。

「てか毎日あれだけ勉強してて、まだ勉強し足りないとことかあるの？」

「ないけど？」

「ないんかい！」

「ないけど、復習は大事よ」

「ぐえぇー」

　正論で耳をタコ殴なぐりにされてノックダウン寸前。

「あーもう！　ユイたちと勉強会すればよかったー！」

「ユイさん勉強得意なの？」

「たぶん違うけどさー」

　そうじゃなくて、きっとユイなら私の愚痴にもうんうん頷うなずいてくれたと思う。

「要するにね、お姉ちゃん！　私はもっとさ、中学生らしいっていうか、もっと意味ない愚痴とか言いながら和気藹あい々あいとした勉強会がしたいわけ！」

「……勉強会って勉強する会じゃないの？」

「そうだけど！　そうじゃなくて！　伝わんないかなこのニュアンス!?」

　私がウガーッと吼ほえていると、またサキがクスッと笑う。

「要するに、楽しくお勉強会したいってことですよね？」

「そう！　サキ正解！」

　私は思わずサキをビシッと指差して叫さけぶ。

「私はお姉ちゃんみたいなマシーンじゃないんだから、黙もく々もくカリカリと問題集ばっかり解いてらんないの！　遊びと潤うるおいが欲しいの！　あとお菓か子し！」

　ようやく言いたいことが言えた私は絶ぜつ叫きようして立ち上がる。

「てなわけでコンビニ行こッ！　コンビニでジュース買ってお菓子買って、あとついでに今日発売の雑誌も買おう！」

「……はあ、もう分かりました」

　お姉ちゃんはやれやれといった感じで、ようやく問題集を閉じてくれる。

　ああもう、やっとお姉ちゃんが分かってくれたよぉ。

　まさか勉強会って言って、本当に集まってすぐ問題集解き始めるとは思わなかったし。

「お姉ちゃんがマジメだと妹も苦労するよ」

「逆じゃない？」

　私のしみじみとした呟きに、お姉ちゃんは不満そうに首を傾かしげる。

　まあそれはさておき、私たちはお財さい布ふを摑つかんで玄げん関かんで靴くつを履はく。

「ところでお菓子はいいですけど、雑誌は買うのダメですからね」

「えぇ何でー!?」

「だってセイラ勉強そっちのけで読んじゃうでしょ」

「けど今週は夏特集なんだよ？　今年の夏服とか見たいじゃーん」

「おふたりは夏の予定とかあるんですか？」

「私はお父さんと夏のあばんちゅーるします」

「……って、お姉ちゃん絶対意味分かってないでしょ！」

　そんなツッコミと雑談をしつつ、私たち三人はコンビニへ向かって歩き始めたのだった。








みんなでプール









　もう夏だ。

　今年も暑い。

　……いや、本当に暑すぎる。

　日本の夏はどうなってしまったんだ。

　これも毎年言っている気がする。

　まあ、とにかく暑い。

「パパ。プール行こうプール」

　夏休みに入ったばかりの娘むすめがそうねだるのも無理からぬことだった。

「え？　プール？　あたしも行きたーい」

　さらに話を聞きつけた二にノの木ぎさんが「あたしもあたしも」と言い始めたので、こうなったらもう陽ひノの目め荘そうの皆みんなで行こうという話になった。







　というわけで、みんなで井い頭がしら公園一万人プールにやってきた。

　子供の頃ころは、夏になると毎年両親にここに連れてきてもらっていた。

　ウォータースライダーや流れるプールなど、ひと通りの物が揃そろっている。

　ちょっとした遠出になったけど、せっかくだしいいだろう。

「それにしても、ここも懐なつかしいなぁ」

　僕は更こう衣い室しつを出たところで皆を待ちながら、ノスタルジックな気分に浸ひたる。

　前に来たのは10年以上前……少し変わったところもあるようだが、ここから見える波のプールとか本当に懐かしい。

　いつも最初はあの波のプールで遊んでたな。

　その次はウォータースライダーに行って、流れるプールを浮うき輪わで一周して……。

「パパー」

「お父さーん」

「ん？」

　娘たちの声が聞こえて、僕は物思いに耽ふけるのを一時中断する。

「お父さん、どうですかこの水着？　セイラに選んでもらったんですけど」

　そう言ってキララはこの前セイラと一いつ緒しよに買ってきた水着を見せてくる。

　ホルターネックの花はな柄がらビキニだ。

　とてもカワイイ水着なのだけれど。

　胸が……。

　中学生らしからぬ娘の胸が、カワイイ水着をドセクシー水着に変えている。

「うん、とても似合ってるよ。でも、誰だれかに声をかけられても絶対ついていかないようにね？　特に男の人には」

「……？」

　僕にいきなり注意され、キララは小首を傾げる。

「ちょっとパパ、私は？」

　と、今度はセイラが僕に声をかけてくる。

　こちらの水着はスカートつきのフリルビキニ。

　スカートは花柄で、キララとちょっとお揃いになっている。

「うん。セイラもセイラらしくて、カワイく似合ってると思うよ」

「……ん！　さすが私！」

　僕の褒ほめ言葉に、セイラは満足げに頷く。

　実際、親の贔ひい屓き目めなしにふたりともスゴくカワイイ。

　キララだけでなく、セイラもナンパとかされないように、僕がしっかり目を光らせておかないと……！

　そうこうしている内に、二ノ木さんたちも水着に着き替がえて現れた。

　二ノ木さんはクロスデザインのビキニ。

　狩かり野やさんはレトロ柄なワンピース。

　サキさんはシンプルなタンキニ。手には浮き輪。

「ほーい、お待たせー」

「あ……お待たせ、しました」

　堂々とした二ノ木さんと狩野さんはいかにも対照的な印象。

　特に二ノ木さんはまあ……いろいろとめだつので、とても注目を集めた。

　あと僕も、いくらかの恨うらみがましい視線と、多少「ん？」という視線を送られる。

　まあ、こうも年ねん齢れい層そうがバラバラな異性に囲まれるアラサー男って、どういうポジションの人間なのか分かりづらいからだと思う。

　女子寮りようの管理人、って発想はなかなか出てこないだろうし。

「二ノ木さんと狩野さんはどうしますか？　娘とサキさんは僕が見ておきますから、おふたりは好きに遊んできていただいても大だい丈じよう夫ぶですが」

「えぇー、最初はあたしたちとも一緒に遊びましょうよ。ね、シリン？」

「あ……はい。私も、それで」

　狩野さんは小さな声で頷く。

　さっきからちょっと二ノ木さんの後ろに隠かくれ気味だ。

　男の僕の前で水着なのが恥はずかしいのかもしれない。

　僕はなるべく彼女をジロジロ見ないように心こころ掛がける。

「じゃあ、とりあえず皆でプール行きましょうか」

　いつまでも更衣室の出入り口でたむろっているのも迷めい惑わくだ。

　あとプールサイドは暑い。

　早く水の中に入りたい。

　それはみんな同じ気持ちだったようで、僕らは早さつ速そく移動を始めた。

　最初に行くのはやっぱり一番近くの波のプール。

　名前の通り、プールの奥から波が来るプールだ。

　入いり江えの辺りなら波も低くなっているが、奥に進むほど波が高くなる。

　さらに奥に行くとプールも深くなるので、ちょっと遊ぶ時には注意が必要だ。

「キャッ！」

　波の水みず飛沫しぶきを浴びて、セイラが楽しそうに悲鳴を上げる。

「冷たいの気持ちイー」

「そうですねー」

「ほらっ、サキ！」

「キャッ！　もうっ、やりましたね！」

　セイラはサキさんと水を掛け合い、笑い合っている。

　一方、キララは僕の隣となりで、慎しん重ちように波のプールに入ろうとしていた。

「お、お父さん、手を離はなさないでくださいね」

「大丈夫だよ。離さないから」

「絶対、絶対ですよ？」

　キララは念に念を押してくる。

　どうやら波が怖こわいらしい。

　まだたいした高さではないのだが、キララはすでに少し腰こしが引けている。

「キララ、もっとシャンと立たないと逆に転んじゃうよ？」

「で、でも……」

　なんて言ってたら、ちょっと強めの波が来た。

「わっ、わっ、波が……キャッ！　お父さん！」

　案の定キララは足を取られ、慌あわてて僕の腕うでにしがみつく。

　……肘ひじに胸が当たってる。

　今年何度目かの娘の成長を実感。

「キララ、ほらしっかり立って」

「ダ、ダメです。怖いです！」

　波が来る度たびに、キララはさらに強くしがみつく。

　参ったな……。

　カップルの多い夏のプールでも、僕らの年齢差はやっぱりめだつ。

　かといってキララの手を離すわけにもいかない。

　僕としては通報されないのをただただ祈いのるのみだ。

「管理人さーん？」

「はい？　ぷはっ!?」

　二ノ木さんに呼ばれて振ふり返った途と端たん、顔に水をかけられた。

「アハハ、隙すきあり～」

　イタズラに成功した二ノ木さんはにんまりと笑う。

「せっかくプール入ったのに、こんな入り口で立ってるだけじゃ勿もつ体たいないわよ？」

「いやあ、でもキララがこの状態ですから」

「ん～？」

　二ノ木さんは小首を傾かしげたあと、またイタズラを思いついたように笑って。

「えーい！」

　と、僕ら親子に抱だきついてきた。

　そのまま体重をかけて、僕らを押し倒たおす。

「わっ、わっ！」

「キャアー！」

　バシャーン！

　プールの中に三人揃って倒れる。

「ぶはっ！」

　たいした深さでないので、すぐ手をついて顔を上げる。

「ぷはっ！」

　続いてキララも起き上がる。

[image: ]

「アハハハ」

　二ノ木さんはびしょ濡ぬれになった僕らを見て、また楽しそうに笑っている。

「……もうっ！　何するんですかぁ！」

　キララはちょっぴり怒おこった顔で、二ノ木さんに抗こう議ぎする。

「ゴメンゴメン。でも、波で転ぶのが怖いなら、いっそ自分から倒れちゃえばいいじゃない」

「何ですかそれぇ!?」

「だって、先に倒れちゃえばもう転ぶ心配もないでしょ？　ここはプールなんだから、立ってるのが怖いならいっそ座っちゃえばいいのよ」

「それはそうですけど」

「それに、こんな暑い日は頭から濡れちゃった方が気持ちいいじゃない」

「……むぅ」

　その通りだなと思ったのか、キララはそれ以上何も言わなかった。

　まあ確かに、地べたに座り込むのと違ちがい、水に体を半分浸つける感じで座るのは別にマナー違い反はんというわけでもない。

　周りにも浅いところで平泳ぎしている人や、浮うき輪わに乗って波に揺ゆられている人たちもいる。

　何なら水に体を浮かせて、顔だけ水の上に出して仰あお向むけに寝ねる感じにしても気持ちがよさそうだ。

「ねぇねぇキララちゃん」

「はい？」

　座って水の中で手を遊ばせていたキララは、二ノ木さんに再び話しかけられて顔を上げた。

「実は物は相談なんだけどさ」

「何でしょうか？」

「今度スク水着たとこスケッチさせてくれない？」

「ブフゥ!?」

　横で話を聞いていた僕は思わず噴ふき出す。

　一方、彼女の仕事を知らないキララは小首を傾げた。

「スケッチ、ですか？　何のために……」

「仕事の資料でね、ちょっと欲しくて」

「はあ、お仕事ですか？　そういえば二ノ木さんって、何のお仕事を……」

「二ノ木さん！」

　驚おどろきから立ち直った僕は、そこでふたりの話に割って入る。

「ウチの娘むすめに変なこと頼たのまないでください！」

「えぇー、じゃあスク水だけ描かくから。顔とかは描かないからー」

「そんなのもう自分でスク水買ってくださいよ！」

「え？　それであたしに着ろと？　そして鏡見ながら描けと？」

「いや、そこまでは言いませんけど……」

「けど実際に人が着ないと陰いん影えいとか細かい質感とかどうなるか分からないし」

「マネキン買って着せるとか……」

「マネキン高ーい。あと部屋に置く場所ない」







　二ノ木さんを諦あきらめさせるのには骨が折れた……。

　いや、うん……正直、僕が協力する分にはいいのだけど、娘をモデルにされるのは流石さすがに躊躇ためらいを覚えるというか、何というか……。

　今回はとりあえず、夏のコミケの売り子を僕が手伝うということで妥だ協きようしてもらった。

　というか、二ノ木さんの次の漫まん画がはスク水が出るのか……。

　これも夏か。

　……いや、エロマンガだとあんまり季節関係なくスク水は出るか？

　まあそれはそれとして。

「パパ、次ウォータースライダー行きたい」

　と、波のプールに飽あきたセイラがそう言ったので、僕らはウォータースライダーに行くことにした。

　最初は波のプールからも見える、グネグネとカーブしたウォータースライダーへ行こうとしたのだが──

「あれ？」

　──移動の途と中ちゆうで、最初のとは別のウォータースライダーを発見する。

　そちらは直線の坂をまっすぐに滑すべるタイプで、一切カーブがない。

　その代わりにスピードが出て爽そう快かい感かんのあるウォータースライダーだった。

「こっちにもウォータースライダーありますね」

「うん……」

「どうしました、お父さん？」

「いや、これ昔からあったっけと思って」

　なにしろ前に来たのが10年以上前なので、少々記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　けど昔からあったなら印象に残っているだろうから、たぶん昔はなかったのだろう。

　まあ、いつからあったかはどうでもいいか。

「どっち滑りたい？」

　直線の方とカーブのある方。

　僕は娘たちにどちらがいいか尋たずねる。

「私はこっち！」

　セイラが真っ先に直線スライダーを指す。

「う……私はちょっと怖いので遠えん慮りよします」

　キララはそう言って辞退する。

　娘たちで意見が分かれてしまった。

　ふたりから目を離したくないのだけど……どうしよう？

　と、そこで狩野さんが小さく手を上げる。

「私もウォータースライダーはいいので、キララちゃんと下で待ってます」

「そうですか？　じゃあ、お願いします」

「はい」

　というわけで、一いつ旦たんキララは狩野さんにお任せすることにした。

　彼女たちが直線スライダー脇わきの階段を降りていくのを見届けながら、残る四人で列に並ぶ。

「これ滑った時に水着ズレたらどうしようかしら？」

　暇ひまなのか、二ノ木さんが自分のビキニの紐ひもを引っ張りながら唐とう突とつに言う。

「手で押さえておきましょうよ」

「けどこういうのってバンザイして滑りたくない？」

「いやいや、やめておきましょう」

「それに漫画なら脱ぬげるのがお約束じゃない？」

「漫画ならそうですけど……」

「まあエロマンガなら、滑った勢いでハプニング挿そう入にゆうとかアクロバティックな展開もあるけど」

「それこそ絶対ないですから！」

「そう？」

「……ていうかパパたちは何の話してるのよ!?」

　セイラのツッコミ。

「公共の場でぬ、脱げるとか、エ、エ……マンガとか、そんな単語出さないでよね！　非常識！」

　……はっ！　気づけばペースに乗せられて、公共の場でなんて話題を。

「ゴメン、セイラ」

「ごめんなさい」

　中学生の娘に怒られ、大人組は揃そろって頭を下げる。

　それを見てサキさんはクスクスと笑っていた。

「もう……！」

　セイラはまだ怒っているようで、腕うで組ぐみしてそっぽを向く。

「ゴメンねセイラ。お父さんが悪かったよ」

「ていうか、今の水着って結構作りがしっかりしてるんだから、そう簡単に脱げるわけないでしょ？」

「あ、そうなんだ」

「そうなの。なのに外で変な話して」

「いやホント、ゴメンって」

　僕が平謝りし続けると、ようやくセイラはこっちを見てくれた。

「反省してる？」

「してるしてる」

「……じゃあ」

「ん？」

「このスライダー、私と一いつ緒しよに滑ってよ」

「一緒に、って？」

「だ、だから、こう後ろから抱だっこ……とかしてさ、あ、あるでしょそういうの！」

　セイラは早口に力説する。

「……」

　まあ、小さい子供を親が抱っこして滑るのは普ふ通つうにある光景か。

　けどそれをセイラがねだるなんて、ちょっと予想外。

　最近は反はん抗こう期きに入ったと思っていたし……こうして昔みたいに甘えてもらえると、なんだかちょっと嬉うれしくなってしまう。

　と、そこで話を聞いていた二ノ木さんが「まあ！」と口に手を当てて驚く。

「まさかセイラちゃん……後ろから抱っこしてもらって、幻まぼろしのエロマンガハプニングを実じつ践せんしようと」

「……ッ！　ンなわけあるかー！　このエロ女！」

　セイラ、今度はキレる。

　いや、今のは二ノ木さんが悪いと思うけど。

「そ、そんなのあり得ないし、お姉ちゃんじゃないんだから……！」

　セイラは真っ赤な顔でブツブツと呟つぶやく。

　それはそれとして、気づいたら列も進み、僕らの番となっていた。

　約束通り、僕はセイラと一緒に滑ろうとしたが──係員に止められた。

「スミマセン。直線スライダーは親子でも一緒に滑るのは禁止なんです、危険なので」

「あ、はい」

「……」

　それを聞いたセイラは、とてもショボンとした顔をしていた。







　そんなこんなもあって。

　その後も流れるプールで浮き輪に乗って遊んだりしている内に、気がつけば午後になっていた。

「そろそろお昼にしましょうか」

　ちょっと遅おそくなったが、僕らはプールから上がって『陽ひだまり亭てい』というプールサイドのレストランに移動する。

　お昼時をはずしたのが逆に幸いし、六人でも無事席に座れた。

「じゃあ、何か買ってくるから、食べたい物は？」

「私アメリカンドッグとかき氷」

「私はたこやきで」

「了りよう解かい」

　僕は娘たちのリクエストに頷うなずく。

　さらに二ノ木さんたちの分の注文も聞くが……さすがに僕ひとりで全員分運ぶのは無理そうな量になった。

「スミマセン。二ノ木さんか狩野さん、運ぶの手伝ってもらえますか？」

「あ、じゃあ私が」

「狩野さん、お願いします」

「あたしはここで皆みんなのこと見とくよ」

　席を二ノ木さんたちに任せ、僕と狩野さんは『陽だまり亭』の注文カウンターへと向かう。

「ちょっと並びそうですね」

「はい」

　まあ、ピーク時よりはマシだと思っておこう。

　僕と狩野さんは列に並び、順番を待つ。

「……」

「……」

　少しの沈ちん黙もく。

　どうしようか、ちょっと狩野さんのテンションがいつもより低い。

　元から静かな人だけれど、いつもよりさらにという感じだ。

　基本的にインドアが好きな人だし、もしかしたら今日は無理やり付き合わせてしまったのかもしれない。

　そうなるとますます気を遣つかいたくなるのだが、さて何を話題にしたものか……。

　そんな風に、僕が雑談のネタに頭を悩なやませていると。

「あの、管理人さん」

　意外にも狩野さんの方から、ふと僕に話しかけてきた。

「はい。何ですか？」

「その…………」

「？」

　何だろう、言いづらいことなんだろうか？

「あの」

　その時、伏ふし目め勝がちだった狩野さんが、チラリと僕の顔を前まえ髪がみの隙すき間まから見上げる。

　何かを頑がん張ばって話そうとする表情は、ちょっと頰ほおが赤らんでいて、瞳ひとみも少し潤うるんで見えた。

　そうして、彼女は恥はずかしがりながら、何かを決意するように僕を見て──口を開いた。

「この後、ふたりで一緒に抜ぬけ出せませんか？」

「……え？」








パパのデート？









　──「この後、ふたりで一緒に抜け出せませんか？」




「……!?」

　その声が聞こえて、私は思わず立ち止まった。

　今のって……シリンさん？

　ふたりはお昼の注文のためにカウンターに並んでいる。

　追加で焼きそばも頼たのもうと思ったら……トンデモナイ場面に出くわしてしまった。

「……ん？」

「やばっ!?」

　パパが振ふり向きかけたので、私は慌あわてて物もの陰かげに身を隠かくした。

　思わず隠れちゃった……。

　え？　ていうか、どゆこと？

　何でシリンさんがパパを？

　抜け出すって……何しに？

「……」

　ふたりきりで誘さそうってことは、私たちには秘密でってことだよね？

　シリンさんも大学生……大人だ。

　大人がふたりきりで抜け出してすることって……。

「～～～」

　変な想像をしてしまって、私は慌ててその妄もう想そうを打ち消し、席に戻もどった。







　けど違うとしたら、抜け出す理由は何？

「……」

　全然分からない。

　もしかして私の知らないところで、あのふたりの間に何かあったの？

　いくら親子だからって、二十四時間一緒にいるわけじゃない。

　それにシリンさんは大学生だから、中学生の私とは生活リズムが違う。

　それでパパは昼間もずっと陽ひノの目め荘そうにいるわけで……。

　ふたりの仲がいつの間にか進展してても、私には知りようがない。

「むぅ～～」

　昼食を終えた皆は流れるプールでのんびりしていた。

　私はサキから借りた浮うき輪わでプカプカ浮きながら、パパの様子を観察している。

　今パパはお姉ちゃんと遊んでいる。

　傍はた目めにはいつものパパだけど……。

　よく見ると時計を気にしてるようにも見える。

　まさか本当にシリンさんと抜け出すつもり？

　あの時つい隠れてしまったから、ふたりの会話の後半は聞こえなかった。

　だからパパがシリンさんの誘いに何て答えたのか私は知らない。

　でも、彼女の誘いを受けていたとしたら。

　どういうつもりでＯＫしたんだろう……？

　パパだってまだギリギリ二十代だ。

　十分若い。

　むしろ年ねん齢れい的てきにはこれからが男盛ざかり？

　それこそ同じ寮りように住む女の人と間ま違ちがいがあっても不思議じゃ……！

「セイラ？」

「うわあ!?」

　突とつ然ぜん声をかけられ、私は驚おどろいて浮き輪の上からひっくり返った。

　ドボンッとプールに落ちて、一いつ瞬しゆん上下が分からず混乱する。

「……ぷはっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　何とか水面から顔を出した私を先さき程ほどの声の主──お姉ちゃんが心配そうに見つめていた。

「もっ、もう！　急に声かけないでよ」

「ごめんなさい。でもセイラが変な方に流されてたから」

「え？」

　言われて気づいた。

　考え事をしている内に随ずい分ぶんとパパたちから離はなれていた。

　お姉ちゃんは私を心配して追いかけてきてくれたようだ。

「あー、ごめん。ボーッとしてたみたい……」

　私はお姉ちゃんに謝りながら──もう一個の事実に気づく。

　ツヅラさんとサキのいる辺りに……パパがいない。あとシリンさんも。

「あれ!?　パパどこ行ったの？」

「……あら？」

　私の言葉でお姉ちゃんもパパの不在に気づき、周囲をキョロキョロと見み渡わたす。

「とりあえず、ツヅラさんに訊きいてみましょう」

「うん」

　私たちは一度ツヅラさんのところに戻る。

「ツヅラさん、お父さんはどこ行ったんですか？」

「んー？　ちょっとぶらっとしてくるから、その間キララちゃんたちのこと、あたしに見ててって言ってたよ」

「そうですか」

「……！」

　お姉ちゃんは納得したように頷いたが、私はむしろ慌てる。

「あ、あの、シリンさんは？」

「うん？　あれ？　そういやいないな。まあ、シリンも子供じゃないし、その辺にいるでしょ」

　軽ッ！

　いや、普ふ通つうか。

　私たち中学生と違って、シリンさんはそんな心配されるような年齢じゃない。

　私だってさっきの会話を聞いてなかったら、こんなに気になってない。

「セイラ、どうかしたの？」

「お姉ちゃん……」

　耐たえきれなくなった私は、お姉ちゃんに洗いざらい全部話した。

　話を聞いている内に、お姉ちゃんの目はドンドンマジになっていって……。

「今すぐお父さんたちを追いましょう！」

　そう言うや否いなや、即そく座ざにプールから飛び出した。

「おもしろそうね。あたしもついていくわ」

　ツヅラさんもおもしろがってプールから出る。

「サキはどうする？」

「ひとりで残るのもツマラナイですし、皆みなさんにお供します」

　というわけで、私たち四人はどこかへ行ったパパとシリンさんを捜さがしてプールサイドを移動した。

「あ！　あっちです！」

「！」

　お姉ちゃんの指差した先は階段の上だった。

　パパの背中が見えたけど、すぐに人ごみに隠れてしまう。

　私は急いであとを追おうとするけど。

「セイラ、プールサイドは走らない」

「でもお姉ちゃん！」

「急ぎたいのは山々ですが、走るのはダメです。競歩で行きますよ、競歩で！」

「競歩とかダサーい！」

　と言いつつ、私もお姉ちゃんと並んでせかせかと歩く。

　階段をのぼると波のプールの辺りに出る。

　ほかにもちびっこ用プールとかあるけど……。

「……いない！」

「……いませんね」

　パパもシリンさんもこの近くにいない。

　けど階段の上にあるプールは限られているし、ほかにどこへ……。

「外出たンじゃないの？」

「「あ！」」

　あとから追いついてきたツヅラさんのひと言に、私もお姉ちゃんもハッとして、更こう衣い室しつの方を振り向く。

　確かにふたりきりで密会するなら外だ！

「お姉ちゃん！」

「セイラ！」

　私たちは急いで更衣室に入って水着から着き替がえる。

　いちおう着替えながら辺りを見回したけど、シリンさんは見つからなかった。

　それからなるだけ早く外に出たものの……やっぱり出で遅おくれたロスが大きくて、完全にパパたちを見失ってしまう。

　仕方なく、私たちはテキトーにプールのある井い頭がしら公園を捜し回るけど。

「あーもう！　この公園広いし！」

　しかも私たちは来たの初めてだから、どこに何があるか全然分からないし！

　ていうか夏ッ！

　暑い！　走ると余計に暑い！

　プールでせっかく涼すずんでたのに、汗あせだくでもう台無しだし！

「そしてお姉ちゃん遅ッ！」

「はぁ、はぁ……待って～セイラ～」

　お姉ちゃんもヨロヨロだ。

　運動が苦手でもないハズなんだけど、この夏の日差しの下走り回るのはやっぱりキツかったらしい。

　サキも少し遅れ気味だけど、あれはお姉ちゃんを待っているみたいだ。

「ていうか、ツヅラさんは案外余よ裕ゆうでついてきてるね」

「普ふ段だんが屋内仕事だからねー。逆に健康に気を遣つかって運動してるのよ」

「へぇー、ちなみに聞きそびれてたけどツヅラさんの仕事って……」

　その時、「わああああ！」という歓かん声せいが公園のどこかから上がった。

「え？　何？」

　私は驚いて周囲をキョロキョロする。

「あっちから聞こえるね」

「何かのイベント？」

「もしかしたらふたりもいるかもしれないし、行ってみましょ」

「ぜぃ、ぜぃ……」

「もー、お姉ちゃんしっかり！」

　バテバテのお姉ちゃんの手を引っ張るようにして、私たちは歓声のした方角へ向かう。

　そこで私たちが見たのは……。

　長方形の舞ぶ台たい。

　その前に並んだ観客席。

「みんなー！　今日も仁義切ってるー？」

　司会のお姉さん。

「ハーイ！」

　大盛り上がりの子供たちにその保護者。

　この光景は、私も小さい頃ころに見たことがある。

「これって……」

「『ゴクドウちゃんショー』と書いてありますね」

　サキが舞台の上にかかった看板を見ながら言う。

　そうだ、これってデパートの屋上とかでやってるヒーローショーだ。

「こんな公園とかでもやるんですね」

「場所によるんじゃない？」

　まあ、フェスとかも大きな公園でやるもんね。

「って！　こんなの見てる場合じゃないし！　早くパパ捜さないと！」

「まあ待ってよセイラちゃん」

「何ですか？」

「お姉さんが限界」

「……うぅ」

　いつの間にかお姉ちゃんは芝しば生ふの上にへたり込んでいた。

　汗もダラダラで、もう本当に立つのも厳しそう。

「うぅ～、そ、それじゃあ私とサキは先に行くから、ツヅラさんはお姉ちゃんのこと看みてて！」

「ダメダメ。管理人さんに皆みんなのこと見ててって頼たのまれてるんだから」

「でも」

「でもはナシナシ。ほら、休きゆう憩けいね。私はそこの自じ販はん機きでジュース買ってくるから」

「む～」

　すっかり話を纏まとめられてしまい、私は仕方なく芝生の上に腰こしを下ろす。

　そこは日ひ陰かげになっていて、休憩にはちょうどよかった。

「ご、ごめんなさいセイラ」

「いいから、お姉ちゃんは休んでって」

　ていうか、座ってみたら私もスゴい疲つかれてたっぽいし。

　闇やみ雲くもに走り回ったんだからそりゃそうか。

「……」

　パパとシリンさんはどこにいるんだろう？

　まさか公園の外には行ってないだろうけど。

　さすがに帰りの時間までには戻もどってくるつもりだったろうし。

　問題は、今何してるのかってことだけど……。

「わあああああ！」

　人の気も知らずにショーは盛り上がっている。

　昔は私もああいうのパパに連れて行ってもらったなぁ……。

「はい、セイラちゃん」

「あ、ありがとう、ございます」

　ツヅラさんが戻ってきて、私たちにジュースを配り、自分も芝生に座った。

「いやー暑い暑い。今プール戻ったら気持ちよさそうね」

「そうですね……」

　パパのことを考えていた私は、ついおざなりな返事をしてしまう。

　すると、ツヅラさんは軽く笑った。

「セイラちゃんってよっぽどお父さんのこと好きなんだねー」

「なっ!?」

　何急に変なこと言ってんのこの人!?

「そんなことないし！　ファザコンなのはお姉ちゃんだし！」

「そう？　セイラちゃんもスゴく必死に見えるけど？」

「気のせい！」

「ふーん」

　うぅー！　ニヤニヤされてるし！

「ふふっ、セイラったら……テレちゃって」

「お姉ちゃんはおとなしくくたばってて！」

「死んでないわよ……」

　お姉ちゃんの弱々しいツッコミは無視。

　ていうか、いきなり人のことファザコン扱あつかいしないで欲しいし！

　私はお姉ちゃんと違ちがってそんなんじゃないし。

　そりゃパパのことは嫌きらいじゃないけど……。

　匂においは好きだし……。

　でもでも！　私はそういうのじゃないんだから！

「けどセイラちゃんさ」

「何!?」

「仮にだけど、お父さんが誰だれかと再さい婚こんするってなったらどうするの？」

「……!?」

　パパが再婚。

　そりゃ何度か考えたことはあったけど……。

　こんな風に焦あせりを覚えたのは初めてだった。

　パパがシリンさんとどこかに行ってしまったから……？

　もし実際あのふたりがそうだったら。

　私は。

「……あ！　見つけました」

　その時、サキが突とつ然ぜん声を上げた。

　彼女が指差したのは、あの『ゴクドウちゃんショー』の観客席。

　そちらをよーく見てみると……子供の保護者たちに交じって、パパとシリンさんの後ろ姿が本当に見つかった。

　そういえばシリンさんの部屋に『ゴクドウちゃん』のフィギュアがあった気がする。

　もしかして……ふたりが抜ぬけ出したのってこれのため？

　なんか楽しそうだし。

「……ふ……ふ」

　私はペットボトルを置いてゆらりと立ち上がる。

　最初はフラフラと歩き始めたが……段々と本気ダッシュになり始めた。

　人が！

　こんなに！

　心配してるのに！

　なーにを暢のん気きにヒーローショーなんて見てるのよぉおおお！

「さあみんな！　一いつ緒しよに必殺技を叫さけんじゃおう！　せ～～～の！」

「ゴクドウちゃんキィィィィック!!」

　狙ねらったわけじゃないけど、ショーの掛かけ声とともに私の跳とび蹴げりがパパの背中に炸さく裂れつした。







「フーン、ショーを観みたいけどひとりじゃ心細いシリンさんに頼まれて、パパも一緒についていったと」

「……はい、そうです」

　芝生に正座したパパは頷うなずく。

　でもパパの前に仁王立ちした私はまだ腕うで組ぐみを解かない。

「なーんで私たちに秘密で行ったの？」

「あ、あのそれは私が頼んだの。いい歳とししてヒーローショー観に行くって言いづらかったから」

「……なるほど」

　シリンさんからの弁護に、一応私は頷く。

「ごめんねセイラ、それにキララも。心配かけたね」

「……まあ、分かってくれたらいいけどさ」

「うん。じゃあ、ショーも終わったからプールに戻ろうか。汗あせかいたろ？」




　それからまた私たちはプールに戻った。

　そのまま夕方まで遊んで、帰る時間になって。

　そんな時間になっても、私はまだちょっとモヤっとしていた。

　今回はただの勘かん違ちがいだったけど。

　もし本当にツヅラさんの言ったような日が来たら。

　私はどうしよう。

　……まぁ、パパはそういうの隠かくすのヘタだし、私たちに隠しもしないだろうから、今のところその心配はないんだと思うけど。

　いつの日か……。

　いつか……。

「……はぁ」

　遠い未来に対し物思いに耽ふける私は、車の窓から夏の真っ赤な夕暮れをボンヤリと眺ながめ続けた。








もしパパが









　気がついたら夏休みも結構過ぎていた。

　暑い日が続く中、私はボーッとしていた。

「……」

「セイラ。今日こそ宿題やっちゃいなさいね」

「……」

「いつも最終日まで残して大変なことになるのは自分なんだから」

「……」

「セイラ。聞いてるの？」

「聞いてなーい」

「聞いてるじゃないの」

　私に小言を言いながら洗せん濯たく物を畳たたんでいたお姉ちゃんは、呆あきれ顔でため息をついた。

「そう言うお姉ちゃんはどうなの？」

「私はとっくに終わらせてます」

「うわ、マジで？」

　いつも通りとはいえ、ホントよくやると思う。

　宿題なんてできるだけやりたくないのが当たり前なのに。

「まー、やらなきゃなのは分かってるんだけどさー」

「ならやっちゃいなさい」

「んー……」

　私は居間のテーブルの下で脚あしをパタパタさせる。

　そうしてやる気を充じゆう塡てんしようと試みるが……うん、ダメ。

「宿題をやるにはアイスが必要でーす」

「意味が分からないわ」

「お姉ちゃん買ってきてよー」

「嫌いやです」

「じゃー宿題やらなーい」

「コラ」

　怒おこられた。

　お姉ちゃんってたまにお母さんみたい。

　……お母さんかぁ。

「ねぇお姉ちゃん」

「なーに？　アイスなら買って来ないわよ」

「違ちがうし」

「じゃあ何？」

「あのさー……もし……」

　それを口にするのは、なんだかちょっと勇気がいった。

「もしさ、仮にだけど……今パパが結けつ婚こんするって言ったら、お姉ちゃんどうする？」

「……」

　私の質問に、お姉ちゃんは真顔になる。

　うわ、怖こわ……。

　その反応に若じやつ干かん引いている私の正面に、お姉ちゃんは座る。正座で。

「ついにその話をする日が来てしまったのねセイラ……」

「あ……えっと」

「来てしまったのね」

「あ、はい」

　返事しなきゃいけない奴やつだった。

「この話をするのはお姉ちゃんもツラいわ……」

「うん……」

「日本の現行法では一夫多妻は認められていないから……」

「うん？」

「妻の欄らんには私の名前を入れるけど、セイラもこれまで通り三人一いつ緒しよに……」

「ちょちょちょタイム」

「？」

　お姉ちゃんはキョトンとした顔をする。

　うん、その顔はこっちがしたいわ。

「何でお姉ちゃんとパパが結婚する話になってるの？」

「え？　だってお父さんが結婚するとしたら、私以外にあり得ないでしょう？」

「どっからくるのその自信」

「日々の努力の賜たま物ものかしら」

「あっはっは」

　とりあえず笑って流すことにした。

　ていうか仮定の話なのに、何でそんな真顔になれるの？

　まあ、それはそれとして。

「あのね、私が言いたいのは、もしお姉ちゃん以外の誰だれかとパパが結婚したら、ってことなの」

　あのプールの日以来、同じ悩なやみがずっと頭をぐるぐる回ってる。

　結局パパとシリンさんの一件は勘かん違ちがいだったけど。

　でも、やっぱり絶対にない話ではないのだ。

　……と、私が真しん剣けんに悩んでいるのに、お姉ちゃんは首を傾かしげた。

「お父さんが私以外と結婚……ちょっと意味が分からないのだけど」

「お姉ちゃん、そこまで行くとさすがに恐きよう怖ふを感じるんだけど」

　相変わらず真顔なところが特に怖い。

「いいから、仮ってことでパパが誰かと結婚したとこ想像してみて！　もちろんお姉ちゃん以外でね！」

　とにかく話が進まないので軌き道どう修正。

「お父さんが私以外の人と結婚……」

　お姉ちゃんは小さく呟つぶやいたあと、考え込むようにちょっと俯うつむく。

「……ねぇセイラ？」

「何？」

「愛のための暴力はどこまで許容されると思います？」

「だからそういうところが怖いんだって！」

　我が姉ながらヤバい。

　絶対男の人刺さすタイプだ。

　もしかしてウチの学校の男子全員は、お姉ちゃんがファザコンだったことに感謝すべきなのでは？

「ともかく暴力は禁止！」

「でも」

「でもじゃない！　ラブアンドピース！」

　お姉ちゃん見てると、愛と平和を横に並べるのって間違いな気がしてくる。

　愛ほど争いを生むものなんてほかにないよ……。

「言っとくけど、パパもその人のこと好きなの！　愛してるの！　もしそんな人傷つけたら、お姉ちゃんがパパに嫌きらわれちゃうよ!?」

「私が、お父さんに……？」

　今のはさすがに効いたのか、お姉ちゃんはシュンとした。

　と──いきなりポロポロ泣き始める。

「うぅ～！」

「ちょっ、お姉ちゃん？」

「嫌です、嫌ですぅ……お父さん、私以外の人となんてぇ……」

　ガ、ガチ泣き。

　私が狼狽うろたえていると、急にお姉ちゃんは立ち上がって部屋を出て行く。

「お父さーん！　私を置いていっちゃ嫌ですー！」

「えっ!?　急にどうしたんだいキララ？」

「お姉ちゃん落ち着いて！」







　事情を知らないパパを誤魔化すのは大変だった。

　パパの再婚について話してたとか正直に言うのも恥はずかしいし、最後は力ちから業わざで強ごう引いんにお姉ちゃんを部屋まで連れ帰ってきたけど。

「ぐすっぐすっ」

　まだ泣き止やまないし。

　仮の話で盛り上がりすぎでしょ。

「……」

　でも、お姉ちゃんにとってはそれだけ大事なんだよね。

　それにそれは……私も同じ。

　だって、たった三人の親子なんだし。

　パパがいなくなったらなんて……想像もできない。

　まるで真っ暗な穴に落ちていくようだ。

　いや、誰かと再婚したからっていなくなりはしないだろうけど。

　けれど、確実に「私たちだけのパパ」ではなくなる。

　今までとは違くなる。

　それは……やっぱり怖い。

　お姉ちゃんは本気でパパと結婚すると言うファザコンだけど──




「妻の欄には私の名前を入れるけど、セイラもこれまで通り三人一緒に……」




　──お姉ちゃんの語る未来には、いつもちゃんと私が隣となりにいる。

　まったくの赤の他人がパパと結婚したら、それはどうなるか分からない。

　少なくとも今の親子関係は未来永えい劫ごう続くものじゃない。

　この夏休みと一緒。

　いつか終わる時がくる。

　大人になれば消えてなくなる。

　そういうものだと……うん、それは理解してるつもり。

　理解してるつもり……なんだけどなぁ。

「はぁ……」

　納なつ得とくできてたら、こんな悩まないよね。

　単なる杞き憂ゆうで終わる話かもしれないけど。

　考えずにはいられない。

　だってパパはいつか誰かと結婚するかもしれないけど。

　その相手が娘むすめの私である可能性は限りなくゼロに近いんだから。

「……セイラ、私決めました」

「んー何をー？」

　なんか自分で考えて自分で落ち込んでたら、泣いてたお姉ちゃんが急に顔を上げた。

「私、16歳になったらお父さんと結婚します」

「……いや、それいつもと言ってること変わらな……」

「違います！　今まではいつ結婚するか漠ばく然ぜんとしてましたが、これからは具体的に時期を決めて行動します！」

「って、16歳とかあと３、４年しかないけど」

「その通りです！」

　私はツッコミを入れたつもりなんだけど、なぜかお姉ちゃんはますますやる気になってる。

「早さつ速そく、今日から花はな嫁よめ修しゆ業ぎようもしないとですね！　炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じは問題ありませんから、あとは子供の作り方でしょうか？」

「いやいやいやいや」

　なんか、もう、スゴいとしか言いようがない。

　さっきまであんな取り乱してたのに、この復活の仕方は素す直なおに尊敬する。

　まあ……けど……そうだよね。

　あんまりウジウジ悩んでも仕方ないのかも。

　別に何かが決まったわけでもないし。

　それにもし万が一「その日」が来ても……。

　パパなら……私たちのパパなら、どんなに愛らしい奥さんを貰もらったとしても、娘のことを蔑ないがしろになんてしないだろうし。

　最初から心配なんて、する必要なかったのかも。

　この先何があっても。

　夏休み子供時代が終わっても。

　パパは、ずっと私たちのパパでいてくれるよね。

「ところで、この前法律が改正されて、女子が結婚できるのは18歳からになるんだって」

「え!?」





了










あとがき
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　それでは。
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